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はじめに 

全ての 讚美は アツ ラーに こそ 属します。 私たちは 
アツ ラーを 讚美し、 かれに こそ ご 援助を 求め、 お赦 
しを 請い、 私たち 自身の 悪と 悪行からの ご 加護を 求 
めます。 アツ ラーが お導きに なられる 者は 決して 迷 
うこと なく、 また アツ ラーが 迷わせられる 者は 決し 
て 導かれる ことはありません。 私は、 唯一の 並ぶ も 
の 無き お ホア ツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは 無 
く、 ムハンマド （アツ ラーよ、 彼と 彼の 一族、 教友 
たち、 そして 審判の 日まで 彼らに よく 従った 者たち 
に 祝福と 平安を 与えた まえ） がアツ ラーの しもべで 
あり 使徒で ある こと を 証言し ます。 

さて 本書は 拙著 『ク ルアー ンと スン ナに 則った ズ 
イク ノレと ドア ーと 魔除けに よる 治療』 ①のズ イク ルの 
部を、 旅行 中に も 携帯し やすいよ うに 要約した もの 
です。 また ズイ クルの 本文 も 短縮し、 その 出典に お 
いても 1、 2 冊の 文献を 挙げる だけに 留めました。 で 
すから 伝承した 教友や 出典の 詳細を 知り たい 方は、 
自分で 原典に 立ち返る 必要が あり ます。 


① 訳者 注： 「ズ イク ル」 とは 一般に アッ ラーの 唱 念、 「ドア ー」 とは アッ 
ラーに 対する ネ斤 願を 示します。 
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私は その美 《及び 崇高な 属性に おいて、 本書 編纂 
が 高貴なる アツ ラーの ために 捧げられ たもの となり、 
私の 人生と 死後に おいて 私自身を 始め、 読者を 位 や 
出版 関係者たち、 及び 本書 普及に 携わった 方々 を 益 
する ことを、 至高の アツ ラーに ネ斤 ります。 そして 唯 
一 無二の アツ ラー こそが この 件に 関しての 援助 者で 
あられ、 その実 現を 可能に された お 方で あられます。 
アツ ラーよ、 私たちの 預言者 ム ハン マ ドと 彼の 一族、 
教 友たち、 そして 審判の 日まで 彼らに よく 従った 者 
たちに 祝福 と 平安を 与えた まえ。 


ヒ ジュラ 暦 1409 年サ ファ ル 月 

筆者 
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訳者 序文 

全ての 賞賛は 万有の 主アッ ラーに あり。 そして 預 
言者ム ハン マ ドと その 一族と 教 友、 そして 審判の 日 
ま で 彼 ら によく 従っ た 者た もに アツ フ ー から の 平安 
と 祝福 あれ。 

サイード. アル = カ ハター ニー 師の 編纂され たこ 
の ドア ー •ズ イク ル 集は、 ムス リムの 毎日の 生活に 
必要 不可欠な ドア ー やズィ クルの 数々 を 簡潔に、 そ 
して 携帯し やすいよ うに ポケッ ト サイズに まとめた 
小冊子です。 その 規模の 小さ さながら、 世界中の ム 
スリ ム ー般から 好評を 博し、 現在まで 様々 な 言語に 
翻訳され てきました。 

さて 今回 この 本を 日本語訳す るに あたって は、 幅 
にい 購読 層を 想定し、 基本的な 宗教 用語 や 意味が 不 
明瞭に 捉えられ がちな 箇所に 関して、 可能な 限り 注 
釈を 施しました。 また、 原本では 著者が 引用した ハ 
ディース （預言者の 言行録） の 出典 箇所が 提示され 
ています が、 この 邦訳に 関しては ク ルアー ンが 外の 
出典 箇所は 省略し ました。 それゆえ ハ ディースの 出 
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典 先を 御存知に なりたい 方は、 本書の 原本 や 英語版 
な どを 照ら し 合わせて 参照 して 頂く 必要が あり ます。 

また、 アラビア 語の ズ イク ル- ドア ーの 本文には 
カナ 表記を 付記し ましたが、 そもそも アラビア 語に 
は 日本語に 存在し ない 子音が 数多く 存在し、 忠実な 
音訳は 不可能です。 例えば 「ア」 行は アラビア 語の 
「‘1」 「£」 の 2 音を 兼ねて 表すよう にし、 レ、」 行に 
関しては 「こ」 「む 「 6 」 の 3 音を 兼ねて 表記して いま 
す。 ゆえに カナ 表記は 飽くまで 発音の 大まかな 目安 
とし、 可能な 限り 原語で ある アラビア 語に 親しんで 
頂く ことを お願い 申し上げます。 

また アラビア 語では 基本的に、 文の 最後 や 区切り 
目にある 母音は 発音し ません。 例を 挙げれば： レく 一 
ラカツ ラー フ ラを、 ワ • • •」 という 文を 途中で 
切る 場合、 レく ー ラ カツ ラー フ ラ么。 ワ • • •」 と 
なります。 また 同様に 「サ ーイ ムン 、 イン ニー」 と 
いう 場合 も 「サ ーイ 全。 イン ニー」 となります。 こ 
の 辺の 法則は 少 々複雑な ので、 可能な 限り カナ 表記 
の 句読点に 忠実に 読んで 頂く こと を お勧め します 
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(尚ク ルアー ンの 音訳に おいては 「*」 マークが 休 
止 点を 表して います）。 その他 「ラ 三。 （アラビア 語 
の 「 6 」）」 の 休止 発音な ども 独特の 音な ので、 出来れ 
ば ネイ ティ ヴの 方に 発音して もらう などして 確認し 
て 頂く よう お願い 申し上げます。 

ヒ ジュラ 暦 1428 年 シャア バーン 月 

2007 年 8 月 

翻訳者 
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ズィ クルの 徳 

至高の アッ ラーは 仰せられた。 


J b み 1 j ド兴可 み夕 之じ矣 

「だから われを 想念 （ズィ クル） せよ。 そうすれば 
われ も あなた ホを 御ん に 留め おくであろう。 われに 
感謝し、 恩を 忘れて はならない。」 【雌牛 章： 152】 


. <1^ 1 j > S 1 1 jJl 均し: 参 

「あなた ホ 信者よ、 アッ ラーを よく 唱念 （ズィ クル) 
せよ。」 【部族 連合 章： 41】 



ぶ"* 心 f 




「アッ ラーを 多く 唱念 （ズィ クル） する 男と 女、 
れらの 者の ために アツ ラーは 彼らの 罪の 赦 しと、 


の 上ない 報奨を ご 準備 なされた。」 【 部族 連合 章: 35 】 


ジ 

J 



: >5 己ぶ 山 こ ^ ご J 逝 / 之じ矣 

• 4 (1^ 占 I ぉ ぶ/^ 三 


「また あなたは 朝夕に 魂を 込めて 謙虚に、 畏れ 謹ん 
で、 声を ひそめながら あなたの 主を 唱念 （ズ イク ル) 
せよ。 そして （主の 恩恵を） おろそかに する 輩の 仲 
間と なって はならない。」 【高 壁 章： 205】 
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預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） のは 言 
っ た。 

「主を 念じる 者と 念じない 者との 差は、 あたかも 生 
者と 死人の それの よ うで あ る。」 

また 預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 

「支配者の もとで 最も 優れ かつ 清らかで、 最も あな 
た ホの 位階を 上げ、 また 金貨 や 紙幣を 施す ことより 
も 更に 優れ、 更には 敵と 遭遇して あなた 方が 彼らの 
首を 討ち、 彼らが あなた ホの 首を 討つ ことが 上に 優 
れた 行為を 教えて やろう か？」 教 友たち は 「ぜひと 
も。」 と 答えた。 預言者は 言った。 「至高の アツ ラー 
を 念じる こと だ。」 そしてこう 言った。 「至高の アツ 
ラーは こ う 仰せられ ている ： 『われは しもべが われを 
思う その 思いの 通 りに あり ②、 彼らが われを 念 じれば 


① 訳者 注： 預言者 ム ハン マ ドの ぶが 言及され た 時に 彼に 祝福と 平安を ネ斤 
願す るのは、 155 頁の 「預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ) 
のために ネ斤 願す る ことの 徳」 章で 触れられ ている 通り、 徳の 多い 行い 
です。 アラビア 語では 「サツ ラツ ラー フ ア ライヒ ワ サツ ラム」 
と 言い、 これが 最も 一般な 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あ 
れ） への ネ斤 願の 仕方です。 

② 訳者 注： 例えば 何ら かの ィ バー ダ （崇拝 行為） を 行った 上で、 アツラ 
一が それに 報奨を 与えて 下 さると いう こと を 有望に 考える 者は、 アツ 
ラーが その 通りに 叶えて 下さります。 一方 それに 懐疑 的な 者は、 アツ 
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彼と ともに ある。 もし 彼が われを 彼 自身の 中で 念じ 
れ ば、 われ も 自分自身の 中で 彼を 念じる。 もし 彼が 
集団で われを 念じる ので あれば、 われは 彼らより よ 
い 一団 （天使たち） において 彼を 念じる。 もし 彼が 
われに 手のひら 分 だけ 近付け ば われは 片腕 分 だけ 近 
付く だろう。 そしても しわれ に 片腕 分 だけ 近付けば、 
われは 両腕 分 だけ 近付く だろう。 も し 彼が われへ と 
歩いて きたら われは 彼へ と 走って いく だろ う。』」 

アブ ドツ ラー ブン ブス ル （彼に アツ ラーの ご満 
悦 あれ） はこう 伝えて いる。 

「ある 男が 言った。 『アツ ラーの 御 使いよ、 イスラー 
ムの 制約は 私に とって 多すぎます。 ですから 私が 遵 
守で きる 範 困の ことを 教えて 下さい。』 すると 預言者 
は 言った。 『あなたの 舌を、 アツ ラーの 唱念 でもって 
乾かさな いよう にしなさい。』」 

預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 

「ク ルアー ンを 読んだ 者は、 一つの 善行を 行った と 


ラー も それ 相応の ものを もって 応じられます。 預言者 （彼に アツ ラー 
からの 祝福と 平安 あれ） は 仰ら れ ました： 「アツ ラーに 対して 希望的 
な 観測を もつ ことなしには、 この 世を 去って はならない。」 （サ ヒー 
フ. ムス リム） 
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される。 そして 一つの 善行には その 10 倍の 報奨が あ 
る。 『アリ フ ラーム ミー ム』 は 一文字で はなく、 
アリ フで 一文字、 ラームで 一文字、 ミー ムで 一文字 
なので ある。」 

ウ クバ ブン アー ミル （彼に アッ ラーの ご 満悦 あ 
れ） は 言った。 

「私たちが 軒下に いると、 アッ ラーの 御 使い （彼に ァ 
ッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 出て きて 言った。 『毎 
朝 ブト ゥ ハーン や アル = アキ ー ク①に 出かけて いっ 
て、 そこから 罪を 犯す でもな く 親類 関係を 切る でも 
なしに、 大きな コブの 2 頭の 雌縣 ，靡を 得て 戻って 来 
たい 者は いるか？』 そこで 私たちは こう 言った。 『ア 
ッ ラーの 使徒よ、 私たちは それを 望みます。』 すると 
預言者は 言った。 『あなた 方の ある 者は 朝 モスクへ 行 
き、 学ぶ のでは ない のか？ または ク ルアー ンの 2 節 
を 読む のでは ない のか？ それらの 方が その 者に とっ 
て、 2 頭の 雌驗 ，靡より も 優れた 物な の だ。 3 節は 3 
頭より 優れ、 4 節は 4 頭より 優れ、 （そして 彼の 読ん 
だ） 節と 同数の 離, 靡より 優れてい る。』」 

また 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 


① どちらも マデイーナ 近郊の 溪谷 のぶ 称。 
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言った。 

「ア ツ ラーが 唱 念され なかった 場所に 座った 者は ア 
ツ ラーからの お怒りを 受け、 アツ ラーが 唱 念され な 
かった 場所に 横たわった 者は ア ツ ラーからの おを め 
を 受ける。」 

また 預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
こう も 言った。 

「アツ ラーを 念唱 しない 所に 座り、 預言者への ネ斤願 
をし なかった 者たち は、 アツ ラーからの おを めを 受 
ける。 もし アツ ラ’ 一 が 望めば 彼らを 罰し、 あるいは 
彼らを 赦 すので ある。」 

また 預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 

「アツ ラーを 念唱 せずに 集まり の 場から 立ち上がる 
者たち は、 ロバの 屍 （つまり 無益な こと） から 立ち 
上がる ことと 同じで ある。 それは 彼らに とって 損失 
である。」 

1. 目覚めの ズイ クル 

. (じ 苗 1 4 ：jij G じ f じ 1 L ; じ 与：4 ピ 1； 山))- 1 
アル ハム ドウ リ ツ ラー ヒ ツラズ イー ア ハヤ ーナー 
バア ダ マー アマ ー タナー ワ イ ライヒ ンヌシ 
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「私たちを 死なせた 後に 生き返らせ、 また 死後、 か 
れの御 許に 私たち を 復活 させる お ホア ツ ラー に 称え 
あれ。」 

C 1； 少 1 み 过 111 な <11 ^ W -2 

J 卜 ^、 / j JiS\ <uj1j t 4 j 1 4_J| 'y j t 4i x<i^\ j l)U>c^ . u Ji ミ ,。^ 

. (( J >1 ijc が 1 ぶし/が ん 

ラー ィラ ー ハ ィ ッ今ッ ラーう ヮ "ハ ダフ ラー 
シャリー カ ラフ。 ラフ ル ムルク ワ ラフ ノレ ハム 
ドウ、 ワ フワ アラー クツリ シャイ イン カ 
ディール。 スブ ハー ナツ ラー。 ワル ハム ドウ リツ ラ 
一。 ワ フー イ フー ハ イツ フツ フー。 ワツ フー 
フ アク バル。 ワ ラー ハウラ ワ ラー クウ 
ワタ イツ ラー ビツ ラー ヒル アリー イ ルアズ ィー 
ム。 ラツ ビグ フィル リー。 

「 唯一で 並ぶ も の 無き お ホア ッラ ーが 外に 真に 崇拝 
すべき ものはありません。 主権と 讚美は かれの もの 
で、 かれは 全能です。 アツ ラーに 称え あれ。 全ての 
讚美は アッ ラーに あります。 アッ ラーが 外に 真に 崇 
拝すべき ものは 無く、 アツ ラーは 偉大で、 至高 至大 
のア ツ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大なる もの も あ 


りません。 主よ 私を お赦し 下さい。」 

J Sjj C J ぶ ))-3 

• ((o^^ 

アル ハム ドウ リ ッ ラー ヒッラ ズ イー アーフ 了 一二 
ー フィ ー ジャ サディ ー。 ワ ラッダ ァ ライヤ 
ルー ヒー。 ワ アズ イナ リー ビズ イク リヒ。 

「私の 体を 守り、 私の 魂を 私に 戾 し、 かれの 唱 念の 


仕 ホを 教えた アッ ラーに 称え あれ。」 

ぶ^ 夕。 J 咕 j ツ 今 



Jol ^-4 







■ク タ 


夕 


J じ 


じ 12*^4110 9 夕 i ； 111 


， J 今 


一の 1 

Ij 种ぶ 


^11_^ 山 ぶ ^ し: 1 之 山^ じを ^夕’ 

U 巧が jUk ; 可^ (14 叫 じ J jii jUl お 1 ミし iCl をを -jUl 
ら み。 を じ U \ fJ jf ；) に ^ ( くムご ム 0 llL ^ 
杉: ilLij ぶ ム ミ jij じ ム ち をが ^1>夕1 じぶ た 1^ 技 

'y J ド f 1 ^ こ^お u 知以 I こ i 皮 'y 过 I ^Qii 



u -5 し^ c > :! ■'じ 

f 4 ll ^ も J 〇兴 V I 與 J l > も お J b 之ぶ 與 

^/が。 1 〇 1 ! 1 己 > 1 夕 cJc う ぶ IJ 4 j 1 少令 ^ 句ぶ J が'^' 14^ lV c 5 ^ 皆ら 


ctHJ 广け 户 じし^ 



/ W 口 

則 J 1 


J 
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CrtJ-i cA 方咚 ' Crt 己り が ^ ， ぶ 於ぶ 1 じ j 心 1 ^ ^ S/j ： 

/ / 夕 / 夕 

\^ 4 ^\ こ じし j ;^ U - お 化 J み 1 お! じ/ 4 jI ^ 

/ \ / / / \ / / / 


し c ' W が V じ^' だ^^ 己! (^j 作 f ■^ク 



心 /jLi- ^;iajJ 卜ぶ 1 1>1 j 1 >.ijj 1 バ ^ u^j 1 / 八ン 



イン ナ フイ ー ハルキ ツ サマーワ ー テイ ワルア 
ル ディ ワフ ティラー フィ ツラ イリ ワン ナ ハー リ 
ラ アー ヤー ティ ツリ ウ リル アルバ ー ブ* アツ ラ 
ズ ィ^ ー ナ ヤズ クル' ー ナツ ラ' ー ハ キヤ^ ー マン ワ 
ク ウーダン ワ アラー ジュヌー ビヒム ワ ヤ 
タフ ァツ カル' ー ナ フィ' ー ハルキ ツサ マ' ー ワ' ー テ 
ィ ワ ルアルディ ラツ バナー マー ハラ クタ 
ハー ザ ー バー ティ ラン スブ ハー ナカ ファ キナ 
ー アサ ー ノくン ナーノ レ* ラツノ くナー イン ナカ マ 
ン トウ ドウ ヒリ ン ナーラ ファ カド アハザ イタ 


フ ワ マー リツ ザーリ ミーナ ミン アンサー 
ノレ* ラツノ くナー イン ナナ ー サミ アナ ー ムナ ー 
デイ ヤン ユナ ー デイ ー リノ レイ ー マー ニ アン 
アー ミヌー ビラ ツビ クム ファ アーマン ナー 
ラッ バナ^ ー フ アグ フイ ル ラナ ー ズ ヌ^ ー バナ^ 一 
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ワ カッ フィル アンナ ー サイ イアー テ イナー 
ワ タワ ッフ ァナ ー マ アルア ブラー ル 禾ラ ッバ 
ナー ワ アーティ ナー マー ワアッ タナー ア 
ラー ルス リカ ワ ラー トウ フズ イナー ヤウ 
マル キヤ ー マテイ イン ナカ ラー トウ フリ フル 
ミ^ 一 了、 ー ドウ* ファ スタジャ^ ー バ ラフ ム ラッブ 
フム アン ニー ラー ウディ ーウ アマラ アー 
ミリン ミン クム ミン ザ カリン アウ ウン サ 
ー バァ ドウ クム ミン バァ デイン ファ ッラズ 
ィ’ ー ナ ハ' ー ジャ ル' ー ワ ウフリ ジュ' ー ミン 
デイ ヤ' ー リヒム ワ ウ' ー ズ' ー フイ' ー サビ' ー リ 
ー ワ カー タルー ワ ク テイル ー ラ ウカッ 
フイ ラン ナ アン フム サ イイ アーティ ヒム ワ 
ラ ウド ウヒ ラン ナフ ム ジャンナ ー テイン タジ 
ュ リー ミン タハティ ハル アン ハール サワー バ 
ン ミン イン デイ ッ ラー ヒ ワッ ラー フ イン ダ 
フ フス ヌッ サワー ブ* ラー ヤグッ ラン ナカ タ 
カ ッルブ ッラズ イー ナ カ ファルー フイ ルビ ラー 
ドウ* マ ター ウン カリー ルン スン マ マ アワー 
フム ジャ ハン ナム ワ ビイ サルミ ハー ドウ* ラ 
ーキニ ッラズ イー ナッタ カウ ラッ バフ ム ラフ ム 
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ジャンナ ー トゥン タ ジュリー ミン タハティ ハ 
ルアン ハール ハー リ ディーナ フイ ー ハー ヌズ 
ラン ミン イン デイ ッ ラー ヒ ワ マー イン ダ 
ッ ラー ヒ ハイ ルッリ ル アブ ラール:^ ワ イン ナ 
ミン ア ハリル キタ ービ ラマン ユウ ミヌ ビッ 
ラー ヒ ワ マー ウン ズ イラ イラ イク ム ワ 
マ ー ウン ズ イラ イ ライヒ ム ハ^ ー シイ^ ー ナ リ 
ッ ラー ヒ ラー ヤシ ュ タノ レーナ ビ アー ヤー テ 
イッ ラー ヒ サマ ナン カリー ラン ウラー イカ 
ラフ ム アジ ュル フム イン ダ ラ ッビ ヒム イン 
ナッ ラ' ー ノ、 サリ' ー ウノ レ ヒサ' ー ブ* ヤ' ー アイ ユハ 
ッラズ イー ナ アーマ ヌス ビル ー ワ サー ビル ー 
ワ ラー ビトゥー ワッ タク ッ ラー ハ ラ アッ ラク 
ム トウ フリ フー ン。 

「本当に 天と地の 創造、 また 夜と 昼の 交替の 中には、 
思慮 ある 者への 印が ある。 （彼らが 立ち、 または 座 
り、 または 横たわって （不断に） アッ ラーを 唱 念す 
る 者たち。 そして 天と地の 創造に 就いて 考える 者た 
ち。 彼らは 言う。 『主よ、 あなたは いたずらに これら 
を 御 創り になった のでは ない のです。 あなたの 栄光 
を 讚え ます。 業火の 懲罰から 私たちを 救って 下さい。 
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主よ、 本当に あなたは 業火に 投げ込まれた 者を、 必 
ず 屈辱で 覆われます。 不正の 徒には 援助 者は ない の 
です。 主よ、 本当に 私たちは 《あなたがたの 主を 信 
仰しなさい。》 と 信仰に 呼ぶ 者の 呼び声を 聞いて、 信 
仰に 入りました。 主よ、 私たちの 罪を 赦 し、 私たち 
の 罪業を 抹消し、 信仰の 達成 者たち と 一緒に あなた 
におして 下さい。 主よ、 あなたの 使徒たち によって 
私たちに 狗 束され たものを 授け、 また 審判の 日には 
屈辱から 救って 下さい。 本当に あなたは、 決して 約 
束を 反故に なさい ません。』 主は 彼ら （のネ 斤り） を 聞 
き 入れられ、 仰せられた。 『本当に われは、 男で あろ 
うと 女であろう と、 あなた ホの 成した 行いを 徒労に 
する ことは ないで あろう。 あなた 方は 互いに 同 ± で 
ある。 それで 移住した 者、 故郷から 追放され た 者、 
わが 道の ために 迫害され、 また 奮戦して 殺害され た 
者は、 われが 彼らの 全ての 罪業を 抹消して、 川が そ 
の 下を 流れる 楽園に 入らせよう。』 これは アツ ラーの 
御 許からの 報奨で ある。 アツ ラーの 御 許に こそ、 最 
も 優れた 報奨が ある。 あなたは、 不信者が 地上での 
さばり はびこって いる こと に 惑わされて はならない。 
これは 片時の 歓楽で あるが、 やがて 地獄が 彼らの 住 
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まいと なろう。 それは 何と 悪い 队 床であろう か。 だ 
が 主を 畏れる 者には、 川が その 下を 流れる 楽園が あ 
り、 彼らは 永遠に その 中に 住む であろう。 これは ア 
ツ ラーの 御 許からの 歓待で ある。 アツ ラーの 御 許に 
ある もの こそは、 敬虔な 者に とって 最良の もので あ 
る。 しかし 啓 典の 民の 中に もアツ ラーを 信仰し、 あ 
な た ホに 下さ れた ものと 彼らに 下さ れ たもの を 信じ 
てアツ ラーに 謙虚に 仕え、 僅かな 代価で 啓示を 売っ 
たりし ない 者が いる。 これらの 者には、 アツ ラーの 
御 許で 報奨が あろう。 本当に アツ ラーは 清算に 迅速 
であられる。 あなた ホ 信仰す る 者よ、 耐え忍ぶ の だ。 
忍耐し、 敵の 前に 堅固で あれ。 そして アツ ラーを 畏 
れ よ。 そうすれば あなた ホは 成 巧す るであろう。」 
【イム ラーン 家 章： 190 〜 200 J 

2. 着衣 時の ドア ー 

^ 心 心 oilDlli L j じ i* ^111 1； 山))- 5 

/ / •(( 爲 

アル ハム ドウ リ ツ ラー ヒ ツラズ イー カサ ーニ ー 
ハー ザ （ツサ ウバ） ワ ラ ザ カ ニー ヒ ミン ガ 
イリ ハウ リン ミン ニー ワ ラー クウ ワ。 

「無力な 私に この 服を 着させ、 恵み 与えて 下さった 
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ア ッ ラーに 讚え あれ。」 

ん 新しい 服を 着た 時の ドア ー 




を 


夕 







アツ ラー フン マ ラカル ハム ドウ アン タ カ サウ 
タニー ヒ アスア ルカ ミン ハイ リヒ ワ ハイ 


リ マー ス ニア ラフ。 ワ アウ ーズ ビカ ミ 
ン シャツ リヒ ワ シャツ リ マー ス ニア ラ 


フ。 

「アツ ラーよ、 全ての 讚美は あなたに こそ あれ。 あ 
なた こそが 私に それを 着せて 下さいました。 そこに 
ある 良き ものと、 それに よって 得られる 良き ものを 
与えて 下さいます ように。 そして あなたに そこに あ 
る 悪しき ものと、 それに よって 得られる 悪しき もの 
からの ご 加護を 求めます。 ①」 

ん 新しい 服を 着た 人への ドア ー 

. バ た ))-7 

トウ ブリー ワ ユフ リフッ ラー フ タアー ラー。 


① 訳者 注： つまり その 衣服を アッ ラーへの 服従 や 崇拝 行為に 用いれば、 
それに よって 報奨が 得られ ますが、 その 衣服を アッ ラーへの 反逆 行為 
や 不服従に 用いれば、 それに よって 罪が 得られる こと になり ます。 
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「（その 服が） 着古され、 その後 更に アッ ラーが 新し 
い 物を 与えて 下さい ますよう 。の」 

• ((1 J t 。 t し j«vwJO)— S 

イノ レビス ジャ ディー ダン、 ワ イシ ュ ハミ ー ダ 
ン 、ワ ム トウ シヤ ヒー ダー。 

「新しい 物を 着なさい。 誉れ 高く 生きなさい。 そし 
て确教 者と して 死になさい。」 

5. 服を 置いた 時の 言葉 


ビス ミ ッ ラー。 

「アッフ^ 一 の 御名 において。」 


.(ai 


广ッ )- 9 


ん トイ レに 入る 時の ドア' 一 


. バ令典 苗 i 4^' シ/ 斗^ぶ ふ (4^' 加 ^))-10 

ビス ミツ ラー。 アツ ラー フン マ イン ニー アウ ー 
ズ ビカ ミナ ルフブ スイ ワル ハバー イス。 

「ァッ ラーの 御 《において。 ァッ ラーよ、 私は 男女 
の 悪魔から あなたに ご 加護を 求めます。」 

7 •トイ レから 出た 時の ドア ー 


. (( dijl )) - 1 1 


① 訳者 注： つまり その 衣服が 着古され、 その後 別の 新しい 衣服を 得る 時 
が 来る まで 長生きし ますよう に、 という 意 ホ。 
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グ フラー ナカ。 

「あなたに お赦 しを 求めます 。の」 

8. ウド ウーの 前の ズイ クル 


ビス ミ ッ ラー。 

「アッフ^ 一 の 御名 において。」 


. (( 4 il 广 ^))- 1 2 


9. ウド ウーが 終わった 後の ズィ クル 

111 ^ of おら こ J oJ^j 4j1 み/^ S ! お b)- 1 3 

•パむ jj 

ア シュノ 、ドウ アツ フー ィ フー ノ、 イツ ラツ フー 
フ ワハ ダフ ラー シャリー カ ラフ。 ワ ァシ 
ュ ハドウ アンナ ム ハン マダン アブ ドウ フ ワ 


ラ スール フ。 

け^れに 並ぶ 者な きアッ ラーが 外に 真に 崇拝すべき 
ものは なく、 ムハンマドは 彼の しもべで あり、 使徒 


である こと を 証言し ます。」 


. バ心お II シ/ 术じ 心 卿; >5 誤 1))- 1 4 

/ 一 / ♦♦ 、 


アッ ラー フン マジ ュ アル ニー ミ ナッタ ウワー ビー 
ナ ワジュ アル ニー ミナ ルム タタ ッヒ リーン。 


の 訳者 注： 排便に よ り 身体 的に 清められた 後、 更に 精神的な 巧れ であ 
る 罪の 赦 しを 請う という 意 ホが 含まれて います。 

25 


「アッ ラーよ、 私を よく 悔悟す る 者に、 そしてよ く 
心身を 清める 者と して 下さい。」 

^1 ciU 占 P))- 15 

• バ聲 i 

スブ ハー ナカ ッ ラー フン マ ワ ビ ハム デ イク。 ア 
シュハ ド アッ ラー イラ ー ハ イッ ラー アン ト 
ウ 。アス タグ フイ ルカ ワ アト ウーブ イラ イク。 
「アッ ラーよ、 あなたに 賞賛と 讚美 あれ。 私は あな 
たが 外に 真に 崇拝すべき ものは ない と 証言し、 あな 
たに お赦 しを 請い、 悔悟し ます。」 

10. 家を 出る 時の ズイ クル 

. バ t 心 1 を ^ み ^))-16 

ビス ミッ ラー。 タ ワッカ ル トウ アラ ッ ラー。 ワ 
ラー ハウラ ワ ラー クウ ワタ イッ ラー ビ 
ッ ラー。 

「アッ ラーの 御 《において。 私は アッ ラーに この 身 
を 委ねます。 至高 至大の アッ ラーの 他に いかなる 威 
力 も 強大なる もの も あり ません。」 

ふ J jf ふが i ふ な^ ! ぶ eJ ! 班! W - 1 7 

• バを ふ ふ (titl 
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アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ アン 
アディ ツ ラ、 アウ ウダ ツ ラ、 アウ アズ ィツ ラ、 
アウ ウザツ ラ、 アウ アズ リマ、 アウ ウズ ラマ、 
アウ アジ ュ ハラ、 アウ ユジュ ハラ ア ライヤ。 

「アツ ラーよ、 私は 自分が 迷い 迷わされる ことから、 
また 過ちを 犯し 犯される ことから、 また 不正を 働き 
働かれる ことから、 ま た 無知に 陥り 無知 に 陥らされ 
る ことから、 あなたに ご 加護を 求めます。」 

11. 家に 入る 時の ズイ クル 


It-L— J ^ ((LdSjJ LJjj t 六 4A1' 




1 8 



ビス ミツ ラー ヒ ワ ラジュ ナー 。ワ ビス ミツ ラー 
ヒ ハ ラジュ ナー 。ワ アラー ラ ッビナ ー タワ 


ツ カルナ ー。 

「『アツ ラーよ、 アツ ラーの 御 《において 私たちは 入 
り、 アツ ラーの 御 《において 私たちは 出ました。 そ 
して 私たちの 主に 全てを お任せし ま した。』 こ う 言つ 
て、 それから 家族に 挨搂 をす る。」 

12. モスクへ 行く 時の ドア ー 

Jj し 一 少^ぶ し少 jLJ Jj (. し少 しぐ じ J 户 ^1))- 1 9 
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0 ■ぶ t し J ~^ L - r ^ パ J t し少 C > ソ t し少 c > ソ t し少 c 5 产' 
♦♦ ♦♦ ♦♦ ** / 


しバ 


^ J cP^ じ ^ (>5J ^ b> c/5 じ ^ c> ソ ^ し Jlr^ 

广ィ 1! し し j_J <. し少 cj» J 三 手 b t し少 cj» 广 t し少 cj» 广^可 J 

k し j~^ 玉み t し み t し少 L^r^ 追 J^ ， 三 ** ' ふ ^ 可 

• • L^J^ J Lj-» J cP^' 户 "fUOW し ^ 卢ぶ t 'j>» c5 くし^み 
) バ ( し jj ぶ jj ム^ぶ j j t し ^ ぶ t/5 ム ^ 山 J ぶ 



アツ ラー フン マジ ュ アル フイ ー カルビー ヌー 
ラン、 ワ フイ ー リサ ーニ ー スーラン、 ワ フ 
イ' ー サ ムイ' ー ヌ' ー ラン、 ワ フイ' ー バ サリ' 一 
ヌーラ ン 、ワ ミン フ アウ キー ヌーラ ン 、ワ ミ 
ン タハティ ー スーラン、 つ アン ヤ ミーニー 
ヌーラ ン 、ワ アン シマー リー ヌーラ ン 、ワ ミ 
ン アマ ー ミー ヌーラ ン 、ワ ミン ハル フイ ー 
ヌーラ ン、 ワジュ アル フイ ー ナフ スイ ー ヌー 
ラン、 ワ アアズ イム リー ヌーラ ン 、ワ アツ 


ズ イム リー ヌーラ ン 
ラン、 ワジュ アル ニー 
了 了 ティ ニー ヌーラ ン 
サビー ヌーラ ン 、ワ 


、 ワジュ アル リー ヌー 
ヌーラ ー。 アツ ラー フン マ 
、 ワジュ アル フイ ー ア 


フイ ー ラ ハミ 


ヌーラ 
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、 ■ 


ン 、ワ フイ ー ダミー ヌーラ ン 、ワ フイ ー シ 
ヤ アリー スーラン 、 V フイ ー バシヤ リーヌ 
ー ラー。 アツ ラー フン マジ ュ アル リー ヌーラ ン 
フイ ー カブ リー. ••ワ ヌーラ ン フイ ーイ 
ザ ー ミー。 ワ ズイ ドウニー スーラン、 ワ ズイ 
ドウニー ヌーラ ン 、ワ ズイ ドニー ヌーラ ー。 
ワ ハブ リー ヌーラ ン アラー ヌー ル。 

「アツ ラ^ 一 よ、 私の 心に 光を、 私の 舌に 光を、 私の 
聴覚に 光を、 私の 視覚に 光を、 私の 上から 光を、 私 
の 下から 光を、 私の 右に 光を、 私の 左に 光を、 私の 
前から 光を、 私の 後ろから 光を、 私の 魂に 光を お 与 
え 下さい。 そして 私の ために 光を 強く して 下さい。 
光を 強く して 下さい。 私の ために 光を お与え 下さい。 
私を 光に して 下さい。 私に 光を お与え 下さい。 私の 
神経に 光を、 肉に 光を、 血に 光を、 髪に 光を、 皮膚 
に 光を お与え 下さい。」 

「アツ ラーよ、 私の ために 私の 墓に 光を.. •私の 
骨に 光を お与え 下さい。」 

「そして 光を お増やし 下さい。 そして 光を お 増や 
し 下さい。 そして 光を お増やし 下さい。」 

「そして 光の 上に 光を お与え 下さい。」 
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13. モスクに 入る 時の ドア ー 


こ* 己リ (, ド^^^ 1 Aj [] a \ f ^ J t ド ^^531 ぶ J S j ^ l ))— 2 0 

許し 4il J 户 J お 广 Sllll j sSCaJlj .ぶ 1 户. 广為 1 

. (( み 

アウ ーズ ビッ ラー ヒル アズ イー ミ、 ワ ビ ワジュ 


ヒ ヒル カリー ミ、 ワ スル ターニ ヒル カ デイ ー ミ、 
ミナ ツ シャイ ターニ ツ ラジ ーム。 ビス ミ ツ ラー ヒ、 
ワツ サラ ー トウ ワツ サラーム アラー ラ スーリ 
ツ ラー。 アツ ラー フン マフ タフ リー アブ ワーバ 
ラ ハマ テイク。 

「私は 偉大なる アツ ラーに、 その 尊い 御顔に、 そし 
て 原初より のかれの 権威に おいて、 呪われるべき シ 
ャイ ターンからの ご 加護を 与えて 下 さるよう 求め ま 
す。 アツ ラーの 御 《において、 そして アツ ラーの 使 
徒に 祝福と 平安 あれ。 アッ ラーよ、 あなたの ご 慈悲 
の 扉を 私に お開き 下さい。」 


14. モスクから 出る 時の ドア ー 


dUU：! jl ^ し ぶ ^ 乂 111 j S 乂之 J じ 

• ( 、ド ^' oLLaJI ^ 苗 呼 ^' 


山 1 

班 t 


))-21 



ビス ミツ ラ' ー ヒ ワッ サラ^ ー トウ ワッ サラ' ー ム 
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アラー ラ スーリ ッ ラー。 アツ ラー フン マ イン ニ 
ー アスア ルカ ミン フアド ウ リク。 アツ ラー フ 
ンマア スィム ニー ミナ ッ シャイ ターニ ッ ラジ ーム。 

「アッ ラーの 御 《において、 アッ ラーの 使徒に 祝福 
と 平安が あります ように。 アッ ラーよ、 私に あなた 
の 恩恵を お恵み 下さい。 アッ ラーよ、 私を 呪われる 
べき 悪魔から おず り 下さい。」 

15. グダ ー ソ^を 聞いた 時の ズィ クル 
11- ム アツズ ィン (グダ ーンを 呼びかける 者） が 言 
う 通りに、 後を 次いで 繰り返して 言う。 ただし、 

. バこ ぶ pOll ぶ ^ )) 

レ、 イヤ ア ラッサ ラー ティ ワ ハイ ヤ アラノ レ 
ファラー ハ （いざ 礼拝に 来たれ、 いざ 成 巧に 来たれ)」 
の 部分 だけ、 

X ( 辜が] i が 

ラー ハウラ ワ ラー クウ ワみ イツ ラー ビ 


① 訳者 注： 礼拝を 呼びかける 一連の 文句の こと。 「アッ ラー フ ア クバ 
ノレ じ 回）、 アッ ラー フ アク バル じ 回）、 アシュ ハドウ アッ ラー 
イラ ー ハ イッ ラッ ラー じ 回）、 アシュ ハドウ アンナ ム ハン マ 
ダッラ スール ッ ラー （2 回）、 ハイヤー ア ラッサ ラー （2 回）、 ハイ 
ヤー ア ラルフ アラー ハ じ 回）、 アッ ラー フ アク バル じ 回）、 ラ 

ー イ フー ハ イツ フツ フー。」 
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「至高 至大の アッ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大な 
る もの もありません。」 と言う。 


夕 

0 


14 ^ 1 ぶ お 。山^ 'y ぶ 1 ' y ! 'y お! し お))一 2 3 

. ((し 三 し/。、/ ん ij し^ 心し ^ づ^ 


JJ 


ワ アナ アシュ ハドウ アッ ラー イラ ー ハイ 
ッラッ ラー フ ワハ ダフ ラー シャリー カ ラフ、 
ワ アンナ ム ハン マダン アブ ドウ フ ワ ラス 


ー ルフ、 ラ デイ ー トウ ビッ ラー ヒ ラッ バン、 ワ 


ビム ハン マデイ ッ ラス^ ー ラン、 ワ ビ ノレ イスラ^ ー ミ 

ディ ーナ ー。 

「『そ して 私は、 並ぶ 者 無き 唯一の ア ッ ラーが 外に 真 
に 崇拝すべき ものは 無く、 ムハンマドは 彼のし もべ 
であり 使徒で あると 証言し ます。 私は アッ ラーが 私 
たちの 主で あり、 イ ス ラームが 私たちの 宗教で あり、 
そ して ム ハン マ ドが 私たちの 使徒で ある こと に 満足 
しました。』 これを^ グッ^ 'V ンの タシャ ッブグ （信 
仰 告白） ® の 後に 言う。」 

24 - グッ^ 'V ンの 呼びかけに 答えた 後に、 預言 


① 訳者 注： 「ア シュ ハドウ アツ ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー、 アシ 
ュ ハドウ アンナ ム ハン マ ダツラ スール ツ ラー」 の 言葉。 
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者 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） への 祝福と 平 
安を 願う。®」 

1 jJi こん 皆 じ!’ じ t 。自 1 o^jJl oi-i 4^j ^_^1))- 25 

し。 ぶ 'y jupcljj^j ,^ui レ少 しに 治 お. 苗 1 

• 。以 1 

アツ ラー フン マ ラ ツバ ハー ズイヒ ツ ダアワ テイ 
ツ ターン マテイ、 ワツ サラ ー テイ ノレ カー イマ。 アー 
テイ ム ハン マ ダニ ルワ スイ ー ラタ ワ ノレ ファ デイ 
ー ラ。 ワブア スフ マ カーマン マ ハム ー ダニ ツラ 
ズ イー ワアツ タフ、 （イン ナカ ラー トウ フリフ 
ルミ ーァー ドゥ）。 

「ァッ ラーよ、 この 完成され た 呼びかけと 繰り返し 
続く 礼拝の 主よ、 ムハンマドに 天国に おける 高い 位 
階と 栄誉を 与え、 あなたが 彼に 約束され たと ころの 
賞賛に 溢れた 位階に 彼を 蘇らせた まえ （本当に あな 
たは 約束を 反故にされる 事が ありません)。」 

26- 「 ア ザーンと y クーマ® の 間に 任意の ドア ーを す 


① 訳者 注： 12 頁の 訳者 注① 及び 巧5 頁の 「預言者 （彼に アッ ラーから 
の 祝福と 平安 あれ） のために ネ斤 願す る ことの 徳」 章を 参照の こと。 

② 訳者 注： 礼拝 開始 直前の 呼びかけの 言葉。 31 頁 脚注の ア ザーンの 言 
葉を 各 1 回ず つ 言います （ただし ハナ フイ ー法 学派は ア ザーン 同様 2 
回ず つ）。 尚、 レ、 イ ヤー アラ ル ファラー ハ」 の 後には 「カ ドウ カ 
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る。 この間に 行われた ドア ーは、 必ず 受け入れられ 



1 ん イス テイ フタ ーフ けし 拝 開始） の ドア ー 
Y ク じ Oh 二^^^ i み ム> ぶ j 户 ^1))- 2 7 

苗し 八 心 1 ；>5 ぶ 如 V ；^' こも 與心シ / 若:; 4 i!l 

• バジ J 1 j 班 J み: li ^ シ / ^1 

アツ ラー フン マ バー イド バイニー ワ バ イナ 
ハタ' ー ヤ^ ー ヤ カマ' 一 八 ー アッタ バイナル マシ 


ユ 


リキ ワルマ グリ 


ぞ 。 アツ ラー フン マ ナツキ ニ 
ー ミン ノ 、夕' ー ヤ' ー ヤ、 カマ ー ユナ ツカツ サウ 
ブルア ブヤ ドウ ミナ ツダ ナス。 アツ ラー フン マグ 
スイ ル ニー ミン ハター ヤー ヤ ビッ サル ジ ワ 


ル マー イ ワル バラ ドウ。 

「アッ ラーよ、 私と 私の 過ちの 間を 東西の 間を 遠 ざ 
けたよう に 遠ざけて 下さい。 アッ ラーよ、 白い 服が 
巧れ から 清め られ るよう に 私を 私の 過ちから 清めて 
下さい。 アッ ラーよ、 雪と 水と 覆で 私を 私の 過ち か 
ら 清めて 下さ レ、。」 



Jlijjc .111 ：! が 神 1 ぶ ))-2 8 


ー マティ ッサ ラー け L 拝は まさに 始まった）」 という 文句を 2 回 入れ 
ます。 
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• バ ii 夕 il! 

スブ ハー ナカ ッ ラー フン マ ワ ビ ハム デイ カ、 ワ 
タ バーラ カス ムカ 、ワ タアー ラー ジャッド ウ カ、 
ワ ラー イラ ー ハ ガイル カ。 

「アッ ラーよ、 あなたに 賞賛と 讚美 あれ。 あなたの 
御 《は 祝福に 溢れ、 あなたの こ 偉力は 至 局です。 あ 
なた の 他に 真に 崇拝すべき ものは あり ません。」 


じ 1 じ J cUf ： rj/)-29 


ん OdUJl 


み み 


J し 〇自 Li 

■ it 苗し 


知 





じ I 




i! ム ! 


• • t 。 ♦ミ,： ミ^ 夕 ：バ 0 1- ^ご夕 0^* 

い 尸 三 J し 3 ぶ^ しん ■ぶ ぶ 放 し 一 lb < 

c3 乂占 Vi jjLiij • 三 j 'y! こ ^ ^jji 若 巧 

.心 W! 以 苗： ぶ： i>lj t ム Wl 
c 山 じ 山 uU dOV ジ ろじ . 过ムを み じ .ii ： ム J 迫 

• ((ICJ1 こぶ / 。 ir^u ゴな j 心 1¢ 


ワツ ジャフ トウ ワジ ュヒヤ リツ ラズ イー ファ 
タ ラッサ マ^ ー ワ^ ー テイ ワル アルダ ノ 、二^ ー フアン 


ワ マー アナ ミナ ル ムシ ュリ キーン。 イン ナ 
サラ ー テイ ー、 ワ ヌ スキー、 ワ マフ ヤー ヤ、 ワ 
ママ ー テイ ー リツ ラー ヒ ラ ツビ ノ レアー ラ ミーナ、 
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ラー シャリー カ ラフ ワ ビザ ー リカ ウ ミル 
トウ ワ アナ ミナ ル ムス リ ミー ン 。アツ ラー フ 
ンマ アンタル マリク う ー イラ^ ー ハ イツ ラ^ 一 
アン トウ。 アン タ ラツ ビー ワ アナ アブ ドウ 
ク 。ザ ラム トウ ナフ スィ ー ワアタ ラフ トウ ビ 
ザン ビー フ アグ フィル リー ズヌー ビー ジャ 
ミーアン イン ナフ ラー ヤグ フィ ルツズ ヌーバ 
イツ ラー アン トウ。 ワハ ディ ニー リア フサ ニル 
アフラ ーキ ラー ヤ ハディ ー リア フサ ニ ハー 
イツ ラー アン トウ。 ワスリ フ アン ニー サ イイ 
ア ハー、 ラー ヤス リフ アン ニー サイ イア ハー 
イツ ラー アン トウ。 ラ ツバ イカ ワ サア ダイ カ、 
ワル ハイル クツノ レフ ビヤ ダイ カ、 ワツシ ヤツ ル 
ライサ イラ イク。 アナ ビカ ワ イラ イク。 夕 
バーラ クタ ワ タアー ライ トウ。 アス タグ フィ ル 
カ ヮ アト ウーブ イラ イク。 

「私は 天地の 創造主に、 シルクのを 犯す 者では なく 純 


① 訳者 注： シルクとは、 全 宇宙の 創造 や 所有 や 管理な どアツ ラーの みが 
専有す る 性質に おいて ア ツ ラーな 外の 何 かを かれに 共有- 参与 させた 
り、 あるいは アツ ラーの みに 向けられるべき 崇拝 行為を、 かれな 外の 
他の ものに 向けて 行 うこと。 イス ラームの 根本 教義で ある タウ ヒー ド 
の 反対語で あり、 ゆえに 厳しく 禁じられて います。 
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正な 信徒 の と して 顔を 向け ま した。 私の 礼拝、 献身 行 
為、 生、 そして 死は 並ぶ 者な きお 方で ある 全世界の 
主アッ ラーに こそ 捧げられます。 私は 実に そのよう 
に 命じられ、 そして 服従した 者たち の 1 人です。 ア 
ッ ラーよ、 あなたは あなたが 外に 真に 崇拝すべき も 
のがない ところの 王です。 あなたは 私の 主で 私は あ 
なた の しもべです。 私は 自分自身に 不正を 働き まし 
た。 そして 自分の 罪を 認めました。 ですから 私の 罪 
全てを お赦し 下さい。 罪を 赦 される お 方は あなたが 
外に いないの です。 私を 最も 良い 人格へ と 導いて 下 
さい。 そこへ 導く のは あなたが 外にい ません。 私 か 
ら 悪い 人格を 取り除いて 下さい。 悪い 人格を 取り除 
く お ホは あなたが 外にい ません。 私は あなたに 常に 
仕え、 あなたの 御 許に 馳せ参じます。 全ての 善は あ 
なた の 御手の 内に あり ます。 悪い 事が あなたに 帰せ 
られる ことはありません。 私は あなたに よって 存在 
する もので、 あなたの 御 許へ と 帰ります。 あなたは 
祝福に 溢れ、 いと 高く おわし ます お 方。 私は あなた 


① 訳者 注： ヌーフ から イブ ラー ヒー ム、 ムーサー、 イーサ ーら から 最後 
の 預言者 ムハンマド （彼らに アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） にまで 
至る 全ての 預言者が 人々 を それに 誘って きた ところの、 ア ツ ラーの み 
に 崇拝 行為を 向ける という 純正な 一神教の こ とです。 
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に 罪の 赦 しを 請い、 あなたに 悔悟し ます。」 


今 じ 1^1 み じ お t お み苗. お 1 お お^ 1))- 3 0 

^ Ijii ii^LIp お oSL^lj eji ! 卜沪 

ji iiU ^ 山 1 Iljsl み ; >5 ん i し U J^L j 


•(( 




クー// 


アッ ラー フン マ ラ ッバ ジブ ラーイ ー ラ、 ワ ミ 
一力 ー イー ラ、 ワ イスラー フイ ー ラ ファー テイ 
ラッサ マー ワー テイ ワル アル ドウ。 アーリ マ ルガ 
イビ ワッ シャハ ー ダ。 アン タ タハ クム バ イナ 
イバ^ ー デイ カ フイ^ ー マ^ 一 力、 ー ヌ' ー フイ' ー ヒ 


ヤフ タリ フー ン。 イヒ デイ ニー リ マフ トウ リ ファ 
フイ ーヒ ミナ ル ハ ツキ ビイズ ニク。 イン ナカ 
タハ デイ^ ー マン タシャ^ ー ウ イラ^ ー スイ ラ^ 一 
テイン ムスタキ ーム。 

「ァツ ラーよ 、 ジブ リ ー ルと ミ ーカ ーイ ー ルと イス 
ラー フイ ー ル® の 壬、 天地の 創造主よ、 不可視なる 世 
界と 可視なる 世界を ご存知 なられる お 方よ、 あなた 


① 訳者 注： 全て 大 天使の ぶ。 ジブリール （ガブリエル） は 諸 預言者 や 
使徒たち に対して、 アッ ラ' 一 からの 啓 不イだ 達を 担い、 ミ^ 一 力' ー イ' ー ル 
(ミカエル） は 雨と 作物を 委任され ています。 また イスラー フイ ー ル 
は 角笛を 吹いて この 世の 終焉を 告げ、 またも う 一吹きで 全ての ものの 
復活を 知らせる 役割を 任されて います。 

38 


こそ あなたの しもべた ちがが 前 意見を 異に していた 
ことに 関して 彼らの 裁決を 下される お ホ。 真理から 
反れた ことに 関して、 あなたの お許しを もって 私を 
お導き 下さい。 あなた こそ あなたが お望みになる 者 
を 真っ直ぐな 道へ とお 導きに なられる お ホです。 

t U 公成 JL _； 山 j t し 一 し 1 ^ 夕;; si し '八 5 女 づ 4il))-3 1 
じ％ & (6 a ^1 j "0 み^ c \ j ^ 4 ^ JL；^ じ t 1 ク父 JU^lj 

. (( ミ パ j (, (, : ^ 4j1j S 

アツ ラー フ アク バル カ ビーラ ー。 アツ ラー フ 
アク バル カ ビーラ ー。 アツ ラー フ アク バル カ 
ビーラ ー。 ワル ハム ドウ リツ ラー ヒ カス イー ラ 
一。 ワル ハム ドウ リツ ラー ヒ カス イー ラー。 ワ 
ル ハム ドウ リツ ラー ヒ カス イー ラー。 ワ スブ 

ハー ナツ ラー ヒ ブ クラ タン ワ アス イー ラー。 

( X 3 回） アウ ーズ ビツ ラー ヒ ミナ ツシ ヤイター 
ニ ミン ナフ ヒヒ 、ワ ナフ スイ ヒ、 ワ ハム ズ 
ィヒ。 

「ァッ ラーは 偉大な り。 ァッ ラーは 偉大な り。 ァッ 
ラーは 偉大な り。 ァッ ラーを 限りなく 称えます。 ァ 
ッ y 一 を 限り なく 称えます。 了ッぅ 一 を 限り なく 称 

えま も 朝に 夕に ァッ ラーを 称えます。」 （ X 3 回） 「私 
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は アツ ラーに、 シャイ ターンと その 息と 唾の 吹き か 
け、 そして その 曝き のからの ご 加護を ホめ ます。」 


ら^ (j-^J 今 blc^' jy ム^ ^ 2 




? 山 1 


J <• ゾ合 じ 今 b 

' j 今 blc^' 祉 ^ ^ 心 ^' 过 b t 分 J ' J 今 blc^' 

し し ■ こ J' o^J 


ム! 



3 夕 


な I 



c jil diljijc jsLl 


.夕〇 


づ一 lalTq C.U 备 J 杂夕加 お 技 J 為 1 


JJ < 
J 


お 


巧 


夕 


姐 Ij 

班 ! 1 

山 j t ^1 山 1 j t iJ 

♦ 一 ♦ ♦• み 一 

/ / 

じ J t 公 j_^l じ J t じ cl じ 

一 

^\ ム U ム ! 'y 1 ill 'y ^jii Sj^j (. ^Judi ム U oJlp! じ j t ojjpl! 


山 


ソ 


お <lL4li j t iiL:! 山 / 
之 一 ; ioV ぃ 


.バ心 

アツ ラー フン マ ラカル ハム ドウ、 アン タ ヌール 
ッ サマーワ ー テイ ワ ルアルディ ワ マン フイ 


ー ヒンヌ 。ワ ラカル ハム ドウ アン タ カイ イム 
ッ サマーワ ー ティ ワ ルアルディ ワ マン フィ 
ー ヒンヌ 。ワ ラカル ハム ドウ アン タ ラ ッブッ 
サマーワ ー テイ ワ ルアルディ ワ マン フイ ー 


① 訳者 注： これらは 全て 人を 迷わせ、 地獄への 道連れに しようと する 
シャイ ターンの 策略を 示して います。 
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ヒンヌ 。ワ ラカル ハム ドウ ラ カ ムルク ッサ マ 
ーワー テイ ワ ルアルディ ワ マン フイ ーヒン 
ヌ 。ワ ラカル ハム ドウ アン タ ム ルクッ サマー 
ワー テイ ワ ルアルディ、 ワ ラカル ハム ドウ。 ア 
ン タル ハック。 ワ ワア ドウ カル ハック。 ワ カウ 
ルカ ル ハック。 ワ リカー ウ カル ハック。 ワ ノレ ジャ 
ン ナトウ ハック。 ワン ナール ハック。 ワン ナビ 
イ ユー ナ ハック。 ワ ムハンマド ウン サッ ラッ 
ラー フ ア ライヒ ワ サッ ラマ ハック。 ワッサ 
ーア トウ ハック。 アッ ラー フン マ ラ カ ア スラ 
ム トウ。 ワ アラ イカ タワ ッ カルトウ。 ワ ビカ 
アーマン トウ。 ワ イラ イカ ア ナブ トウ。 ワ ビ 
カ ハー サム トウ。 ワ イラ イカ ハー カム トウ。 
フ アグ フィル リー マー カッ ダム トウ、 ワ マ 
ー アツ ハル トウ、 ワ マー アス ラル トウ、 ワ マ 
ー ア アラン トウ。 アンタル ムカッ デイム、 ワ ア 
ン タル ムアッ ヒル。 ラー イラ ー ハ イッ ラー ア 
ンタ 、アン タ イラ ー ヒー ラー イラ ーノ、 イッ 
ラー アン トウ。」 

「アッ ラーよ、 讚美は あなたの もので、 あなたは 天 
地と そこに ある 者たら の 光です。 あなたに 称え あれ。 
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あなたは 天地と そこに ある 者たち を 司る お 方です。 
あなたに 称え あれ。 あなたは 天地と そこに ある 者た 
ちの 主です。 あなたに 称え あれ。 天地と そこに ある 
者たち の 主権は あなたの 御 許に あります。 あなたに 
称え あれ。 あなたは 天地の 王です。 あなたに 称え あ 
れ。 あなたは 真実で あり、 あなたの 約束は 真実で あ 
り、 あなたの 御言 葉は 真実で あり、 あなたとの 謁見 
は 真実で あり、 天国は 真実で あり、 地獄は 真実で あ 
り 預言者た ちは 真実で あり、 ムハンマド （彼に アツラ 
一からの 祝福と 平安 あれ） は 真実で あり、 審判の 時は 
真実であります。 アツ ラーよ、 私は あなたに こそ 帰 
依し ました。 あなたに こそ 全てを お委ねし ました。 
私は あなたを 信じ、 あなたに 悔悟し ました。 私は あ 
なた によって 議論し、 あなたに こそ 裁決を 求めます。 
既に 私が 犯し、 また これから 犯す 過ちを、 そして 密 
に 犯し、 また 露わに 犯した 過ちを お赦し 下さい。 あ 
なた こそは 事を 進め 遅らせる お 方で、 あなたの 他に 
真に 崇拝すべき ものはありません。 あなた こそは 私 
の 崇拝す る お 方で あり、 あなたが 外に 真に 崇拝す ベ 
きものはありません。」 
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17. ルクー ウ (立 礼） ①の ドア ー 


. jL > c ^))- 3 3 

ス ブ ハー ナ ラッ ビヤ ルア ズ イー ム。 （ X 3 回） 

「偉大なる 私の 主を 称えます。」 （ X 3 励 

バ ^1 も ^1 ぶ ^4^))-34 
スブ ハー ナカ ッ ラー フン マ ラッ バナー ワ ビハ 
ムデ イカ アツ ラー フン マグ フイ ル リー。 

「私たちの 主アッ ラー、 あなたに 賞賛と 讚美 あれ。 
アッフ^ 一 よ、 私を お 赦し下 さ レ、。」 

.バ ご ク1 j み 如 4^ j t ふ 占))- 3 5 

ス ッ ブー フン、 クッド ウー スッラ ッ ブルマ ラーイ カ 


テイ ワツ ルーフ。 

「讚美され るべき 崇高な お ホ、 聖 なるお ホ、 天使た 
ちと ジブ' ター ノ いの 主よ。」 




过 み ム Jl ：! 过 j 




ムを处 班! 0)-3 6 


一/ 


アツ ラー フン マ ラ カ ラカァ トウ、 ワ ビカ ア 
ー マン トウ、 ワ ラ カ アス ラム トウ。 ハ シャア ラ 
カ サム イー、 ワ バ サリー、 ワ ムツ ヒー、 ワ ア 


① 訳者 注： 礼拝 中の 一 動作。 立った まま、 上半身を お辞儀を する ように 
前 ホに 傾ける 状態。 
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ズ ミー、 ワ アサ ビー、 ワ マスタ カツ ラ ビヒ カ 

ダミー。 

「アツ ラーよ、 あなたの ために ノ心 クーク （立 礼） し、 
あなたの みを 信仰し、 あなたに 服従し ました。 私の 
耳 も、 目 も、 腦 も、 骨 も、 神経 も、 そして 私の 足が 
運ぶ ものの も、 全ては あなたを 屈んで 畏敬し ます。」 

. C ミし : iSa じ. 山 iOJJj . 山 J み 1 ぶ h\^))-37 
スブ ハー ナ ズイ ルジャ バルー テイ、 ワル マラ クー 
テイ、 ワル キブリ ヤー イ、 ワルア ザ マ。 

「この 上な き 権勢と 王国、 強大 さと 偉大 さの 持ち主 
に 称え あれ。」 

1 ん 冰 クークから 起き上がる 時の ドア ー 

.(心ぶ 心)- 3 8 
サミ アツ ラー フ リマン ハミ ダフ。 

「アツ ラーは、 かれを 賛美す る 者の 声を お聞きに な 
られ る。」 

. (( 4 J にじ li 1 苗 . 1； 少 1 过； ピリ)- 3 9 

ソ ♦ ♦♦♦ 一 一 ♦一 

ラツ バナー ワ ラカル ハム ドウ、 ハムダン カス 
イーラン タ イイ バン ム バーラ カン フイ ーヒ。 


① 訳者 注： 身体の こと 
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「私たら の 主よ、 あなたに こそ 賞賛 あれ。 この 上な 
くが 山の、 素晴らしい、 祝福に 溢れた 賞賛 あれ。」 


二^し し J J <= ■し)^)) -40 

とじ ' y 抑し 1；^ ill も j . 每 1 J じじ じ ミた! 1 ぶ！ •み 


.バ 娩ム山 じ 


夕 



グ 

li 




‘/ 0 Cr グ 


ミル ア ッ サマーワ ー テイ ワ ミル アルア ル デイ 
ワ マー バイ ナフ マー、 ワ ミル ア マー シウ 


タ ミン シャイ イン バア ドウ。 アハ ラッサ ナー 
イ ワルマ ジュディ、 ア ハック マー カーラ ノ レア 
ブ ドウ、 ワ クッ ルナ ー ラ カ アブ ドウ。 アツ ラ 


ー フン マ う ー マ^ ー ニア リマ^ ー アアタ イタ、 


ワ フー ムウ アイ ヤ リマー マナ アタ 、ワ フ 
ー ヤン ファ ウ ザル ジヤッ デイ ミン カル ジヤッ 


ド、 ゥ D 

「あなたへの 讚美は 天地と その 間にある もの、 そし 
て あなたの 望む その他 全ての 物を 満たします。 讚美 
と 栄光の 主よ、 私たち 全員が そうで あると ころの あ 
なた の しもべが （次のように） 言う 言葉は、 至極の 
真理です： 『アツ ラーよ、 あなたが 与えた ものを 禁じ 
る 者は なく、 あなたが 禁じれば 他に 与える 者は おり 

ません。 （現世に おける） どんな 優れた 境遇 も、 あな 
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たの 御 許での 真の 幸福を 益す る こと はあり ません。 

①』」 

19. ザ ジタ'' (平伏 礼） ②の 時の ドア ー 

.((ぶ Vl を S 占 P ))-41 

スブ ハー ナ ラツ ビヤ ルア アラー。 （ X 3 回） 

「宗 局な 私の 主に 称え あれ。」 （><3 回） 

.バ 神' iLU 与 J を 識 1 ぶ 占 P))-42 

スブ ハー ナカ ツ ラー フン マ ラツ バナー ワ ビハ 
ムデ イカ アツ ラー フン マグ フイ ル リー。 

「私たちの 主アツ ラー、 あなたを 称えます。 アツラ 
' 一 よ、 私を お赦し 下さ レ、。」 

. バ ク み 如 4 ^j t J-jJic と 占))- 4 3 

ス ツ ブー フン、 クツド ウー スツラ ツ ブルマ ラーイ カ 
テイ ワツ ルーフ。 

「讚美すべき 崇高な お ホ、 聖 なるお ホ、 天使たち と 


① 訳者 注： 現世に おける 権力、 財産、 子孫な どの 幸運は、 それ 自体では 
ア ツ ラーの 御 許での 真の 幸運、 つまり 天国と いう 報奨を 獲得す る こと 
には 直接つな がらない、 という こと。 至高の アツ ラーは 仰ら れ まし 
た： 《財産と 子孫は 現世の 生活の 飾り物で あるが、 永遠に 残る 善行 こ 
そは あなたの 主の 御 許で 最も 優れた 報奨で あり、 希望で ある》 （洞窟 
章： 4 が 

② 訳者 注： 礼拝の 中の 1 動作。 いわゆる 跪 拝の こと。 
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夕 0 


み J i ん:: 过 誤 1))-44 


/// ク / 〇/ W ご/ 夕 / ご// 

L^J ^ 



こ t iUj 
.バシ1! 削 ；>1^ ド 4 il お 
アツ ラー フン マ ラ カ サジ ヤツ トウ ワ ビカ 
アーマン トウ、 ワ ラ カ アス ラム トウ。 サジヤ ダ 
ワジ ュヒヤ リツ ラズ イー ハラ カフ、 ワ サウ ワ 


ラフ、 ワ シャッカ サム アフ ワ バサ ラフ、 夕 
バーラ カ ッ ラー フ ア ハサ ヌル ハー リ キーン。 

「アッ ラーよ、 私は あなたに ザ ジタ'' し、 あなたを 信 
仰し あなたに 従い ま した。 私の 顔は それを 創造し、 
形造り、 そこから 耳と 目を 刻み 分けた お 方に 平伏し 
ます。 最高の 創造主 アッ ラーに 称え あれ。」 


. (( t ミじ 夕 。み 1 苗 jU 4 i ))-45 
スブ ハー ナ ズイ ルジャ バルー テイ、 ワル マラ クー 
テイ、 ワル キブリ ヤー イ、 ワルア ザ マ。 

「この 上な き 権勢と 王国、 強大 さと 偉大 さの 持ち主 


に 称え あれ。」 





ム 


夕ぶ心 J 苗 1 如))- 46 


アツ ラー フン マグ フイ ル リー ザン ビー クツラ 
フ 、デイ ッ カフ ワ ジッ ラフ、 ワ アウ ワラ フ ワ 
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アーヒ ラフ、 ワ アラー ニヤ タフ、 ワ スィ ツ ラフ。 

「アツ ラーよ、 大きい もの も 小さい もの も、 最初の 
もの も 最後の もの も、 知られて いるもの もまた 知ら 
れ ていない もの も、 私の 罪を 全て お赦し 下さい。」 

(. ciLjo ，♦一 t '•户 iiL/9 u S ij,\ 4 7 

.バ 立^: ぶみ! ム! が ' ぶが 心ん みみ s ぶ j 

アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビ リタ ーカ 
ミン サハ ティク。 ワ ビ ムアー ファー ティ カ ミ 
ン ウ クー バ ティク。 ワ アウ ーズ ビカ ミンク。 
ラー ウ フス ィー サナー アン アラ イカ アン タ 
カマー アスナ イタ アラー ナ フス ィク。 

「ァツ ラーよ、 私は あなたの ご 満悦に よって あなた 
の 怒りからの、 そして あなたの お赦 しに よって あな 
たの 懲罰からの、 あなたに よって あなたからの ご 加 
護を 求めます。 私は あなたが 御自身を 讚美され たよ 
う にあな たを 讚美す る ことは 出来ません。」 

20. 2 回の ザ ジタめ 間、 座って いる 時の ドア ー 

• ((^兴14^5^兴1お))-4 8 

ラツ ビグ フィル リー、 ラツ ビグ フィル リー。 

「主よ 私を 赦し たまえ、 主よ 私を 赦し たまえ。」 
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夕 



• バ 

アツ ラー フン マグ フイ ル リー、 ワル ハム ニー、 ワ 
ハディ ニー、 ワジュ ブル ニー、 ワ アー フイ ニー、 


ワル ズク ニー、 ワ ルファア ニー。 

「ァッ ラーよ、 私を 赦 し、 私に お 慈悲を かけ、 私を 
導き、 私を 正し、 私を 守り、 私に 恩恵を 与え、 私の 
位階を 上げて 下さい。」 

21. ク ルアー ン 読誦に よる ザ ジタめ 時の ドア ー 



A ： >c-^))— 5 0 

. (( 削 ドぶ 1 お每矣 

サジヤ ダ ワジ ュヒヤ リツ ラズ イー ハラ カフ、 
ワ シャッカ サム アフ ワ バサ ラフ ビノ 、ウリ 


ヒ ワ クウ ワ ティヒ。 ファタ バーラ カツ ラー フ 
ア ハサ ヌル ハー リ キーン。 

「 私の 顔は その お 力に よ つて それを 創造し、 形造り、 
そこから 耳と 目を 刻み 分けた お 方に 平伏します。 『最 
高の 創造主 ァッ ラーに 称え あれ。』」 

J qi み j ム ^1))-5 1 

.バ じ ii 告^が を ふが も J み ii ち 
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アッ ラー フン マクト ウブ リー ビ ハー イン ダカ 
了 ジュラ ー。 ワ ダァ アン ニー ビ ハー ウィ ズ 
ラー。 ワジュ アルハ ー リー イン ダカ ズ フラー。 
ワ タカ ッバル ハー ミン ニー カマー タ カッノく 
ルタ ハー ミン アブ ディ カ ダー ウー ド。 

「アッ ラーよ、 私の ために （ク ルアー ン 読誦の） 報 
奨を あなたの 御 許に 書き留めて 下さい。 そして それ 
によって 私の 罪と いう 重荷を 取り除いて 下さい。 そ 
して 私の ために それを あなたの 御 許に 蓄えて 下さい。 
そ して あなたが あなたの しもべで ある ダー ウー ド か 
ら それを 受け入れられた ように、 私から も 受け入れ 
て 下さい。」 

22. タシャ ッブグ （信仰告白） ① 

三^' \^\ 声 ッー ー! し じ t 0111 し 。 Jlj t ぶ 01 

ん 苗. 包 三以 ぶ J が ^乂 1! し だ ぶ I ぶ 

.バ 1 ! ^ j j C お^ I ぶ 己! おじ 夕 ' y ! 

アッ タヒ ー ヤー トウ リッ ラー ヒ、 ワッ サラ ワート 
ウ、 ワッタ イイ バー トウ。 アッ サラーム アラ イカ 
アイ ユ ハンナ ビー ユ ワ ラ ハ マト ウッラ ーヒ ワ 

① 礼拝の 中の 義務 行為の 内の 1 つ。 礼拝の 2 ラク ア、 あるいは 3. 4 ラ 
クア 目を 終えた 時に、 座った まま 無言で この 言葉を 唱えます。 
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バラ カート ゥフ。 アッ サラーム アラ イナー ワ 
アラー イ バーデ イッ ラー ヒッ サーリ ヒー ン。 アシ 
ユノ 、ドウ アツ フー イフ ーノ、 イツ フツ フーフ 
ワ アシュ ハドウ アンナ ム ハン マダン アブ ド 


ウフ ワ ラ スール フ。 

「全ての 讚美と ネ 斤り とよき 言葉は ァツ ラーに （捧げ 
られ ます)。 預言者よ、 あなたの 上に 平安と ァツ ラー 
の ご 慈悲と 祝福が あります ように。 私たちに、 そし 
てァツ ラーの 敬虔な しもべた ちに 平安 あれ。 私は ァ 
ツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは 無い こと を 証言 
します。 私は ムハンマドが アツ ラーの しもべで あり 
使徒で ある ことを 証言し ます。」 

23. タシャ ツブ/ '、後の 預言者 （彼に アツ ラーからの 

祝福と 平安 あれ） への ネ斤願 



アツ ラー フン マ サツリ アラー ム ハン マ デイン 
ワ アラー アーリ ムハンマド ウ。 カマー サツ 
ライタ アラー イブ ラー ヒー マ ワ アラー ア 
ーリ イブ ラー ヒー マ、 イン ナカ ハミード ウン 
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マジ ー ドウ。 アツ ラー フン マ バー リク アラー 
ム ハン マ デイン ワ アラー アーリ ムハンマド 
ウ。 カマー バーラ クタ アラー イブ ラー ヒー マ 
ワ アラー アーリ イブ ラー ヒー マ、 イン ナカ 

ハミード ウン マ ジー ドウ。 

「アツ ラーよ、 あなたが イブ ラー ヒー ムと 彼の 一族 
に 栄光を お与えに なった ように、 ムハンマドと ムハ 
ン マドの 一族に も 栄光を お与え 下さい。 あなた こそ 
全ての 讚美と 栄光の 主です。 アツ ラーよ、 あなたが 
イブ ラー ヒー ムと 彼の 一族を 祝福され たように、 ム 
ハン マドと ムハンマドの 一族を 祝福して 下さい。 あ 
なた こ そ 全て の 讚美と 栄光の 主です。」 


gT お . 作 W お ^ が ぶ j 告ぶ み! 1))-54 

ぶい ち も 切 

• ((j^ Ji; い ; 


アツ ラー フン マ サツリ アラー ム ハン マ デイン 
ワ アラー アズワ ージヒ ワ ズッ リー ヤ ティヒ。 


カマー サツ ライタ アラー アーリ イブ ラー ヒ 


ーム 。ワ バー リク アラー ム ハン マ デイン ワ 


アラー アズワ ージヒ ワ ズッ リー ヤ ティヒ。 力 
マー バーラ クタ アラー アーリ イブ ラー ヒー 
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ム。 イン ナカ ハミード ウン マジ ー ドウ。 

「アッ ラーよ、 あなたが イブ ラー ヒー ムと 彼の 一族 
に 栄光を お与えに なった ように、 ムハンマドと ムハ 
ンマ ドの 妻たち と 子孫たち に 栄光を お与え 下さい。 
アッ ラーよ、 あなたが イブ ラー ヒー ムと 彼の 一族を 
祝福した ように、 ムハンマドと ムハンマドの 妻たら 
と 子孫たち を 祝福して 下さい。 あなた こそ 全ての 讚 
美と 栄光の 主です。」 

2 ん ザ ブー^ の の 前の 最後の タシャ ッブパ 衾の ドア ー 




. ((Jl4-l!l ご^ 1 泣夕 i 苗. 今け Ij が 1 

アッ ラー フン マ イン ニー/アウ ーズ ビカ ミン 
アザー ビル カブ ル。 ワ ミン ア ザービ ジャ ハン 
ナム。 ワ ミン フイ トウ ナテ イルマ ハヤ ー ワル 
ママ ー トウ。 ワ ミン シャッ リ フイ トウ ナティ 
ル マ スイ^ ー ヒ ッ ダッジ ャ ー ル。 

「ァッ ラーよ、 私は あなたに 墓の 懲罰、 地獄の 懲罰、 
生と 死の 試練、 偽メ シグの 災難からの ご 加護を 願い 
ます。」 


① 訳者 注： 礼拝の 締めく くり の 時の 動作。 タス リ ーム のこと 
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ここ 4 0-5 ^ ^ ータ ^ Jl ^1))- 5 6 

/ 

尸む 1 心/斗 S ぶぶ 評し 〇 が j 1^1 马シ / み i ぶ j t Jl^lll 

•バ 广夕 'J 

アッ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ ミン 
アザー ビル カブ ル。 ワ アウ ーズ ビカ ミン フ 
イト ウナ テイル マス イー ヒッ ダッジ ヤール。 ワ ア 


ウー ズ ビカ ミン フ 


ウ ナフ* イ ノレ マノ、 ヤ' 一一 


ワル ママ ー トウ。 アツ ラー フン マ イン ニー アウ 
ーズ ビカ ミナ ル マ アサ ミ ワルマ グラム。 

「ァッ ラーよ、 私は あなたに 墓の 懲罰、 偽メ シグ か 
らの 災難、 生と 死の 試練からの ご 加護を 求めます。 
アッ ラーよ、 私は あなたに 罪を 犯す ことと 食 債から 
の ご 加護を ホめ ます。」 





ぶ^1ム化ふ誤1))-5 7 



J 



アツ ラー フン マ イン ニー ザ ラム トウ ナフ スイ 
ー ズ ルマン カス イーラン、 ワ ラー ヤグ フイ 
ルツ ズ ヌーバ イツ ラー アン トウ。 フ アグ フイ ル 
リー マグ フイ ラ タン ミン イン デイ カ ワルハ 
ムニ ー、 イン ナカ アンタル ガフ ー ルツ ラ ヒー ム。 
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「アッ ラーよ、 私は 自分自身 にが 山の 不正を 働き ま 
した。 そして 罪を 赦 される お ホは、 あなたを おいて 
他に ありません。 ですから 私を 赦 し、 私に ご 慈悲を 
垂れて 下さい。 あなた こそよ く 赦すお ホ、 慈悲 深き 


お ホで あられます。」 

(. じ J t 0 J "^1 じ jto 占 1 じ Ji じ jJi ^\ 5 8 

Ul ^ ^j_ll <iS\j (, ^Judl <iS\ . ^ ^ ^JLp! oJl じ j t cJjp! じ j 

.バ 心! 

アツ ラー フン マグ フィル リー マー カツ ダム ト 


ウ 、ワ マー アツ ハル トウ、 ワ マー アス ラル 
トウ、 ワ マー ア アラン トウ、 ワ マー ア スラ 
フ トウ、 ワ マー アン タ ア アラム ビヒ ミン 
ニー。 アンタル ムカツ デイム ワ アンタル ムアツ 
ヒル ラー イラ ー ハ イツ ラー アン トウ。 

「アツ ラーよ、 私が 既に 犯して しまった、 そして こ 
れ から 犯す であろう 過ちを お赦し 下さい。 また 私が 
密 に、 露わに 犯した 過ちと 私の 行き過ぎ、 そして あ 
なた が 私より も それらを よく ご存知で あると ころの 
私の 罪を お赦し 下さい。 あなた こそ 事を 先立たせ、 
遅らせる お ホ。 あなたが 外に 真に 崇拝すべき ものは 
あ り ません。」 
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( ( / ♦ / ii 與 jtii みぶ ふ! 誤 W-sg 

アツ ラー フン マ アイン ニー アラー ズ イク リカ、 
ワ シュク リカ、 ワ フス ニ イ バー ダ テイク。 

「アツ ラーよ、 あなたを 唱念 する こと、 あなたへの 
感謝、 あなたを よく 崇拝す る こと において 私に 力を 
お貸し 下さい。」 

山 三 t み 1 シ/ iL 三 S ぶ j t こ 的 1 シ / み i ぶぶ 許 1))- 6 0 
.バよ ill 与 ill 與シ / み ら t ^1 ぶ ツぶお f シ / 

アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ ミナ 
ルブ フル。 ワ アウ ーズ ビカ ミナ ルジュ ブン。 


ワ アウ ーズ ビカ ミン アン ウラ ッダ イラ 
ー アル ザ リル ウム ル。 ワ アウ ーズ ビカ ミン 
フ イト ウナ テイ ッ ド ウン ヤー ワ アザー ビル カブ 


ル。 

「アッ ラーよ、 私は あなたに 吝畜と 臆病、 厭わしい 
年齢に 戻 ら される こと®、 そ して 現世の 試練と 墓の 懲 
罰からの ご 加護を 求めます。」 

.ん白 1 シ / み S ぶ j 贫 1 ilf じじ! ^1))-6 1 

アツ ラー フン マ イ ン ニー アスア ルカ ル ジャンナ 


の 訳者 注： 老衰して 身体 的に 脆弱で 知性 も 衰えた、 幼児期の よう な 状態 


タ ワ アウ ーズ ビカ ミ ナンナ ー ル。 

「ァッ ラーよ、 私は あなたに 天国を 請い 願い、 あな 
たに 地獄の 業火からの ご 加護を 求めます。」 


0 



心产、 ぶふ' j 户 _ LJO )- 62 


J Ji ^1 c SJ^\h ^ ぶ み 

iif じら . 心 戸 j Ljpij jjLl Lar ilf じら . oSL^lj ^1 

み^ 

c 0^1 li； み . ilf じら. .UililL； U 為 1 c£lL ら .知 こ 

\|/- ジ * 夕 /| ジ < 0 : 

%x^ 户 ，户 グ 

• バ^"^ ミ， 心^ 。三 =Hj f-fU' t 少 令^ 妈 


J 处妈ぶ cl 苗 1 j ciL^j J ! 必 1 論 过じ f j 



アッ ラー フン マ ビ イルミ カル ガイ バ ワ ク ドウ 
ラ テイ カ アラ ル ハルキ ア ハイ ニー マー アリ 
ム タル ハヤ ータ ハイ ラッリ ー。 ワ タワ ッファ ニ 
ー イザ^ ー ア リム タル ワ ファ^ ー タ ハイ ラッリ^ 一 〇 
アッ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ハ シヤタ 
カ フイ ルガ イビ ワッ シャハ ー ダ。 ワ アスア ル 
カ カリマ タル ハ ッキ フイ ッリ ダー ワ ルガ ダブ。 
ワ アスア ルカ ル カス ダ フイ ル ギナ ー ワル ファ 
クル。 ワ アスア ルカ ナイーマ ッ ラー ヤン ファ 
ドウ。 ワ アスア ルカ クッ ラタ アイ ニッ ラー 


57 


タン カティ ウ。 ワ アスア ルカ ツリ ダー バア ダル 
カダー。 ワ アスア ルカ バル ダルア イシ バア ダ 
ル マウ トウ。 ワ アスア ルカ ラツザ タン ナザリ 
イラ ー ワジ ュヒカ ワツ シヤウ カ イラ ー リカ 
ー イカ フィ ー ガ イリ ダツ ラー ア ム ディ ツラ 
ティン ワ ラー フィ トウ ナ ティン ム ディ ツ ラ。 
アツ ラー フン マ ザ イイ ンナー ビズ ィー ナティ ル 
イー マー ニ ワ ジュア ルナ ー フ ダー タン ム フタ 

ディーン。 

「アッ ラーよ、 不可視なる 世界を 知る あなたの 知識 
によって、 創造の 力に よって、 私に とって 生が 良い 
と ご 判断され る 限り 私を 生かせて 下さい。 そしても 
し 私に とって 死が 良い と ご 判断され るなら ば、 私を 
死なせて 下さい。 アッ ラーよ、 私は 不可視なる 世界 
と 可視なる 世界に おいて あなたを 畏れる 事を 求め ま 
す。 そして 満足に おいても 怒りに おいても 真理の 言 
葉を 求めます。 そして 裕福 さに おいても 貧し さに お 
いても 控えめ である ことを 求めます。 私は 絶える こ 
とのない 恩恵を 求め、 不断の 喜びを 請い 願います。 
そして 既に 定められた 運命に 対しての 満足を、 死後 
の （天国での） 涼しい 生活を、 あなたの お 顔を 拝見 
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する 喜びと、 害する 者の 害悪と 迷妄の 災難を 被る こ 
となく あなたに 謁見す る こ とへの 切望を 求めます。 
アッ ラーよ、 信仰と いうを 飾に よって 私を 飾り、 私 
たちを 導き 導かれる 者と して 下さい。」 


お 1 ； 三 ! 1 dL'V^jl L ： dlLl Jl 許 1))-6 3 

.(( 

アッ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ヤー ア 
ッ ラー フ ビアン ナカ ル ワーヒ ドウ ルア ハドウ ツサ 


扛郑 ム! 红し j ぶ tr み " jic ぶむ i ! 夕ご 


マド ウッラ ズ イー ラム ヤリ ドウ ワ ラム ユ 


ー ラ ドウ ワ ラム ヤクツ ラフ クフ ワン アハ 
ド ウン、 アン タグ フイ ラ リー ズヌー ビー。 イ 
ン ナカ アンタル ガフ ー ルツ ラ ヒー ム。 

「生む こと も 生まれる こ ともなく、 比べ 得る 何者 も 
なく、 唯一で 自存され る アツ ラーよ、 私は あなたに 
私の 罪を 赦 して 下さる ことを 求めます。 実に あなた 
こそよ く赦 される 慈悲 深き ホで あら れ ます。」 


心け! 54 'y 1:^1 di ! jl 过 1： 可 ふ 許 1))- 6 4 

し:^ し: 如)/ 

.も ぶ^み 加 i 如 店 

アツ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ビ アンナ 
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ラカル ハム ダ ラー イラ ー ハ イッ ラー アン タ 
ワハ ダカ ラー シャリー カ ラク。 アル マンナ ー 
ヌ、 ヤー バディ ー アッ サマーワ ー ティ ワル アル 
ドウ。 ヤー ザル ジャ ラー リ ワル イク ラーム。 

ヤー ハイ ユ ヤー カイユ ーム。 イン ニー アス 

アル カル ジャンナ タ ワ アウ ーズ ビカ ミ ナン 
ナー ル。 

「アッ ラーよ、 あなたに こそ 賞賛が あり、 あなたが 
外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 他に 並ぶ もの もな 
いお ホ。 恵み 深き お ホ、 天地の 創造者、 崇高 さと 栄 
誉の 主、 永遠に 生き、 自存され る お ホ。 私は あなた 
に 天国を 希求し、 地獄の 業火からの ご 加護を 求め ま 
す。」 

ム 'y 夕ぶ 1 三 J diJl J \ 評 1))- 6 5 

• ( C^f がな ぶ お み 巧 j みづ ^ 却 1; 言 1 

アツ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ビアン ニ 
ー アシュ ハドウ アンナ カ アン タッ ラー フ ラ 
' ー イラ ' ー ハイ ッ ラ' ー アン タ ルア ハドウ ッ サマ 
ド ウッラ ズ ィー ラム ヤリ ドウ ワ ラム ユー 
ラ ドウ ワ ラム ヤクッ ラフ ー クフ ワン アハ 
ド、 ウ。 
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「アツ ラーよ、 生む こと も 生まれる こ ともなく、 比 
ベ 得る 何者 もな く、 唯一で 自存され る あなたが 外に 
真に 崇拝すべき ものは ない こと を 私は 証言し ます。」 

25. 礼拝の ザ ブー^ 後の ズイ クル 


じし: 三^ t 广乂 111 山 J 声乂 111 三 班 K じ％ つ； ；^ t ))-6 6 

•(( 广 が)/ J^i 

アス タグ フイ ルツ ラー （ X 3 回）。 アツ ラー フン マ ア 
ンタツ サラーム、 ワ ミン カツ サラーム、 タ バーラ 
クタ ヤー ザル ジャ ラー リ ワ ルイ クラーム。 

「私は ァッ ラーに お赦 しを 請います （ X 3 回)。 ァッ 
ラーよ、 あなた こそが 平安の 主で、 平安は あなた か 
らの ものです。 崇高 さと 栄誉の 主に 称え あれ。」 


jj * お / ij 1:^1 あ 屬 1 ん 1 ! 'y 乂 ))-6 フ 



. (お み 

ラー イラ ー ハ イツ ラッ ラー フ ワハ ダフ ラー 


シャリー カ ラフ、 ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム 
ドウ ワ フワ アラー クッリ シャイ イン カ 
ディール。 アッ ラー フン マ ラー マー ニア リマ 
ー アアタ イタ、 ワ ラー ムウ テイ ヤ リマー 
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マナ ァタ 、ワ ラー ヤン ファ ウ ザル ジャツ デイ 
ミ ン カル ジャツ ドウ。 

「唯一で 並ぶ 者 無き お ホ、 ァツ ラーが 外に 真に 崇拝 
すべき ものは いません。 主権と 讚美は かれの 御 許に 
あり、 かれは 全能の お ホです。 ァツ ラーよ、 あなた 
が 与えた ものを 禁じる 者は なく、 あなたが 禁じれば 
他に 与える 者は おりません。 （現世に おける） どんな 
優れた 境遇 も、 あなたの 御 許での 真の 幸福を 益す る 
ことはありません 。の」 

jj * お 若 J 1； 文 1 あ 过 111 んな ^))-68 

. ぶし' ご/が j ;^ ん ^ J 

J 9 - 9 - ♦片 J J J 一 G * / 夕し夕 

c 夕 ，為み ふ么 ii み liilii 

. ((Oj 矣ぶ 1 0 石 

ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ワハ ダフ ラ こ* 
シャリー カ ラフ、 ラフ ル ムルク 、ワ ラフ ノレ ハム 
ドウ ワ フワ アラー クツリ シャイン カ デ 
イー ル。 ラー ハウラ ワ ラー クウ ワタ イツ 
ラー ビツ ラー。 ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ、 
ワ ラー ナ アブ ドウ イツ ラー イー ヤー フ 。ラ 


の 訳者 注： 46 頁の 脚注 ① 参照の こと。 
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フン ニア マ トウ ワ ラフ ル フアド ウル ワラ フツ 
サナー ウノ レ ハ サン。 ラー イラ ー ハイ ツラツ ラー 
フ ム フリス ィー ナ ラフ ツ ディーナ ワ ラウ 
カリ ハルカ ー フイ ルー ン。 

「唯一で 並ぶ 者 無き お ホ、 アッ ラーが 外に 真に 崇拝 
すべき ものは いません。 主権と 讚美は かれの 御 許に 
あり、 かれは 全能の お ホです。 至高 至大の アツ ラー 
の 他に いかなる 威力 も 強大なる もの も あり ません。 
アッ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 私たち 
はかれが 外を 崇拝し ません。 恩恵と 超越 性は かれに 
こそ 属し、 そして かれに こそよ き 誉れが あります。 
アッ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは いません。 例 
え 不信者た ちが 忌み嫌おう とも、 私たちは アッ ラー 
に 誠意を がして 仕えます。」 

夕加 じ％ ゾゴタ 心 Ij t 心 じ t 端 h\^))-69 

. バ少 Ji 長 お しお 令ぃ 山 1 も diUJ ん 
スブ ハ' ー ナツ ラ' ー ヒ、 ワル ハム ドウ リツ ラ^ ー ヒ、 
ワツ ラー フ アク バル （ X 33 回）。 ラー イラ ー ハ 
イツ ラツ ラー フ ヮハ ダフ ラー シャリー カ ラ 
フ、 ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム ドウ ワ フワ 
アラー クッリ シャイ イン カ ディール。 
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「アツ ラーに 称え あれ、 そして アツ ラーに こそ 全て 
の 賞賛が あり、 アツ ラーは 偉大です 條 33 回)。 唯一 
で 並ぶ 者 無き お ホ、 アツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき 
ものはありません。 主権と 讚美は かれの 御 許に あり、 
かれは 全能の お ホです。」 



L ， 尸ソが し がふ じ^' 



：llilSl JL^l^ ji ン が jiillj 公 じ liJl 



P 八 >4^ j じ! じ 


ビス ミッ ラー ヒッラ ハマー ニッラ ヒー ム 『クル 
フワ ッ ラー フ ア ハドウ* アツ ラー フッ サマ ドウ 水 


ラム ヤリ ドウ ワ ラム ューラ ドウ 禾ワ ラ 
ム ヤクッ ラフ クフ ワン ア ハドウ』 

ビス ミッ ラー ヒッラ ハマー ニッラ ヒー ム 『クル 
アウ ーズ ビラ ッ ビル ファ ラク* ミン シャッ リ 
マー ハ ラク* ワ ミン シャッ リ ガー スイ キン 
イ ザ ー ワカ ブ禾ワ ミン シャツ リンナ ッ ファー 
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サーティ フイ ルウ カド ウ禾ワ ミン シャッ リ 
ハ' ー スイ デイン イザ' ー ハサ ドウ J 

ビス ミッ ラ^ ー ヒッラ ハマ^ ー ニッ ラヒ^ ー ム 『クル 
アウ ーズ ビラ ッ ビン ナース 水 マリ キン ナース *ィ 
ラー ヒ ン ナース * ミン シャツ リ ノレ ワス ワース イノ レ 
ハン ナース* アッ ラズ イー ユワ スウ イス フイ ー 
スドウ ーリ ン ナース ミナ ル ジン ナティ ワン ナー 
ス』 （を 礼拝 後に 言う） 

「慈悲 あまねく 慈愛 深 きアッ ラー の 御名 において。 

『言え、 《かれは アッ ラー、 唯一なる 御 ホ。 * アッ 
ラーは、 自存され る 御 ホ。* 御 産みな さらない し、 
御 産れ に なられた ので もない。 * かれに 比べ 得る 何 
もの もない。》』 【純正 章：！〜 4】 慈悲 あまねく 慈愛 
深き アッ ラーの 御 《において。 『言え， 《梨 明の 主に 
ご 加護を たう。 * かれが 創ら れる ものの 悪から。* 
更け ゆく 夜の 闇の 悪から。 * 結び目に 息を 吹き込む 
女たち の 悪から。 の* また、 嫉妬す る 者の 嫉妬の 悪 
から。》』 【黎明 章：！〜 5】 慈悲 あまねく 慈愛 深き アッ 
ラーの 御 《において。 『言え、 《ご 加護を たう、 人間 


① 訳者 注： 当時の 呪術の 典型的な 形と して、 縄に 結び目を 施し、 そこに 
息を 吹き込む ものが ありま した。 
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の 主に。* 人間の 王、 * 人間の 崇拝す る お ホに。* 
頻繁に 忍び込ん では 曝き かける 者の 悪から。 * それ 
は 人間の 胸に 曝き かける。 * ジンで あろうと、 人間 
であろう と。》』 【人間 章： 1 〜 6】 


J じ。 声 y 'y j ^ ^ iJtj 'y 声 店 1 三 'yf 叫 r ぶ嗦 一 7 1 

おじ 與 分^ gl : み^ 1 1! ^ ^ 抑 J じ j 〇じ妈 1 

夕 長み じ j 可 


タミ 


• が' か U -^ ろじ 今 じ 1^1 

『アツ ラー フ ラー イラ ー ハ イツ ラー フワ ル 
ハイ ユル カイユ ーム。 ラー タア フズフ ス イナ 
トゥン ワ ラー ナウ ム。 ラフ マー フイ ツサ 
マー ワー テイ ワ マー フイ ル アル ドウ。 マン 


ザ ツラズ イー ヤシ ュフ アウ イン ダフ イツ ラー 
ビイズ ニヒ。 ヤ アラム マー バ イナ アイデ イー 
ヒム ワ マー ノ 、ノレ ファフ ム 。ワ ラー ユ ヒー 
ト ウーナ ビシ ヤイ イン ミン イルミ ヒ イツ ラ 
ー ビ マー シャー。 ワ スイア ク ノレ スイ ーユフ 
ツサ マ' ー ワ' ー テイ ワル アルダ ワ ラ' ー ヤウ' 一 
ドウ フ ヒ フズフ マー。 ワ フワ ル アリー ユル アズ 


イー ム』 （を 礼拝 後に 言う） 

「アッ ラー、 かれは かれの 他に 真に 崇拝すべき もの 
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はなく、 永生し 自存され る 御 方。 まどろみ も 熟睡 も、 
かれを とらえる ことは ない。 天に あり 地に ある 全て 
の ものは、 かれの ものである。 かれの お許しな くし 
て、 誰が かれの 御 許で 執り成す ことが 出来よう か。 
かれは （人々 の） 兴前 のこと もが 後の ことを も 知っ 
て おられる。 かれの 御意に 適った ことの 他、 彼らは 
かれの 御 知識に 就いて、 何も 会得す る ところは ない 
ので ある。 かれの 玉座は、 全ての 天と地を 覆って に 
がり、 この 2 つを 守って、 疲れ も 覚えられない。 か 
れは 至高に して 至大で あられる。」 【雌牛 章： 255】 


夕 


作 : j 屋1 i ! ぶ iL ^ ^))-72 

.の も ぶぶ 

ー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ワハ 女, フ ラー 


V- - 


シャリー カ ラフ、 ラフ ル ムルク ワ ラフ ノレ ハム 
ドウ ユフ イー ワ ユミ ー トウ ワ フワ アラ 
ー クッリ シャイ イン カ ディール。 （マ グ リブと 
ファ ジュ ルの 礼拝 後 10 回 言う） 

「唯一で 並ぶ 者 無き お 方、 ァッ ラーが 外に 真に 崇拝 
すべき ものは なし。 主権と 讚美は かれに こそ 属し ま 
す。 かれは 生と 死を 与える お 方。 そして かれ こそは 
全能の お ホです。」 
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.(( が ッ / 每 おみ ク^ じ も iuUt J\ ^ l ))-73 

アッ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ イ ルマン 
ナー フイ アー 。ワ リズ カン タ イイ バー。 ワ ア 


マラン ム タカ ツバ ラー。 （ファ ジュ ルの 礼拝 後 サラ ー 


ムの 後に 言う） 

「アッ ラーよ、 私は あなたに 有益な 知識を、 よい 糧 
を、 そして （アツ ラーに） 受け入れられる 行為を 求 
めます。」 


26. デ丫ノ 、ーブ の 礼拝 ①の ドア ー 

^ dlf じじ t 处 /、 JL 马 が ら Jl ^-4^1-74 

^ ち iliu 

ム ^ J J を夕 'Ia of ム分 ol^t-fUl み ' 

^ り <-(i 言 3^ じ^ (う占う~、^ ん : J じ ぶ^ 

: J し jD(^ j-^t ^Lpj , 心 J 心 of 广 じ〇 

tOLS* t 4lP< , 苗 J^\ j 4i a 1^[^ 

. ^ み^ J p 

アツ ラー フン マ イン ニー ア スタ ヒール^ ビイ 
ルミカ、 ワ ア スタ クディルカ ビク ドゥラテ イカ、 


① 訳者 注： 何 かを か 断. 選択す る 際に、 アッ ラーに 最善の ものを 請うた 
めの 礼拝。 
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ワ アスア ルカ ミン ファ ドウ リカ ルアズ イー ム。 
ファイン ナカ タク ディル ヮ ラー アク ディル、 
ワ タ アラム、 ワ ラー ア アラム、 ワ アン タ ア 
ッ ラーム ルグ ユー ブ。 アツ ラー フン マ イン クン 
タ タ アラム アンナ ハー ザル アム ラ (ここで 最 
善の 決断 や 選択を 求める ところの 問題を 述べる） ハ 
イノ レッリ^ ^ フイ' ^ デイ^ ^ 二^ ^ ワ マ 了 ^ シ' ^ 
ヮ ア ーキバ ティ アムリー （あるいはこう 言う： 
アー ジリ ヒ ワ アー ジリ ヒ） フアク ド ウルフ リ 
ー ワ ヤツ スイ ルフ リー スン マ バー リク 
リー フイ ーヒ 。ワ イン クン タ タ アラム ア 
ンナ ハー ザル アム ラ (ここで 最善の か 断 や 選択を 
求める ところの 問題を 述べる） シャツ ルツ リーフ 
ィー ディーニ ー ヮ マアー シー ヮ ア ーキバ 
ティ アムリー （あるいは こ う 言う ：アー ジリ ヒ ワ 
アー ジリ ヒ） ファ スリ フフ アン ニー ワスリ フニ 
ー アン フ。 ワク ドウ ル リヤル ハイ ラ ハイス 
カー ナ スン マ ラッ デイ ニー ビヒ。 

ジャー ビル ブン アブ ド ウッラ ー （彼らに アッラ 
一の ご 満悦 あれ） は 次のように 伝える： 

「アツ ラーの 使徒は ク ルアー ンの 章を 私たら に 教え 
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るよう に、 全ての 物事に おいて y スデ y ノ 、ー ブ をす 
る ことを 教えました。 そして 彼は 仰る のでした。 『も 
しあな た 方が 何 かに 迷ったら 任意の 2 ラク アの 礼拝 
をし、 それからこう 言う の だ： 《アツ ラーよ、 私は あ 
なた の 知識に よる 選択を 求めます。 あなたの お 力を 
求めます。 私は 偉大なる あなたの 恩恵を 求めます。 
あなた こそは 何事 も 可能な お 方で、 私は 無力です。 
あなた こそ ご存知で、 私は 無知です。 あなたは 不可 
視 なる 世界を ご存知の 御 方です。 アツ ラーよ、 しか 
じか （ここで 最善の 決断 や 選択を 求める ところの 問 
題を 述べる） が 私の 宗教 と 生活と 事の 結末に とって 
最善で あると ご存知な らば （あるいは 次のように 言 
う： 「私の 現世と 来世に と って 最善で あると こ 存知な 
らば」）、 私に それを 可能に し、 容易く して 下さい。 
それから それに おいて 私を 祝福して 下さい。 そして 
もし し かじか （ここで また 最善の 決断 や 選択を 求め 
ると ころの 問題を 述べる） が 私の 宗教 と 生活と 事の 
結末に とって 悪い と ご存知な らば （あるいはこう 言 
う： 「私の 現世と 来世に とって 悪い と ご存知なら 所）、 
それを 私から 遠ざけ、 そして 私を それから 遠ざけて 
下さい。 そして それが どんな ことで あろうと、 最善 
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の 事を 私に 可能に して 下さい。 それから それによ っ 
て 私を 満足 させて 下さい。》』」 

創造主に デ丫ノ 、ーブ し、 信仰者た ちに 相談し 
それから 事を 決定した 者は 後悔し ない。 至高の アッ 
ラーは こ う 仰せられた。 

『そして 諸事に わたり、 彼らと 相談しなさい。 そし 
て 一旦 決心したならば、 アッ ラーに 身を 委ねな さ 
い。』 【イム ラーン 家 章： 159】 

27 .朝- 晩の ズイ クル 


^ ^ 'yf 叫 'y 夕心嗦 一別 シ / い J >]))-75 

之 t く ui じ 心 ^夕 1 J じ J 公 じ 妈し聋 じ！! 皆' yj ^ ; jJX こ 

^ ^ ^ み S aT 作 じ j J ぶじみ >讓 がち 
が 1 心 j 舟^ ももう j ^ が j 夕 4 夕^ 


アウ ーズ ビッ ラー ヒ ミナ ッシ ヤイター ニッ ラジ 



ーム 『アツ ラー フ ラー イラ ー ハ イツ ラー フ 
ワル ハイ ユル カイユ ーム。 ラー タア フズフ スイ 


ナトウ ン ワ ラー ナウ ム。 ラフ マー フイ ッ 
サマーワ ー テイ ワ マー フイ ル アル ドウ。 マ 
ン ザ ッラズ イー ヤシ ュフ アウ イン ダフ イツ 
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ラー ビイズ ニヒ。 ャ ァラム マー バ イナ ア 
イデ イー ヒム ワ マー ハル ファフ ム 。ワ ラー 
ユ ヒート ウーナ ビ シャイン ミン イルミ ヒ イ 
ツ ラー ビ マー シャー。 ワ スイ ア クルス イー ユ 
フッサ マー ワー テイ ワル アルダ ワ ラー ャウ 
ードフ ヒ フズフ マー。 ワ フワ ル アリー ユル アズ 
ィー ム。』 

「私は ァッ ラーに 呪われるべき シャイ ターンからの 
ご 加護を ホめ ます。 『ァッ ラー、 かれは かれの 他に 真 
に 崇拝すべき ものは なく、 永生し 自存され る 御 ホ。 
まどろみ も 熟睡 も、 かれを とらえる ことは ない。 天 
にあり 地に ある 全ての ものは、 かれの ものである。 
かれの お許しな く して、 誰が かれの 御 許で 執り成す 
ことが 出来よう か。 かれは （人々 の） が 前の こと も 
が 後の ことを も 知って おられる。 かれの 御意に 適っ 
たことの 他、 彼らは かれの 御 知識に 就いて、 何も 会 
得する ところは ない ので ある。 かれの 玉座は、 全て 
の 天と地を 覆って にがり、 この 2 つを 守って、 疲れ 
も 覚えられない。 かれは 至 局に して 至大で あられ 
る。』」 【雌牛 章： 255】 

。1^ トミ; を ー レ 1 ^ 矣广 ご; ^ jJl 4J11I 广 -7 6 
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• 夕づぶ おが お 



’ J - W 心- レ、 j^L>- yS ) 心 /〇 J ミを 心'^ 




> 八 j じ! じ 


時!; ダ Ull 4^^がグ LI !1 cP 梦ド郑 ク马 I 加 

ミを ^ ぶ 心' が ^^^ LiM ^^^1 ^1 (2)^ が 



.寺グ な I J 契 含 I 

ビス ミ ッ ラー ヒッ ラ ハマー ニ ッ ラー ヒ ー ム 『 クル 
フワ ッ ラー フ ア ハドウ *ァ ッ ラー フッ サマ ドウ* 


ラム ャリ ドウ ワ ラム ューラ ドウ 禾ワ ラム 
ヤクッ ラフ クフ ワン ア ハドウ』 

ビス ミッ ラー ヒッラ ハマー ニッラ ヒー ム 『クル 
アウ ーズ ビラ ッ ビル ファ ラク* ミン シャッ リ 
マー ハ ラク* ワ ミン シャッ リ ガー スイ キン 
イ ザ ー ワカ ブ禾ワ ミン シャッ リンナ ッ ファー 
サーティ フイ ルウ カ ドウ* ワ ミン シャッ リ 
ハース イデ イン イザ ー ハサ ドウ』 

ビス ミッ ラー ヒッラ ハマー ニッラ ヒー ム 『クル 
アウ ーズ ビラ ッ ビン ナース 水 マリ キン ナース *ィ 
ラー ヒ ン ナース 水 ミン シャツ リ ルワ スワ ー スイ ル 
ハン ナース* アツ ラズ イー ユワ スウ イス フイ ー 
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スドウ ーリ ン ナース* ミナ ル ジン ナティ ワン ナー 
ス』 （X3 回） 


「慈悲 あまねく 慈愛 深 きアツ ラー の 御名 において。 

『言え、 《かれは アツ ラー、 唯一なる 御 方。 * アツ 
ラーは、 自存され る 御 方。* 御 産みな さらない し、 
御 産れ に なられた ので もない。 * かれに 比べ 得る 何 
もの もない。》』 【純正 章：！〜 4】 慈悲 あまねく 慈愛 
深き アツ ラーの 御 《において。 『言え， 《梨 明の 主に 
ご 加護を たう。 * かれが 創ら れる ものの 悪から。* 
更け ゆく 夜の 闇の 悪から。 * 結び目に 息を 吹き込む 
女たち の 悪から。* また、 嫉妬す る 者の 嫉妬の 悪 か 
ら。》 』 【黎明 章：！〜 5】 慈悲 あまねく 慈愛 深き アツラ 
一の 御 《において。 『言え、 《ご 加護を たう、 人間の 
主に。* 人間の 王、 * 人間の 崇拝す る お 方に。 *頻 
繁に 忍び込ん では 曝き かける 者の 悪から。 * それは 
人間の 胸に 曝き かける。 * ジンで あろうと、 人間で 
あろうと。》』 【人間 章： 1 〜 6】 


心 みみ 


夕 


0 /t I / ム 

J ^ 


夕〇夕 


みら lI；4^1))-7 7 


1 J じぶ 占 ぶじ じ j t ぶ ぶ dilil l! clJ 


參 / 夕 / な/ 


/ 、 I / 參 も/ 


i ^ ^ cr5 ^ ^ 
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山！ 


ク 




(, P (, ^ ciL 3 <5^1 


. (( jlaJ し聋一 liij 

ア スバ ハナー ワ ア スバ ハルム ルク リツ ラー 

(晩で あれば： 「アム サイナー ワ アム サル ムルク リ 
ツ ラー」 と言う）。 ワ ノレ ハム ドウ リツ ラー。 ラー イ 
ラー ハ イツ ラツ ラー フ ワハ ダフ ラー シャリ 
一カ ラフ。 ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム ドウ 


ワ フワ アラー クッリ シャイ イン カ デイ ー 


ル。 ラ ツビ アスア ルカ ハイ ラ マー フィ ー 
ハー ザル ャウミ ワ ハイ ラ マー バァ ダフ （晩 

であれば： 「マー フィ ー ハー ズィ ヒッラ イリ ワ ハ 
イラ マー バァ ダ ハー」 と言う）。 ワ アウ ーズ 
ビカ ミン シャツ リ マー フィ ー ハー ザル ヤ 
ウミ ワ シャッ リ マー バァ ダフ （晩で あれば： 
「マー フィ ー ハー ズィ ヒッラ イリ ワ ハイ ラ マ 
ー バァ ダ ハー」 と言う）。 ラ ッビ アウ ーズ ビカ 
ミナ ルカ サリ、 ワ スー イルキ バル。 ラ ッビ アウ 
ーズ ビカ ミン アザー ビン フィン ナーリ ワ 
アザー ビン フイ ルカ ブル。 


「主権と 讚美が アッ ラーに 帰属す る 中、 私たちは 朝 
(あるいは 「晩」） を 迎えました。 唯一で 並ぶ 者 無き 
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お ホ、 アッ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは ありま 
せん。 主権と 讚美は かれの 御 許に あり、 かれは 全能 
の お ホです。 主よ、 私は あなたに 今日 （あるいは 「今 
晩」） の 良い ことと その後の 良い ことを 求めます。 そ 
して あなたに 今日 （あるいは 「今晩」） の 悪と その後 
の 悪からの ご 加護を 求めます。 主よ、 私は あなたに 
怠惰と 老衰からの ご 加護を ホめ ます。 主よ、 私は あ 
なた に 地獄の 業火と 墓の 懲罰からの ご 加護 を 求め ま 


す。」 

iLUl； 之^ 少 み j t .iLjc じ 4^1 斗 班 1))-7 8 


ア ッ ラー フン マ 


.( 0^1 


ビカ ア スバ ハナー。 ワ ビカ 


アム サイナー。 ワ ビカ ナハ ヤー、 ワ ビカ ナ 


ム' ー トウ ワ イ ライ カンヌ シユ ' ー ル。 

「アッ ラーよ、 あなた （の ご 意志） により 朝を 迎え 
ました。 あなたに より 夜を 迎えました。 あなたに よ 
り 私たちは 生き、 あなたに より 私たちは 死にます。 
そして （死後 蘇らされ） 集められる 先は あなたの 御 
許です。」 

ii みぶ 化 . ii お^化 . ム! ふム! 神 1))-79 
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t を JjL ! J jj ! t じ 若 三づみ (, じ 2 i 少 P jj 

.バ ム! i ；^ 兴 u 苗 l ^ ij ^ ら 

アツ ラー フン マ アン タ ラツ ビー ラー イラ ー 
ハ イツ ラー アン トウ。 ハラ クタ ニー ワ アナ 
ァブ ドウ ク。 ワ ァナ ァラー ァ ハディ カ ワ 
ワ ァディカ マスタ タァ トウ。 アウ ーズ ビカ ミ 
ン シャツ リ マー サナァ トウ。 アブー ウ ラ カ 
ビ ニァ マティ カ ア ライヤ、 ワ アブー ウ ビザ ン 
ビー フ ァグ フイ ル リー ファイン ナフ ラー 
ヤグ フィ ルツズ ヌーバ イツ ラー アン タ。 

「ァツ ラーよ、 あなたは 私の 主で あなたの 他に 真に 
崇拝すべき ものはありません。 あなたは 私を あなた 
の しもべと して 創造され ま した。 私は 出来る 範团で 
あなたとの 契約と 約束を 守ります。 私は あなたに 私 
の 成した 悪からの ご 加護を 求めます。 そして 私に 対 
する あなたの 恩恵と 私自身の 罪を 認めて、 あなたの 
御 許へ 帰り 行きます。 ですから 私を 御赦し 下さい。 
あなたが 外に 罪を 赦 される 方は いません。」 

。之 じ 可 ふ 神 0)-8 0 

説 j t 山ん 'y 三 J SjISjsU ii ぶ 占 ィ ぶ 
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• バ ill ぶ 



アツ ラー フン マ イン ニー ア スバ ハ トウ （晩だった 
ら 「アム サイ トウ」 と言う）。 ウシ ュヒ ドウ カ ワ ウ 


シュヒ ドウ ハマ ラタ アル シカ、 ワ マラー イカ 
タカ ワ ジャミー ア ハルキ カ、 アンナ カ アン 
タツ ラー フ ラー イラ ーノ、 イツ ラー アン タ 
ワハ ダカ ラー シャリー カ ラク。 ワ アンナ 
ム ハン マダン アブ ドウ カ ワ ラ スール ク。 （ X 4 


刚 


「アッ ラーよ、 私は 朝を 迎えました。 （あるいは 「晩 
を 迎えました」） 私は、 あなたが あなたが 外に 真に 崇 
拝すべき ものがない 唯一の 並ぶ 者 無き アッ ラーで あ 
り、 ムハンマドが あなたの しもべで ありあな たの 使 
徒で あると いう ことを、 あなたと あなたの 玉座を 支 
える 天使たち とその 他の 天使たち、 全ての あなたの 
創 造 物の 証言 でもって 証言 します。」 

^ J tii— j\ 0*5 Ijo 8 1 

•バ 鲜’ 逝 山’ dU},djJdLj> 

アツ ラー フン マ マー ア スバ ハ ビー （晩 だったら 
「ア ムサ ー ビー」 と言う） ミン ニア マテ イン ア 
ウ ビア ハ デイン ミン ハル キク。 ファ ミン カ 
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ワハ ダカ ラー シャリー カ ラク。 ファラ カル ハ 


ム ドウ ワ ラ カ ツシュ クル。 

「ァッ ラーよ、 私 あるいは あなたの 創造物の 誰かが 
朝 （あるいは 「晩」） を 迎えた 恩恵は、 唯一で 並ぶ も 
の 無き あなたからの ものです。 ですから あなたを 讚 
美し、 あなたに 感謝し ます。」 

J 广糾し J (^し J (4^い)-8 2 

ら. ^ じ t 尸ぶ! 1 み S 若ぶ 班し ム け!^!! ん み >: 

.バム ん 共 1 一心 シ / 

アツ ラー フン マ アー フイ ニー フイ ー バ ダニー 
アツ ラー フン マ アー フイ ニー フイ ー サム イー 
アツ ラー フン マ アー フイ ニー フイ ー バ サリー 


〇 


〇 


フー イ フー ハ イツ フー ン トウ。 了 ツ つーフ 
ンマ イン ニー アウ ーズ ビカ ミナ ノレ クフ リ、 
ワル ファ クル。 ワ アウ ーズ ビカ ミン アザー 
ビル カブ ル。 ラー イラ ー ハ イツ ラー アン トウ。 
( X 3 回） 

「ァッ ラ^ 一 よ、 私の 肉体を、 聴覚を、 視覚を お守り 
下さい。 あなたの 他に 真に 崇拝すべき ものは ありま 
せん。 ァツ ラーよ、 私は あなたに 不信仰からの ご 加 

護を ホめ ます。 そして 墓の 懲罰からの ご 加護を 求め 
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ます。 あなたの 他に 真に 崇拝すべき ものは ありませ 
ん。」 


. バ心 1 ^ ： 1 ! 1 乙 ぶ iiri ぶ 若 ' y laji 心 i^))- 8 3 

' j / ** / 


ハス ビヤ ツラ^ ー フ う ー イラ^ ー ハ イツ ラ^ ー フ 
ワ ア ライヒ タ ワッカ ル トウ ワ フワ ラッブ 


ル アル シル アズ イー ム。 （ X 7 回） 

「私には ァ ッ ラー だけで 充分です。 かれの 他に 真に 
崇拝すべき ものはありません。 私は かれに 身を 委ね 
ました。 かれは 偉大なる 玉座の 主で あられます。」 


k j が 


C / 0 こ 0 


が J1 J 。削 di! じ 1 Jl^l))-84 

許し 沪 j t ぶら i 唉 j j 与 削 j み 1 ilfd 

k j ^ 三づ j ^ み 三 づ 广み UK jlpjj 三づ Tj 

•バ 八 Jtp ’ 0! 斗な^^ 夕^ じ t 苗 ^ ^ j 

アツ ラー フン マ イ ン ニー アスア ルカ ル r フワ 


ワ ルアー フイ ヤタ フイ ツ ド ウン ヤー ワ ルアー ヒ 
ラ。 アツ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ルアフ 
ワ ワ ルアー フイ ヤタ フイ ー デイ ーニ ー ワ 
ドゥ ン ヤー ヤ ヮ ァ ハリー、 ヮ マーリー。 ァッ 
ラー フン マスト ウル アウラ ー テイ ー、 ワ アーミ 
ン ラウア ー テイ ー。 アツ ラー フン マ ハフ アズ ニー 
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ミン バイ ニ ヤ ダイヤ、 ワ ミン ハル フイ ー、 


ワ アン ヤ ミーニー、 ワ アン シマー リー、 ワ 
ミン フ ァウ キー。 ワ アウ ーズ ビア ザ マティ カ 
アン ウグ ター ラ ミン タハティ ー。 

「ァツ ラーよ、 私は あなたに 現世と 来世に おける お 
赦 しと ご 加護を 願います。 ァツ ラーよ、 私は あなた 
に 私の 宗教、 現世、 家族、 財産に おいて お赦 しと ご 
加護を 願います。 ァツ ラーよ、 私の 恥部を 隠し、 私 
の 恐れを お沈め 下さい。 了ツぅ 一 よ、 私の 前、 後ろ、 
左右、 上から 私を おず り 下さい。 私は あなたの 偉大 
さに、 足元から 崩壊 させ られる こと に 対す る ことか 
らのご 加護を ホめ ます。」 


夕じ 今 じ 若 じ 苗卜护 誤 1))- 8 5 

^ iyt^. 可 ^ oj! ' yi ill 'y d\ t ん Ss^j 


((户 ぶ 


タ ジタ 


も 




"iV , ぐ 一 j 。 し ^ c-d l)Ij c 45* °f^j Ollg こ * 二 ! 1 


アツ ラー フン マ アーリ マルガイ ビ ワ ッ シャハ ー 
ダ テイ ファー テイ ラッサ マー ワー テイ ワル アル 
ドウ。 ラ ッバ クッリ シャイ イン ワ マリー カ 
フ。 アシュ ハドウ アッ ラー イラ ー ハ イッ ラー 
アン トウ。 アウ ーズ ビカ ミン シャッ リ ナフ 
スイ ー、 ワ ミン シャツ リツ シャイ ターニ ワ 
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シル キヒ 。ワ アン アク タリファ アラー ナフ 
スイ ー スー アン、 アウ アジ ュッ ラフ イラ ー 
ムス リム。 

「ァッ ラーよ、 不可視なる 世界と 可視なる 世界を 知 
る お ホよ、 天地の 創造主よ、 万物の 主 •支配者よ、 
私は あなたが 外に 真に 崇拝すべき ものは なぃ ことを 
証言し ます。 そして 自分自身の 悪、 シャイ ターンと 
シルク の の 悪から、 あなたに ご 加護を ホめ ます。 そし 
て 自分自身を 害する こと、 或ぃは 誰か 他の ムス リム 
を 害する ことからの 庇護を あなたに 求めます。」 

ぶ ミ妈し i 'y j し>ジ し i -お 'y 4 j 1 户 ))- 8 6 

.((Ui!i ； L^l 

い/ じ/ 

ビス ミッ ラ' ー ヒッラ' ー ズ イ^ ー ラ' ー ヤ ドウ ッル 
マ アスミ ヒ シャイ ウン フイ ルアルディ ワ ラ 
ー フイ ッ サマー。 ワ フワ ッ サミー ウル アリ ーム。 
( X 3 回） 

「その 御ぶ と ともに あれば、 天地に あるぃ かなる もの 
も 害する ことのなぃ アッ ラーの 御ぶ におぃて。 そして 
かれは 全て を 聞き 知る お ホです。」 


① 36 頁の 訳注 ①を 参照の こと 
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j し (. c Lj c.*-j^j))— 8 7 

•バ u 


ラ ディ ー トウ ビッ ラー ヒ ラッ バン、 ワ ビ ルイ 
スラ ー ミ ディー ナン、 ワ ビム ハン マディン ナ 
ビイ ヤー。 （ X 3 回） 

「私は アッ ラーが 主で あり、 イス ラームが 宗教で あ 
り、 そして ムハンマドが 使徒で ある ことに 満足し ま 
した。」 




Q )-8 8 


. バ ぶ^;]^ ぶぶ 


ヤー ノ 、イユ ヤー カイユ ーム。 ヒフノ 、マ ァイ 
カ ア スタ ギース ア スリフ リー シャ アニー 
クッ ラフ。 ワ ラー タキ ル ニー イラ ー ナ フス 
イー タル ファタ アイン。 

「永遠に 生き、 自存す る お 方よ、 私は あなたの 慈悲 
によ る お慰めを ホめ ます。 私に 関す る 全ての 物事を 
正し、 私を 一瞬たり とも 見放さないで 下さい。」 


く/。/ ^ ぶ 。 f 


Jl 班し ^li!l こ 1 lull ； ^ら に pf))- 8 9 


♦ , / 夕；。 ：1 令 夕 す/ 夕 夕 / 夕 ー タ / 导 / 夕 / 。 ご/ 夕 / . 。/い 

3 L_« cJj 三 一 ^’ j t t t り " j 0 j t •广 ^1 

.バタ。 み じ jij 
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ア スバ ハナー ワ ア スバ ハルム ルク （晩 だったら 

「アム サイナー ワ アム サル ムル ク」 と言う） リツ ラ 
ーヒ ラ ツビ ルアー ラミー ン。 アツ ラー フン マ イ 
ン ニー アスア ルカ ハイ ラ ハー ザル ヤウミ （晚 
だったら レ、 ーズイ ヒッラ イリ」 と言う）： ファ トウ ハ 
フ 、ワ ナス ラフ ワ ヌーラ フ 、ワ バラカ タフ、 
ワ フ ダー フ 。ワ アウ ーズ ビカ ミン シャツ 
リ マ' ー フイ' ー ヒ ワ シャツ リ マ ー バァ ダ 
フ （晚 だったら 「ファ トウ ハ ハー、 ワ ナス ラ ハー ワ 
ヌーラ ハー、 ワ バラ カタ ハー、 ワ フ ダー ハー、 ワ ア 
ウ^ ー ズ ビカ ミン シャツ リ マ' ー フイ' ー ハ' ー ワ 
シャッ リ マー バァ ダ ハー」 と言う）。 

「私たちは 朝 （あるいは 「晩」） を 迎えました。 主権 
は 全世界の 主 アッ ラーの ものです。 アッ ラーよ、 私 
は あなたに 今日 （あるいは 「今晩」） の 良い こと： 勝 
利、 援助、 光、 祝福、 導きを ホめ ます。 そして 私は 
あなたに 今日 （あるいは 「今晩」） とその 後の 悪から 
の ご 加護を ホめ ます。」 

し ^ ぅ ふ J ぶ J bJ^h)-9 0 

jLi じ j り lu 心 t 户蝴 ly ん / ぶ j t 中 j み 夕 ぶ 

•((が’: >5 


84 


ア スバ ハナー アラー フイ トウ ラ テイル イスラー 
ム 。ワ アラー カリマ テイル イフラー ス 。ワ ア 
ラー デイ ーニ ナビ ー イナー ムノ 、ンマ デイン 
サツ ラツ ラー フ ア ライヒ ワ サツ ラム。 ワ ア 
ラー ミツ ラ テイ アビー ナー イブ ラー ヒー マ 
ハニー フアン ムス リマン ワ マー カー ナ ミ 
ナル ムシ ュリ キーン。 

「私たちは イス ラームと いう 天性の もとに、 そして 
純正の 言葉の もとに、 そして 私たちの 預言者 ム ハン 
マド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 宗教と、 
純正な ムス リ ムで シルク ①を 犯す 者ではなかった 私 
たちの 祖イ ブラー ヒー ムの 宗教の もと に 朝を 迎え ま 
した。」 


. 。 )) — 9 1 
/ / ♦一 ♦ 


スブ ハー ナツ ラー ヒ ワ ビ ハム デイ ヒ。 （ X 100 回) 
「アッ ラーよ、 あなたに 賞賛と 讚美 あれ。」 


ぶぶ み 1 1； 山 お 屋1 Ai , A } dLj .^ ^))-92 

•の も 


① 36 頁の 訳注 ①を 参照の こと 


85 


ラー 

イ フー ノ、 ィ ッフッ フーフ 

ヮハ ダフ ラー 

シャリ 

一力 

ラフ。 ラフ ル ムルク 

ワ ラフ ノレ ハム 

ドゥ。 

ヴ 

フワ アラー クッリ 

シャイ イン カ 

ディー 

ル。 

(夜を 迎えた 時 10 回 言う。 

そうでき ない 時は 

1 回 言う） 




「 唯一 で 並ぶ 者 無 き ァッラ ーが 外に 崇拝 されるべき 
ものはありません。 主権と 讚美は かれに こそ 属し、 
かれは 全てに おいて 全能です。」 

ぶ 若 j 1 1; 山 お 屋1 タムな clL * ^ 'y ^))-93 

•の も 

ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワハ ダフ ラー 
シャリー カ ラフ。 ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム 
ドウ。 ワ フワ アラー クッリ シャイ イン カ 
ディール。 （朝を 迎えた 時 100 回 言う） 

「 唯一で 並ぶ 者 無 き ァッラ ーが 外に 崇拝 されるべき 
ものはありません。 主権と 讚美は かれに こそ 属し、 
かれは 全てに おいて 全能です。」 


三 I ム-夕 ふ 4 j パ t パ t 三 : 夕 4 Jll ' 9 4 

• バタが 

スブ ハー ナツ ラー ヒ ワ ビ ハム デイ ヒ：ア ダ ダ 


ハルキ ヒ 、ワ リダ ー ナフ スイ ヒ、 ワ ズ イナ タ 
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アル シヒ ワ ミ ダー ダ カリマ ー ティヒ。 （朝を 迎 
えた 時 3 回 言う） 

「創造物の 数 だけ、 （アツ ラー） 御自身の 御 満悦を 得 
るまで、 玉座の 装飾の 重さ だけ、 そして 御言 葉が 書 
かれた イ ンクの 量 だけ ① 私は アツ ラーを 称賛し アツ 
ラーを 讚え ます。」 

. バ' >4^ ツ^ j t み lljjj .し^じり iuUl J \ 神 1))- 9 5 

アツ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ イ ルマン 
ナー フィ アー 。ワ リズ カン タ イイ バー。 ワ ア 
マラン ム タカ ツバ ラー。 （朝を 迎えた 時） 

「アツ ラーよ、 私は あなたに 有益な 知識と 良い 糧、 
そして あなたに よ って 受け入れられる 行為を 求め ま 
す。」 

.バ马 乙 ホ； il >^ f ))-9 6 

アス タグ フィルツ ラー ハ ワ アト ウーブ イ ライ 
ヒ。 （1 日 100 回 言う） 

「私は アツ ラーに お赦 しを 求め、 かれに 心から 悔悟 
します。」 

. (( じ ^ f •パ 山 じ 础 山り ち Sj ^ t ))-9 7 


① 訳者 注： つまり これらに 共通す る ものは、 その 数 や 量の 限り なさです。 
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アウ ーズ ビカ リマー テイ ッ ラー ヒッ ターン マー テ 


ィ ミン シャツ リ マー ハ ラク。 （夜を 迎えた 時 
に 3 回 言う） 

「私は 完全なる ァッ ラーの 御言 葉に、 かれが お 創り 
になった 悪からの ご 加護を ホめ ます。」 

• バ 如^ ぶ 种 Jl ))-9 8 

アツ ラー フン マ サツリ ワ サツ リム アラー 
ナビ ー イナー ムハンマド ウ。 （ X 10 回） 

「ァツ ラーよ、 私たら の 預言者 ムハンマドに 祝福と 
平安を 与えた まえ。」 

2 ん 就寝 時の ズイ クル 



「 （ ドア ーの 時に ずるよう に） 両手を 合わせ、 そこに 
息を 吹き かけ、 次の 言葉を 読む。 

『ビス ミ ツラ^ ー ヒ ッ ラハマ^ ー ニッう ー ヒ^ ー ム 《ク 
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ル フワ ッ ラー フ ア ハドウ 水 アッ ラー フッサ マド 
ウネ ラム ャリ ドウ ワ ラム ユーラ ドウ 禾ワ 
ラム ヤクッ ラフ クフ ワン アハ ド》 

ビス ミッ ラー ヒッラ ハマー ニッラ ヒー ム 《クル 
アウ ーズ ビラ ッ ビル ファ ラク* ミン シャッ リ 
マー ハ ラク* ワ ミン シャッ リ ガー スイ キン 
イ ザ ー ワカ ブ禾ワ ミン シャッ リンナ ッ ファー 
サーティ フイ ルウ カ ドウ* ワ ミン シャッ リ 
ハース イデ イン イザ ー ハサ ドウ》 

ビス ミ ッう ー ヒッ ラハマ^ ー ニ ッラヒ ー ム 《クル 
アウ ーズ ビラ ッ ビン ナース 水 マリ キン ナース *ィ 
ラー ヒ ン ナース * ミン シャッ リ ルワ スワ ー スイ ル 
ハン ナース* アッ ラズ イー ユワ スウ イス フイ ー 
スドウ ーリ ンナース>|^ ミナ ル ジン ナティ ワン ナー 
ス》』 それから 頭. 顔. そこから 近い 部分から 始め、 
出来る限りの 体の 部分を その 両手で 撫でる。」 （これ 
を 3 回 繰り返す） 

「慈悲 あまねく 慈愛 深き ァッ ラーの 御名 において。 

『言え、 《かれは ァッ ラー、 唯一なる 御 ホ。 * ァッ 
ラーは、 自存され る 御 ホ。* 御 産みな さらない し、 
御 産れ に なられた ので もない。 * かれに 比べ 得る 何 
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もの もない。》』 【純正 章：！〜 4】 慈悲 あまねく 慈愛 
深き アツ ラーの 御 《において。 『言え， 《梨 明の 主に 
ご 加護を たう。 * かれが 創ら れる ものの 悪から。* 
更け ゆく 夜の 闇の 悪から。 * 結び目に 息を 吹き込む 
女たち の 悪から。* また、 嫉妬す る 者の 嫉妬の 悪 か 
ら。〉 〉』 【黎明 章：！〜 5】 慈悲 あまねく 慈愛 深き アツラ 
一の 御 《において。 『言え、 《ご 加護を たう、 人間の 
主に。* 人間の 王、 * 人間の 崇拝す る お ホに。 *頻 
繁に 忍び込ん では 曝き かける 者の 悪から。 * それは 
人間の 胸に 曝き かける。 * ジンで あろうと、 人間で 
あ ろうと。》』 【人間 章： 1 〜 6】 


J じ。^ ■だ ' y ^ 店 V み 叫'^ 夕加矣 -100 

おじ 呼 分^ gl : み^ 1 1! ^ ^ が J じ j 〇じ妈 1 

"^夕 cy ろ 己^ じ j f - c - k ' 


. 令與 1 お 1 若 j 掉以:^ もぶ^ ^ 抑 j 〇じ妈 1 

『アツ ラー フ ラー イラ ー ハ イツ ラー フワ ル 
ハイ ユル カイユ ーム。 ラー タア フズフ ス イナ 


トゥン ワ ラー ナウ ム。 ラフ マー フイ ツサ 

マー ワー テイ ワ マー フイ ル アル ドウ。 マン 

ザ ツラズ イー ヤシ ュフ ァウ イン ダフ イツ ラー 

ビイズ ニヒ。 ヤ ァラム マー バ イナ アイデ イー 
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ヒム ワ マー ノ 、ノレ ファフ ム 。ワ ラー ユ ヒー 


ト ウーナ ビ シャイン ミン イルミ ヒ イッ ラー 
ビ マー シャー。 ワ スイ ア クルス イー ユ フッサ マ 


ーワー テイ ワル アルダ ワ ラー ヤ ウー ドフ 
ヒ フズフ マー。 ワ フワ ル アリ ー ユル アズ イー ム。』 
「ァッ ラー、 かれは かれの 他に 真に 崇拝すべき もの 
はなく、 永生し 自存され る 御 方。 まどろみ も 熟睡 も、 
かれを とらえる ことは ない。 天に あり 地に ある 全て 
の ものは、 かれの ものである。 かれの お許しな くし 
て、 誰が かれの 御 許で 執り成す ことが 出来よう か。 
かれは （人々 の） が 前の こと もが 後の ことを も 知っ 
て おられる。 かれの 御意に 適った ことの 他、 彼らは 
かれの 御 知識に 就いて、 何も 会得す る ところは ない 
ので ある。 かれの 玉座は、 全ての 天と地を 覆って に 
がり、 この 2 つを 守って、 疲れ も 覚えられない。 か 


れは 至高に して 至大で あられる。」 【雌牛 章： 255】 

心、 u -5 仁 少嗦 - 1 0 1 


Ll ；^ ら 三^作 f ぶ j 夕 省 j ぶ 
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夕 0 


ij 心 白 ^么 ' y じ 过 li 'y ^ だ^ 山 火 ； yjji ぶな 占 お 1^1 

/ / 

. 4 ；>iJ の 1 (*>11 ぶ じみ じ の ム！ 嘗ツ J 白 若 じた 


『ア^ ー マナ ツ ラス^ ー ル ビ マ' ー ウン ズ ィラ イラ 
イヒ ミツ ラ ツビヒ ワル ムウ ミ ヌーン。 クツ ルン 
アーマ ナ ビッ ラー ヒ ワ マラー イカ ティヒ ワ 


ク トウ ビヒ ワ ルス リヒ。 ラー ヌフ ァツ リク 
バ イナ アハ デイン ミツル スリヒ 。ワ カール ー 
サミ ァナ ー ワ アタ ァナ ー グ フラー ナカ ラツ 
バナー ワ イラ イカ ル マス イー ル* ラー ユカ ツ 
リフツ ラー フ ナフ サン イツ ラー ウス ア ハー。 
ラへ ー マ ー カ サバ トウ ワ アライハ' ー マク 
タ サバ トウ。 ラツ バナー ラー トウ アーヒ ズナー 
イン ナス イー ナー アウ ア フタ アナ ー。 ラ ツバ 
ナー ワ ラー タ ハミル アラ イナー イス ラン 
カマー ハマ ル タフ アラ ツラズ イー ナ ミン カ 
ブリナ ー。 ラツ バナー ワ ラー トウ ハン ミル 
ナー マー ラー ター カタ ラナ ー ビヒ。 ワァ 
フ アンナ ー ワグ フイ ル ラナ ー ワルハ ムナ ー 
アン タ マウ ラーナー ファンス ルナ ー アラ ルカ 
ウ ミル カーフ イリ ーン』 


『使徒は、 主から 下された ものを 信じる。 信者たち 
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もまた 同じで ある。 （彼らは） 皆、 アツ ラーと 天使た 
ち、 諸 啓 典と 使徒たち を 信じる。 「私たちは 使徒たち 
の 誰に も 差別を つけない」 （と言う）。 また 彼らは け 斤 
って） 言う。 《私たちは、 （教えを） 聴き、 服従し ま 
ん 主よ、 あなたの 御赦 しを 願います。 （私たちの） 
帰り 所は あなたの 御 許であります。》 * アツ ラーは 誰 
にも、 その 能力が 上の ものを 負わせられない。 （人々 
は） 自分の 稼いだ もので （自分を） 益し、 その 稼い 
だもので （自分を） 損う。 《主よ、 私たちが もし 忘れ 
たり、 過ちを 犯す ことがあっても をめ ないで 下さい。 
主よ、 私たちが 前の 者に 負わされ たような 重荷を、 
私たちに 負わせないで 下さい。 主よ、 私たちの 力で 
かなわない ものを， 担わせないで 下さい。 私たちの 
罪を 消し、 私たちを 赦 し、 私たちに 慈悲を おかけ 下 
さい。 あなた こそ 私たちの 庇護 者で あられます。 不 
信ん の 徒に 対し 私たちを お助け 下さい。》』 【雌牛 章： 
285 〜 286】 


ぶ 


• ((心 ふし aJ' iiSllp 4j ム公 ^ ip 






ビス ミカ ラッ ビー ワダァ トウ ジャンビ ー、 ワ 
ビカ アルフ アウ フ。 ファ イン アム サク タ ナ 
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フス イー フ ァルハ ムハー。 ワ イン アル サルタ 
ハー ファ ハ ファ ズハー、 ビ マー タ ハフ ァズ ビ 
ヒ イ バー ダカ ツサ ーリ ヒー ン。 

「私の 主で ある あなたの 御 《において、 私は 体を 横 
たえま した。 そ して あなたに よって 起き上が ります。 
ですから、 もし あなたが 私の 魂を （その 死で もって） 
引き とめられる のなら、 それに お 慈悲を おかけ 下さ 
い。 そしても しそれ を 解き放って 生き 続けさせ ると 
いうの なら、 あなたの 敬虔な しもべた ちを 守る とこ 
ろの もので もって、 それを お守り 下さい。」 



.(の 紅 Icilf じじ! 广^ しな おい に. 可 

アッ ラー フン マ イン ナカ ハラ クタ ナフ スイ ー 
ワ アン タ タワ ッ ファー ハー。 ラ カ ママ ー トウ 
へ 一ー ヴ マノ、 ヤ^ ^ ノ、^ 一一 〇 イン アノ 、ヤイ タノ、^ 一一 
ファ ハ ファ ズハー。 ワ イン ア マッタ ハー ファ 
グ フイ ル ラ ハー。 アッ ラー フン マ イン ニー ア 
スア ルカ ルアー フイ ヤ。 

「ァッ ラーよ、 あなた こそ 私の 魂を 創造され、 そし 
て それを 死なせる お ホです。 生かす も 殺す も あなた 
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次第です。 もし 生かして 下さる ので あれば、 それを 
お守り 下さい。 もし 御 許へ おされる というの であれ 
ば、 それを お赦し 下さい。 アッ ラーよ、 私は あなた 
にご 加護を ホめ ます。」 


. バ 己 苗み: 过 ^1))-104 


アツ ラー フン マ キニー アザー バカ ヤウマ ト 
ゥ ブアス イ バー ダク （ X 3 回） 

「アツ ラーよ、 あなたの しもべが 復活 させられる そ 
の 日、 私を あなたの 罰から おず り 下さい。」 


. ((1^ ら心 ^ oil ^1 い)- 1 0 5 
ビス ミカ ッ ラー フン マ アム ー トウ ワ アハ ヤー。 
「アツ ラーよ、 あなたの 御 《において 私は 死に、 そ 
して 生きます。」 


夕加 じ ％ j じ％ つ 加 J 占; _ i ))- 1 0 6 

. (( お！ 

スブ ハー ナツ ラー （ X 33 回）。 ワル ハム ドウ リツ ラ 
一 （ X 33 回）。 ワツ ラー フ アク バル （ X 34 回）。 

「アツ ラーに 称え あれ け 3 回)。 アツ ラーに こそ 全て 
の 賞 讚 あれ け 3 回)。 アツ ラーは 偉大な り け 4 回)。」 

ら J ^ こ 三 一 J 今 じ 1^' 户 fUl ))- 1 07 
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夕 


夕 


-! 三 パ 


ft oljjlll クじ ぶ t 





0 み 

ぶ 


し ム^ % i ^ お こづ 

: 三が 山夕 知 ；5 似 I 心ら t 吉ジ iil ：^ 店 若 ^ 1 心ら 


. (( jjLa]\ ^ lixpr 



c >5 与^い 心， 心" 0^1 
ア ツ y ー フ ンマ ラ ツバ ツ サマ^ ー ワ^ ー テイ ツサ ブイ 

ワ ラ ツバル アル シル アズ イー ム。 ラツ バナー ワ 

ラ ツバ クツラ シャイ。 ファー リカ ル ハ ツビ ワ 

ンナワ ー、 ワ ムン ズ イラ ツ タウラー テイ ワ ルイ 

ン ジー リ、 ワノ レフ ノレ カーン。 アウ ーズ ビカ ミン 

シャツ リ クツリ シャイ イン アン タ ア ーヒズ 

ン ビ ナース イヤ ティヒ。 アツ ラー フン マ アン タ 

ル アウ ワル ファラ イサ カブ ラ カ シャイ。 ワ 


アンタル アー ヒル フ ァライサ バァ ダカ シャイ。 
ワ アン タツ ザ ー ヒル フ ァライサ フ ァウ カ カ 
シャイ。 ワ アンタル バー テ イヌ フ ァライサ ド 
ウーナ カ シャイ。 イク デイ アンナ ツ ダイナ ワ 
アグ ニナ ー ミナ ル ファ クル。 

「アツ ラーよ、 7 層の 天の 主、 偉大なる 玉座の 主よ、 
私たちの 主、 万物の 主、 実と 芽を 芽吹かせる お 方、 
タウ ラート (トーラー） と y ン ジーノ 心 （福音） とク 
ルアー ンを 下した お 方よ、 私は あなたに 全ての 物の 


悪からの ご 加護を 求めます。 あなたは それらの もの 
の 前頭部を お插 みになる お ホです の。 ァッ ラーよ、 あ 
なた は 過去の 永遠から 存在され たお ホで、 あなたの 
前には 何も 存在し ません。 あなたは 未来の 永劫に か 
けて 存在され る お ホで、 あなたの 後には 何も 存在し 
ません。 あなたは 最も 高き に おられる お ホで、 あな 
たの 上には 何も 存在し ません。 あなたは 最も 近くに 
おられる お ホで、 あなたより 近くには 何も 存在し ま 
せん。 私たちの 負債を 返済 させ、 貧困を 取り除いて 
下さい。」 

'y ;， 含み . 1:1 jTj c 化ピ j t じじ 二 j t く jJU ju^i))-io8 

アル ハムド ウリ ツ ラー ヒ ツラズ イー ア トウ アマ ナ 
ー ワ サ カーナー、 ワ カ ファー ナー 、ワ アー 
ワーナー。 ファ カム ミン マツ ラー カーフ イヤ 
ラフ ワ ラー ムウ ウイ ー。 

「私たちに 食べさせ、 飲ませ、 満足 させ、 住まいを 
与えられる ァッ ラーに 賞賛 あれ。 十分に 満足す る こ 
となく、 保護され 安らぐ 場所 もない 者たち も 山 ほど 


① 訳者 注： 被 造 物は 全て ア ッ ラーの 支配 下に あると い うこと を 表して い 
ます。 
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いると いうのに。」 


が お t ゾ^が j 今 じ 1^1 >Li ^3 每 II じ 苗卜卢 ^1))-1 09 

0-5 J ^ 若 こ r 5 斗 t ム！ ill 'y (1)1 k Os^j シ 。ろ 主 


バ户が 其づ' 


み 峰 作ぶ ^夕、 ん t ろ y^j 



アツ ラー フン マ アーリ マルガイ ビ ワツ シャハ ー 
ダ。 フ ァーティ ラ ツ サマーワ ー ティ ワル アル ドウ。 
ラ ツバ クツリ シャイ イン ワ マリー カフ。 ア 
シュ ハドウ アツ ラー イラ ー ハ イツ ラー アン 
トウ。 アウ ーズ ビカ ミン シャツ リ ナフ スイ 
一。 ワ ミン シャツ リツ シャイ ターニ ワ シル 


キヒ 。ワ アン アク タリファ アラー ナフ スイ 
ー スー アン、 アウ アジ ュッ ラフ イラ ー ムス 


リム。 

「アッ ラーよ、 不可視なる 世界と 可視なる 世界を 知 
る お ホよ、 天地の 創造主よ、 万物の 主 •支配者よ、 
私は あなたが 外に 真に 崇拝すべき ものは ない ことを 
証言し ます。 そして 自分自身の 悪、 シャイ ターンと 
シルク の の 悪から、 あなたに ご 加護を ホめ ます。 そし 
て 自分自身を 害する こと、 或いは 誰か 他の ムス リム 


① 36 頁の 訳注 ①を 参照の こと 
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を 害する ことからの 庇護を あなたに 求めます。」 


• 4 ミ 為 お 每矣 J 4 V 咚' J ： L ^ ミが 矣 - 1 1 0 

アッ = サジダ 章 （平伏 礼 章） と アル = ムルク 章 （大 
権 章） を 読む。 


峡 jj 古が! が 可 心 お t が! ぶぶ み J1))- … 
UJl^ 义ぶ I 以 jj 心 ^ t ぶ I ^ ぶ 姐 I 

P /♦ 心 • ^ ^ ♦ 一 /^ ♦ 一 ^ ♦* P ^ «« P 


. (( cJLI » j し く 111 di^j cJyi (^jJl dLbSsj c^l cciGl 
アツ ラー フン マ アス ラム トウ ナフ スイ ー イラ 
イク。 ワ ファ ウワ ドウ トウ アムリー イラ イク。 
ワ ワツ ジャハ トウ ワジュ ヒー イラ イク。 ワ 
アル ジヤア トウ ザハ リー イラ イク。 ラグ バタン 


ワ ラ ハ バタン イラ イク。 ラー マルジ ヤア ワ 


ラー マン ジャー ミン カ イツ ラー イラ イク。 
アーマン トウ ビ キタ ービカ ツラズ イー アンザ ル 
トウ。 ワ ビナ ビー イカ ツラズ イー アル サル トウ。 
「ァツ ラーよ、 私は 我が身を あなたに 服従 させ、 私 
のこと を あなたに 委ねました。 そして 私の 顔を あな 
たに 向け、 私の 背中を あなたの 庇護の もとに 置き ま 
す。 あなたを 望み、 あなたを 畏れての。 あなたからの 


① つまり アツ ラーの 報奨 やお 赦 しを 望み、 かれの お怒り や 懲罰を 恐れる 


避難所 も 救済 も あなたが 外にはありません。 私は あ 
なた が 下された あなたの 啓 典と、 あなたが 遣わされ 
た あなたの 預言者を 信じます。」 

29. 夜に 寝返りを 巧った 時の ドア ー 


爲 4: じ J jL ^ i 钟夕 加' y ! ii ! W - … 

• バ J 放 ' id 夕 ' 

ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フルワ ーヒ ドウ ルカ 
ツ ハール、 ラ ツブツ サマーワ ー ティ ワ ルアルディ 
ワ マー バイ ナフ マルア ズイ ーズ ルガ ツ ファ ー ル。 

「唯一 者で 支配者で ある ァッ ラーの 他に 真に 崇拝す 
べき ものはありません。 天地と その 間にある ものの 
主、 威光 高く 赦し 深い お 方よ。」 

30. 睡眠 時の 恐怖 や 寂し さを 感じた 時の ドア ー 


心 J . 。三し: P pj, んじ PJ 4^^ 山 じ 白 山 1 及 S ぶ))一 11 3 

/ / / 

. バ^ パぶ ホ み 叫 I 今が 


アウ ーズ ビ カリ マーティ ッ ラー ヒッ ターン マー テ 


ィ ミン ガ ダビ ヒ ワ イカ ービヒ 。ワ シャツ 
リ イ バーデ イヒ 。ワ ミン ハマ ザ ー テイ ッシヤ 


ヤー テイ ーニ ワ アン ヤ ハドウ ルー ン。 


「私は アッ ラーの 完璧な 御言 葉を もって、 かれの お 

怒り、 懲罰、 かれの しもべの もたらす 悪、 シャイ タ 
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ーンの 曝き、 そして シャイ ターンが 私の もとへ やつ 
て 来る ことからの ご 加護を ホめ ます。」 

31. 悪夢を 見た 時に する こと 


. ドく 叫し 


114 - 「左側に 唾を 吹く。 （ X 3 回)」 

「シャイ ターンと 見た 悪夢からの アッ ラーの ご 加護 
を 求める （「アウ ーズ ビッ ラー ヒ ミナ ッシャ イタ 
一ニ ッラ ジー ム （呪われるべき シャイ ターンから ア 
ッ ラーの 御 加護を 求めます)」 と 3 回 言う）。」 

「そして それまでとは 逆の 方を 向いて 寝る。」 

「誰に も その 内容に ついて 話さない。」 

115 - 「もしそう したければ、 礼拝の ために 起き上が 


32. ウイ Z ' 乂の 礼拝 時の クヌー ト のの ドア ー 



① 訳者 注： 「ウイ トル」 とは、 イシ ヤー 後から ファ ジュル 前までに 行う 
のが スン ナ .ム アツ カ ダ （義務では ない が 非常に 推奨され た 行為） と 
されて いる、 奇数 回の 形式を とる 礼拝の ことです。 「ク ヌート」 は、 
その 最後の ラク アの ルクー ウ前か 後に 行われる ドア ーの こと を 指し 
ます。 
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• バづみ 

アツ ラー フン マハディ ニー フィ ー マン ハダ イト 
ウ 。ワ アー フイ ニー フイ ー マン アーフ アイト 
ウ 。ワ タワ ツラ ニー フィ ー マン タワ ツ ライト 
ウ 。ワ バー リク リー フィ ー マー アア タイト 
ウ 。ワ キニー シャツ ラ マー カ ダイ トウ。 フ 
アイン ナカ タク ディー ワ ラー ユク ダー ア 
ライク。 イン ナフ ラー ヤズィ ツル マン ワー 
ライ トウ。 （ワ ラー ヤイ ツズ マン アーダ イト 
ウ） タ バーラ クタ ラツ バナー ワ タアー ライト 
ウ。 

「アツ ラーよ、 あなたが 導かれた 者の よう に 私を 導 
いて 下さい。 あなたが 護ら れた 者の ように 私を 護っ 
て 下さい。 あなたが その 諸事を 引き受け られた 者の 
ように、 私の 諸事を お引き受け 下さい。 そして あな 
たが 与えて 下さった ものに おいて 私を 祝福して 下さ 
い。 そして あなたが 運命 付けた 悪から 私を 御 護り 下 
さい。 あなた こそは 判決を 下される お 方で、 判決 さ 
れる 者ではありません。 あなたは、 あなたが 保護 さ 
れた 者を 辱める ことはありません。 （そして あなたが 
敵対した 者は、 権勢を 得る ことはありません） 私た 
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ちの 主よ、 あなたは 祝福に 溢れた 崇高な お ホです。」 
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. バ iL ^ ごぶみ; 可お ^ U が 夕ぶ夕 苗ん みみ S / ら 

アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビ リダ ーカ 
ミン サハ テイク。 ワ ビ ムアー ファー テイ カ ミ 
ン ウ クー バ テイク。 ワ アウ ーズ ビカ ミンク。 
ラー ウ フス イー サナー アン アラ イカ、 アン タ 


カマー アスナ イタ アラー ナ フス イク。 

「ァッ ラーよ、 私は あなたの ご 満悦に よって あなた 
の お怒りからの、 そして あなたの 寛容 さに よって あ 
なた の 懲罰からの、 あなたに よる、 あなたからの ご 
加護を 求めます。 私たちは あなたが 御自身を 讚美 さ 
れ たよう にあな たを 讚美す る ことは できません。」 


C ご/。 し 夕^ ご ^\j 



辟 ii な ^ 1))-1 18 


じ！ 細し ；>一^ ぶ^ j い 

心と ^ こづぶ J t iijiSsj (, 




夕 


夕^ ゾ 



jixLwvo 


J 


• バ ^ lUJj t 过！ 

アツ ラー フン マ イー ヤー カ ナ アブ ドウ。 ワ ラ 
カ ヌサッ リー ワ ナス ジュ ドウ。 ワ イラ イカ 


ナス アー ワ ナハ フイ ドウ。 ナル ジュー ラ ハマ 
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タカ、 ワ ナフ シャー アザー バク。 イン ナ アザ 
ー バカ ビル カーフ イリーナ ム ノレ ハク。 アツ ラー 
フン マ イン ナー ナス タイ ーヌ カ、 ワ ナス タグ 
フ イルク。 ワ ヌ スニー アラ イカ ル ハイ ラ、 ワ ラ 
ー ナク フルク。 ワ ヌ ウミヌ ビカ 、ワ ナフ ダ 
ウ ラク。 ワ ナフ ラウ マン ヤク フルク。 

「アツ ラーよ、 あなたを 私たちは 崇拝し、 あなたに 
ネ 斤り 跪き、 あなたへ と 向かって 奔走し 奉仕し、 あな 
たの ご 慈悲を 願い、 あなたの 懲罰を 怖れます。 あな 
た の 懲罰 は 必ずや 不信仰 者た ちに 降り かかります。 
アツ ラーよ、 私たちは あなたに ご 援助と お赦 しを ホ 
めます。 そして あなたを よく 讚美し、 あなたへの 不 
信仰には 陥り ません。 私たちは あなたを 信仰し ます。 
私たちは あなたに 服従し、 あなたを 信仰し ない 者 か 
ら 背き 去ります。」 

33. ウィ Z ' ノいり 礼拝の ザ ター^ 後の ズイ クル 

. バご jiij みツ ム )) バ少 jiili cioli ))-1 19 

スブ ハー ナル マリ キルク ツド ウー ス （ X 3 回） （3 回 

目は 声に 出して 言い、 次の 言葉を 付け足す。） ラ ツビ 
ル マラー イカ テイ ワツ ルーフ。 

「聖 なる 王者に 称え あれけ 回目には 「天使たち と 
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ジブ' ツー ノ いの 主」 と 付け足す)。」 

3 ん 苦楷と 悲しみの 際の ドア ー 


しド^>じ t し^^ し t cih^l ,v し cl 尸し ii^Up ^j\ 广ィ丄 !l パー 120 


/ 0 ご/ 


J 女 公 yL^l jl 



お MJ tlijUi な よ \^ t di^ な 

たムタ . IL 公 J 过 タタ .直: 

グ / / **/ 

ろ ^ J <• J 少 J t お ぶ J^' l ) し ii 作 y^' み 

• バタ 4" じ 之 三 t J ^- 

アツ ラー フン マ イン ニー アブ ドウ ク 。イブ ヌ 


アブ デ イク。 イブ ヌ アマ テイク。 ナース イヤ テイ 
ー ビヤ デ イク。 マー デイン フイ ーヤ フ クム カ、 
アド ウル ン フイ ーヤ カダー ウク。 アスア ルカ 
ビクツ リス ミン フワ ラ カ、 サン マ イタ ビヒ 
ナフ サク。 アウ アンザ ル タフ フイ ー キタ ービ 
ク。 アウ アツ ラム タフ アハ ダン ミン ハルキ 
ク。 アウ イス タア サルタ ビヒ フイ ー イルミ ル 


ガ イビ イン ダク。 アン タジュ アラ ルク ルアー ナ 


ラビ ーア カルビー。 ワ ヌーラ サ ドウ リー。 ワ 
ジャ ラー ア フズ ニー。 ワ ザハーバ ハン ミー。 

「アッ ラーよ、 私は あなたの しもべです。 あなたの 
男の しもべの 息子で、 あなたの 女の しもべの 息子で 
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す。 私の 前髪は あなたの 御手に 委ねられ ています の。 
あなたの 私に 対する 裁定は 既に 成され、 私に 関する 
あなたの 判決は 公正です。 私は あなたが 自らそう 名 
付けられた、 あるいは あなたの 啓 典の 中で 下された、 
あるいは あなたが あなたの 創造物に 教えられた、 あ 
るいは あなたが 不可視なる 知識に おいて それを 占有 
されて いる 全ての 御 《において、 ク ルアー ンを 私の 
心の 春と し、 私の 胸中の 光と し、 私の 悲しみ や 不安 
を 取り除く ものと して 下さい。」 


り ^ J1 ji-fUl))- 1 2 1 

• (り 身 苗少み 1 


アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ ミナ 
ルハン ミ ワルハ ザン。 ワル アジ ュズィ ワル カサ 
ル。 ワル ブフリ ワルジ ュブン 。ワ ダラ イツ ダイ 
ニ ワ ガ ラバ ティ ツリ ジャール。 

「ァッ ラーよ、 苦‘ 階と 悲しみから、 無能と 怠惰から、 
吝畜と 臆病から、 借金の 重みと 男たち の 圧制からの 
ご 加護を ホめ ます」 


① 訳者 注： 97 頁の 脚注 ① 参照。 
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35. 心配を 除去す る ドァ' 一 

ん piiii ^>11 三 / 心 1 'yiiii'y C ^1 piiii^ji'yiaji w -122 

• ( みぶ! 1 ^>11 ijj ^ が 心 j 叫 j 妈 1 心夕加 

ラ' ー イラ^ ー ハ イ ツラツラ^ ー フル アズ イ^ ー ムルハ 
リーム。 ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ラツブ 
ル アル シル アズ イー ム。 ラー イラ ー ハ イツ ラツ 
ラー フ ラ ツブツ サマーワ ー テイ ワ ラツ ブルア 
ル デイ ワ ラツ ブルア ルシル カリーム。 

「偉大 かつ 寛大な ァ ッ ラーが 外に 真に 崇拝すべき も 
のはな く、 偉大なる 玉座の 主で ある ァツ ラーが 外に 
真に 崇拝すべき ものは なく、 天地の 主 •貴い 玉座の 
主ァ ツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものは あり ませ 
ん。」 

ci 夕 ぶ ツ^ 户 J 、 ci じ 1 2 3 

.バ^け 义ぶぶ i 

アツ ラー フン マ ラ ハマ タカ アル ジュー ファラ 
ー タキ ル ニー イラ ー ナフ スイ ー タル ファタ 
アイン。 ワ ア スリフ リー シヤ アニー クツラ 
フ。 ラー イラ ー ハ イツ ラー アン トウ。 

「ァッ ラーよ、 あなたの ご 慈悲を 願います。 私を 一 

瞬たり とも 見放さないで 下さい。 私に 関する こと 全 
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てを 正して 下さい。 あなたが 外に 真に 崇拝すべき も 
のはありません。」 

. バ如似 1 シぶ j ! ぶ 占 P 心 W -124 
ラー イラ ー ハ イツ ラー アン タ スブ ハー ナカ 
イン ニー クン トウ ミナ ツ ザーリ ミー ン。 

「あなたが 外に 真に 崇拝すべき ものは あり ません。 
あなたに 称え あれ。 私は 本当に 罪悪 者の 類でした。」 

アツ ラー フ アツ ラー フ ラッ ビー ラー ウシ ュ 


リク ビヒ シャイアー。 

「アツ ラー、 アツ ラー こそ 私の 主、 私は かれに 何も 
の も 並べて 拝し ません。」 

3 も 敵 や 暴君に 会う 時の ドア ー 


• ^ 八 斗 三 J ciLU ^ U 1 1 26 

アツ ラー フン マ イン ナー ナジュ アル カ フイ ー 


ヌ フー リ ヒム。 ワ ナウ ーズ ビカ ミン シュ 


ルー リ ヒム。 

「アッ ラーよ、 私たちは あなたを 彼らに 対する 護り 
とし、 あなたに 彼らの 諸悪からの ご 加護を 求め ま 
す。」 
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t J j-s^l dJjj t J j ^\ dJj t し 5 一八 t c*Jl ji-^1))- 12 7 

•(なぶ 聲 

アツ ラー フン マ アン タ アド ウディ ー。 ワ アン 
タ ナス イーリー。 ビカ ア ジュール。 ワ ビカ ア 


スール。 ワ ビカ ウ カー テイル。 

「アツ ラーよ、 あなたは 私の 力で、 あなたは 私の 援 
助 者です。 あなたに よって 遠征し、 あなたに よって 
攻め入り、 あなたに よって 戦います。」 


.バ が;! ド/加 1^))-128 

ハス ブナ ッ ラー フ ワ ニア マル ワキ ー ル。 

「私たちには アッフ^ 一 がいれば 十分です。 アッフ^ 一 
こそ 最高の 庇護 者です。」 

37. 暴君の 不正を 恐れる 者の ドア ー 


しじ 产 ぶ^ 广 二^ ' ^ こご こ J' 今 V 三 广 ■fUl))- 1 2 9 

づ 心^ i ん ^ c 0^ 鮮 

. バ心 h! 5J! ツ ^ t li が 心 ^ t お t / ぶ 


ア ツ ラー フ ンマ ラ ツバ ツ サマーワ ー テイ ツサ ブイ、 
ワ ラ ツバル アル シル アズ イー ム。 クツ リー ジヤ 
ー ラン ミン フラー ニブニ フラー ニン （ここに 
対象と なる 者の 《前を あてはめる）、 ワ アハ ザービ 
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ヒ ミン ハラー イキ カ、 アン ヤフ ルタ ア ライ 
ヤ ア ハドウ ン ミン フム アウ ヤ トウ ガー。 ア 
ツザ ジャール カ、 ワ ジャツ ラ サ ナーウ カ。 ワ 
ラー イラ ー ハ イツ ラー アン トウ。 

「アツ ラーよ、 7 層の 天と 偉大な 玉座の 主よ、 何某 

(ここに 対象と なる 者の 《前を 入れる） とその 徒党 
が 私を 虐げる ことのな いよう、 私の 隣人 （守護 者） 
になって 下さい。 あなたの 隣人と なった 者 こそ 強大 
で、 あなたへの 讚美 こそ 崇高です。 あなたが 外に 真 
に 崇拝すべき ものはありません。」 


も 


‘ .1 可 ししす 每 八户 し ぶ、 1 5 0 
01 >^1 ピ jji 

^ が J ^ ホ ミ^ぶ 若^ i ^ t 為^^! ^ か 

. お おなお t 神し 

.バ li 夕 

アツ ラー フ アク バル。 アツ ラー フ ア アッズ ミ 


J 


ン ハルキ ヒ ジャ ミーア ー。 アツ ラー フ アアツ 
ズ ミン マー ア ハーフ ワ アハ ザル。 アウ ーズ 


ビッ ラー ヒッラ ーズ イー ラー イラ ー ハ イッ ラ 
ーフ。 アル ム ムス イキ ッ サマーワ ー テイ ツサ ブイ 
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アン ヤカ アナ アラ ルアルディ イツ ラー ビイ 
ズ ニヒ、 ミン シャツ リ アブ ディ カ フラー ニン 

(ここに 対象と なる 者の 《前を 入れる） 、 ワ ジュヌ 
ー デイ ヒ ワ アト ウバー イヒ ワ アシュ ヤー イ 
ヒ、 ミナ ル ジン ニ ワル インス。 アツ ラー フン マ ク 
ツリー ジャー ラン ミン シャツ リ ヒム。 ジャツ 
ラ サナ ーウカ ワ アツ ザ ジャール カ。 ワ タ 
バーラ カス ムカ 、ワ ラー イラ ー ハ ガ イルク。 

( X 3 回） 

「アツ ラーは 偉大な り。 アツ ラーは 全ての かれの 創 
造 物より 偉大な り、 アツ ラーは 私が 恐れ 私が 警戒す 
る ものが 上に 強大な り。 私は かれが 外に 真に 崇拝す 
べき ものは 無く、 かれの 許可な しには 大地に 崩れ 落 
ちて しまう ところの 7 層の 天を 支える お ホア ツ ラー 
に、 人と ジンから 成る あなたの しもべの 何某 （ここ 
に 対象と なる 者の 《前を 入れる） と 彼の 軍隊 • 追従 
者たち. その 一派の 悪から ご 加護を 求めます。 アツ 
ラーよ、 彼らの 悪から 私を 護る 隣人 （守護 者） にな 
つて 下さい。 あなたへの 讚美 こそ 崇高で、 あなたの 
隣人 こそ 強大です。 あなたの 御名は 祝福に 溢れ、 あ 
なた が 外に 真に 崇拝すべき ものは あり ません。」 
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3 ん 敵に 対する ドア ー 

^ し し 一。 1 / 一み 一咚 U 若 ^1))-1 31 

アツ ラー フン マ ムン ズイ ラル キタ ーブ。 サ リーア 
ルヒ サーブ。 イフズ イミ ルアハ ザーブ。 アツ ラー フ 
ン マフ ズ イム フム ワ ザル ズイル フム。 

「アッ ラーよ、 啓 典を 下された お ホよ、 清算を 敏速 
になされ る お 方よ、 敵軍を 敗走 させて 下さい。 アッ 
ラーよ、 彼らを 揺るがせ 敗走 させて 下さい。」 

39. 人々 を 恐れる 時に 言う ドア ー 

•バ みら 以轉 1))-1 32 

アツ ラー フン マク フイ ニー ヒム ビ マー シ ウタ。 

「アッ ラーよ、 あなたが 望まれる ホ 法で 私を 彼ら か 


ら お 護り 

F さい。」 


40. 信仰心に 疑問が 生じた 者の ドア ー 

133- 「疑 

いを 持った こ 

とから ァッ ラーに ご 加護を 求 

める。」 


. ((4 Jl ふ 辜な T))-134 

アーマン 

トウ ビッラ 

ーヒ ワ ルス リヒ。 


「私は アツ ラーと かれの 預言者た ちを 信じます。」 
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• 4(^ み与， 3 ^^丘^じ^那 J か 矣 - 1 35 

フワ ル アウ ワル ワ ルアー ヒル ワツザ ー ヒル 
ワル バー テ イヌ ワ フワ ビ クツリ シャイ イン 
ァ リーム。 

厂アッ ラーよ、 あなたは 過去の 永遠から 存在され たお 
ホ。 未来の 永劫に かけて 存在され る お ホ。 最も 高き に 
おられる お ホ。 最も 近くに おられる お 方です。 そして 
かれは 全ての 事物を 熟知な されます。』 【鉄 章： 3】 

41. 重い 負債を 抱えた 時の ドア ー 

。み diUi ^ し ; jJMj dLr 三 若 ぶ’ 神 1))- 1 5 ら 

アツ ラー フン マク フイ ニー ビ ハラー リカ アン 
ハラー ミカ ワ アグ ニニ ー ビフ ァド ゥ リカ ア 
ン マン ス イワ ーカ。 

「アツ ラーよ、 私を ノ 、ブー^の ものでは なく あなた 
のノ 、ブー ノ W もので 充分と して 下さい。 ① そして あ 
なた の 恩恵に よって、 私を あなた だけで 足る 者と し 
て 下さい。」 


① 訳者 注： ハ ラームとは イス ラーム 法 上 非合法と 規定され た 物事で、 ハ 
ラ ー ル とは そこ において 合法と 規定 さ れた 物事。 
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し^^ じ j ^ み じ 科 三 尸う み (Jl 广 ■ fUl ))- 1 3 7 


. (( Jl^；!l ^v ： l!l A^jc ぶ 1 j 


アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ ミナ 
ルハン ミ ワルハ ザン。 ワル アジ ュズィ ワル カサ 
ル。 ワル ブフリ ワルジ ュブン 。ワ ダラ イツ ダイ 
ニ ワ ガ ラバ ティ ツリ ジャール。 

「ァッ ラーよ、 苦‘ 階と 悲しみから、 無能と 怠惰から、 
吝畜と 臆病から、 借金の 重みと 男たち の 圧制からの 
ご 加護を ホめ ます。」 

42. 礼拝 や 読誦 時の 悪魔の 曝き に対する ドア ー 


. (( ド :;^ jJl S 13 8 
アウ ーズ ビッ ラー ヒ ミナ ッ シャイみ 一ニ ッ ラジ 


ーム。 （そして 左の ホに 3 回 唾を 吐く） 

「私は アッ ラーに、 呪われるべき シャイ ターンから 
の ご 加護を ホめ ます。」 

4 义 物事に 困難を 見出した 者の ドア ー 

ojjLl ^ ち % 夕 4^ じ ' 'y ^1))_ 1 3 9 

了 ッ y ー フン マ つ ー サノ 、フ イツ フ' ー マ ー 
ジヤ アル タフ サハラ ー。 ワ アン タ タ ジュア 
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ルル ハズナ イザ ー シ ウタ サハラ ー。 

「ァツ ラーよ、 あなたが 容易く した こと だけが 容易 
くなる のです。 あなたが 望めば 悲しみ も 容易くな り 
ます。」 

4 ん 罪を 犯した 者が 言い、 行う こと 

140- 「罪を 犯した しもべが 体を よく 清め、 立ら 上が 
って 2 ラク ァの 礼拝を し、 それから ァツ ラーに お赦 
しを たえば、 かれは その 罪を 赦 されない こと がな 

い。」 

45. 悪魔と その 囉 きを 放逐す る ドア ー 

141- 「 アツ ラーに シャイ ターンからの ご 加護を 求め 
る。」 

142 - 「グダ ー ソ^を 言う。」 

143- 「ズ イク ルの 言葉を 唱え、 ク ルアー ンを 読む。」 
4 ん 望まない こと や 止む を 得ない ことが 

起こった 時の ドア ー 

. (( 立 ; じ じ J 説 I jji))— 144 

カダル ツ ラー ヒ ワ マー シャー ア ファ アル。 

「これ こそは アツ ラーの 定められ たこと。 かれは か 
れが お望みに なること を 行われた。」 

① 訳者 注： 31 ページの 脚注 参照。 
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47. 出産祝いの 言葉と その 返事 
C olit み t 〇兴 J t ^ み cj 过夕ぶ 1 おし :))- 1 4 5 

•(ちみぶ 

バーラ カツ ラー フ ラ カ フイ ル マウフ ービ ラク 
ワ シヤ カル タル ワー ヒブ 。ワ バラ ガ ア シュツ 
ダフ、 ワ ルズイ クタ ビツ ラフ。 

「あなた に 授けら れた 子供に 関して アツ ラーが あな 
たを 祝福して 下さいます ように。 そして あなたが 子 
供を 授けた お ホに 感謝し ますよう。 そして 彼が 成長 
した 焼には、 あなたが 彼の 孝行を 受けます ように。」 

t 4 j 1 ciLi jjj c 1 4 j 1 iil • 一 ^ J t ciLlU iijLJj ciU 4ll が し 4)) 

.バ部 夕ぶホ 

(そして 祝福を 受けた 者は 相手に 次の よう に 返す） バー 
ラ カツ ラー フ ラ カ ワ バーラ カ アラ イク。 ワ 
ジャザ ーカ ツ ラー フ ハイラー。 ワ ラ ザ カ カツ ラ 
ーフ ミス ラフ、 ワ アジ ュザラ サワー バク。 

「アツ ラーが そのこと を 祝福し ますよう に。 そして 
あなたに も 祝福 あれ。 アツ ラーが あなたに も 良い 報 
奨を 授けて 下さいます ように。 そして アツ ラーが あ 
なた に 同じように 子を お恵みに なり、 あなたへ 多く 

の 報奨を 授けて 下さい ますよう に。」 
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4 ん 子供の ための 魔よ け 
ア ッ ラーの 御 使いは 孫の アル = ハ サンと アル = フ 
サインに、 次の ような 御 加護の 言葉を 用いて ネ斤 願し 

た： 

み 立 ] 苗 j . だ Uj 心^ だ 白 こ 4 み 1 4 6 

•( が y 

ク 

ウイ^ ー ズク マ^ ー ビ カリマ^ ー テイ ッ ラ' ー ヒ ッタ' ー ン 
マ。 ミン クッリ シャイ ターニン ワ ハーン マ。 
ワ ミン クッリ アイ ニン ラーン マ。 

「私は あなた 方 2 人 の のために、 完全な ア ッ ラーの 御 
言葉に よって、 全ての シャイ ターンと 毒を 持つ 生物 
から、 そして 悪を もたらす 全ての 邪視 からの ご 加護 
を 求めます。」 

49. 見舞い 時の 病人への ドア ー 

. ( な ULi d\jj^ ^t'y))-147 

ラ' ー バ アサ タフ^ ー ルン イン シヤ' ー アツ ラ^ 一 〇 


① 「あなた」 と 単数 2 人称で 言う 場合は、 冒頭の 「ウイ ー ズク マー」 を 
「ウ イーズ カ （男性)」 あるいは 「ウ イーズ キ （女性)」 と 言い換え ま 
す。 また 「あなた ホ」 と 複数 2 人称で 言う 場合は、 同様に 「ウ イーズ 
クム （男性、 あるいは 男女 混合）」 あるいは 「ウイ ー ズク ンナ が 性）」 
と 言い換えます。 同様に 「彼」 の 場合は 「ウ イーズ フ」、 「彼女」 の 場 
合は 「ウイ ー ズハー」、 「彼ら」 の 場合は 「ウ イーズ フ ム」、 「彼女たち」 
の 場合は 「ウ イーズ フン ナ」 となります。 
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「大きな 問題ではありません。 アッ ラーが そう お 望 
みであるなら ば、 あなたの （罪と いう） 巧れ が 清め 
られ ますよう にの。」 



jUt)) 
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アスア ルツ ラー ハルア ズイ ー マ ラ ツバル アル シル 
アズ イー ミ アン ヤシ ュ フイ ヤ カ。 （ X 7 回） 

「私は、 偉大なる ァッ ラー、 偉大なる 玉座の 主に あ 
なた を 癒して 下さる こと を 祈ります。」 

50. 病人を 見舞う ことの 徳 
1 が一預言者 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「ムス リムの 兄弟を 見舞う 者は、 彼の もとを 
訪れて そこに 腰を下ろ すまで 楽園の 道を 歩んで いる, 
そ して 腰を下ろ したと き には、 慈悲が 彼を 包み込む。 
もし それが 朝だった のなら、 7 万の 天使が 夜になる 
まで 彼を 祝福す る。 そしても し 夜だった のなら、 や 
はり 7 万の 天使が 朝を 迎える まで 彼を 祝福す る。」 


① 訳者 注： 病 や 不幸 や 苦難な どは、 ムス リムの 鷹 罪と なります。 預言者 
ム ハン マ ドは 言い ま した： 「ムス リ ムに 降り かかる 災難で、 それによ 
つて 彼の 罪が 赦 される こと にならない ものは ない。 例え それが 一本の 
とげに よる 痛みだった と しても。」 （アル ニブ ハーリーと ムス リ ムの伝 
承） 
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51. 死期が 迫った 病人の ドア ー 

. ((が 1 お> 鼻ツ j ^ 若 1 誤 1))- 。 0 

アツ ラー フン マグ フイ ル リー ワル ハム ニー ワ 
アル ヒク ニー ビツ ラ フイ ー キル ア アラー。 

「アツ ラーよ、 私を 御赦し 下さい。 私に ご 慈悲を お 
かけ 下さい。 最 局の 同伴者の 御許① へと、 私を おおし 
下さい。」 

. バ今 1 夕过 (1)1 4ii ill 'y))- 1 5 1 
「預言者は 自らの 死に 瀬した 時、 彼の 両手を 水に つ 
けさせる と、 その 手で 顔を 撫でて 次の よう に 唱えた： 
ラー イラ ー ハイ ツラツ ラー フ イン ナ リル マ 
ウ テイ ラサ カラー トウ。 

『アツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは なし。 本当 
に 死とは 苦しい ものである。』」 

^ ' y ! 5 J ! 义 ：2：\^ j 义 タド ピ心 1 ' yfj ! 齋 パ 2 

J 'y j 夕ぶ 1 ' y ! ii ! 义 1; 少 1 み ciOii な夕ぶ 1 ' y ! aj ! 义な み 若 

.((ぶし' 

フー イ フー ノ、 イツ フツ フーフ ワツ フーフ ア 
クバ ル。 ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ワ ハダ 

① 訳者 注： 「最高の 同伴者」 とは アツ ラー、 あるいはな 前の 預言者たち 
などから 成る 天国の 住人、 などと いう 解釈の 仕 ホが あり ます。 
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フ。 ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ワハ ダフ 
ラー シャリー カ ラフ。 ラー イラ ー ハ イツ ラ 
ツ ラー フ ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム ドウ。 ラ 
ー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ワ ラー ハウラ 
ワ ラー クウ ワタ イツ ラー ビツ ラー。 

「アツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは 無し。 アツ 
ラーは 偉大な り。 唯一の アツ ラーが 外に 真に 崇拝す 
べき ものは 無し。 唯一で 並ぶ 者 無き お ホア ツ ラーが 
外に 真に 崇拝すべき ものは 無し。 アツ ラーが 外に 真 
に 崇拝すべき ものは 無し 主権と 讚美は かれの もの。 
アツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは 無し。 至高 至 
大 のアツ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大なる もの も 
なし。」 

52. 死に 瀬した 者への 言葉 

•(な 3 

ラーイ ラー ハ イツ ラツ ラー （つまり 死に 瀬した 者に 
この 言葉を 口にさせる ために、 周りの 者が この 言葉を 唱 
える こと）. 

「最後の 言葉が 「アツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき も 
のは 無し」 であった 者は 天国に 入る。」 
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災難に 見舞われた 者の ドア ー 

J 可 じじ 心 じ P )- 15 4 

/ 


イン ナー リツ ラー ヒ ワ イン ナー イ ライヒ 
ラージ ウー ン。 アツ ラー フン マ アジ ュル ニー フイ 
ー ムス イーバ テイ ー ワ ア フリフ リー ハイ 
ラン ミン ハー。 

「本当に 私たちは アッ ラーの もの、 本当に 私たちは 
アッ ラーの 御 許へ 帰って 行きます。 アッ ラーよ、 私 
が 受けた 災難に おいて 私に 報奨を 与え、 こ の 災難の 
後に それより 素晴らし いものを 私に お授け 下さい。」 

5 ん 死人の 目を 閉じる 時の ドア ー 

J 4_iU-lj c J 1 5 5 

。 ぶ J J ^ と じ t 尚 ' V 八 少な 若 ， j t 苗ぶ 占 ' J 

.((aJ 

アツ ラー フン マグ フイ ル リ ( ここに 故人の ぶ 前を 
入れる ) ワルフ ァウ ダ ラジャ タフ フ イルマ ハ デ 
イー イー ン。 ワ フル フフ フイ ー アキ ビヒ フイ 
ノレ ガービ リーン。 ワグ フイ ル ラナ ー ワ ラフ 
ヤー ラ ツバ ルアー ラミー ン。 ワフ サフ ラフ フ 
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イー カブ リヒ ワ ナウ ウイル ラフ フイ ーヒ 
「アッ ラーよ、 何某 ( ここに 故人の 《前を 入れる ) 
を赦 した まえ。 そして 導かれた 者たち の 中に おいて 
彼の 位階を 上げて 下さい。 彼の 後に、 私たち 残され 
た 者たち の 中に 彼を 継ぐ 者を お与え 下さい。 万有の 
主よ、 私たちと 彼を お赦し 下さい。 彼のた めに その 
墓を にげて、 その 中を お照らし 下さい。」 

55. 死人の ために 祈る 時の ドア ー 


。ゴ^ 六ら. 公 こ 苗 Ijt Ailijc 谷ツ j i ! 兴 1 ^1))-1 56 
こ 立 4^ ご お し: 11 ふ’; y を t 三づじ こ lill j .liL iL ^ ljc 化！^ 
^ 少可 u -5 心ら t ミ少 こ尸ぅ b じ ジ 少訂 j t 六!!' 己ぅ し^ ミ'^' 

(^1 J_P <) r^ill (^1 J_P .•一 0 j (. 4J.^1 三 1 。 t A^^ - 夕 •、 （^1 ^ 9 •) ータ 

. ((jllll 


アツ ラー フン マグ フイ ル ラフ ワル ハム フ。 ワ 
アー フイ ヒ、 ワアフ アン フ。 ワ ア クリム ヌズ 
ラフ。 ワ ワツ スイ ア ム ドウ ハ ラフ。 ワグ スイ ル 
フ ビルマ ーイ ワツ サル ジ ワル バラ ドウ。 ワ 
ナツキ ヒ ミナ ル ハター ヤー カマー ナツ カ イタ 
ツ サウ バル アブ ヤダ ミナ ツダ ナス。 ワ アブ ディ 
ルフ ダーラン ハイ ラン ミン ダー リヒ 。ワ 
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ア ハラン ハイ ラン ミン ア ハリヒ 。ワ ザウジ 
ャン ハイ ラン ミン ザウジ ヒ 。ワ ア ドウ ヒル 
フル ジャンナ。 ワ アイ ズフ ミン アザー ビル カ 
ブリ ワ アザー ビン ナー ル。 

「ァッ ラーよ、 彼を 赦 し、 彼に ご 慈悲を 与え、 彼を 
癒し、 お守り 下さい。 そ して 彼に よい 住まいを 与え、 
その 入り 口を にげ、 水と 雪と 霉で 彼を 清めて 下さい。 
そして あなたが 白い 服を 汚れから 清浄に された よう 
に、 彼を その 過ら から 清めて 下さい。 そして 彼に （生 
前の） 彼の 住処 よりも 素晴らしい 住処 を、 彼の （生 
前の） 家族よりも 素晴らしい 家族を、 彼の （生前の) 
配偶者より 素 晴ら しい 配偶者を 引き換えに お与え 下 
さい。 そして 彼を 楽園に 入れ、 墓の 災難と 業火の 懲 
罰から 彼を お 護り 下さい。」 


じ j\^ J じ 1 11 


，も t 蜂 ^1))-1 57 


与 ^^ j t ^^)/1 ぶ 谷 f ^ 許し 舱 1 j お S j 
. ((oiL ： li 令 ^ j 言 ; た^ 'y 神し ； ) が 1 ぶ を ^ 

アツ ラー フン マグ フイ ル リハイ イナー、 ワ マイ 
イテ イナー、 ワ シャー ヒデ イナー、 ワ ガー イビ 
ナー 、ワ サギ ー リナ ー ワ カ ビー リナ ー、 ワ ザ 
カリナ ー ワ ウン サーナ ー。 アツ ラー フン マ 


マ 
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ン アハ ヤイ タフ ミンナ ー ファア ハイ ヒ アラ 
ルイス ラーム。 ワ マン タワ ツフ ァイ タフ ミン 
ナー ファタ ワツ ファフ アラ ルイ ー マーン。 アツ 
ラー フン マ ラー タハリ ムナ ー アジ ュ ラフ ワ 
ラー トウ ディ ツ ラナ ー バァ ダフ。 

「ァツ ラーよ、 私たちの うち 生きて いる 者たち を、 
t く なった 者たち を、 この 場に 居合わせ ている 者た 
ちを、 不在の 者たち を、 老若男女を お赦し 下さい。 
ァツ ラーよ、 あなたが 私たちの 内で 生かす 者は イス 
ラームに おいて 生かして 下さい。 あなたが 私たちの 
内で 死を 与える 者は、 信仰を もった 状態で 死なせて 
下さい。 ァツ ラーよ、 その 報奨 ①を 私たちに 禁じない 
で 下さい。 また 私たちを その後で 迷わせないで 下さ 
い。」 

與 t ち お J t み^ 广 fUi ))- 1 5 8 

山 1 ぶツ j な 若 U . み じ ミみ 1 j c jilii 一為 1 

.バ^;! じみ 1 

アツ ラー フン マ イン ナ ( ここ に 故人の^ 前を 入れ 
を） フィ ー ズ ィンマ ティク。 ヮ ハブリ ジヮー 

① 訳者 注 ： つまり 葬儀の 礼拝に 参加す る ことによ っ て 得られる 報奨の こ 
と。 
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リク。 ファ キヒ ミン フィ トウ ナティ ルカ ブリ 
ワ アザー ビン ナー ル。 ワ アン タ ア ハル ルワフ 
ァーイ ワル ハック。 フ ァグ フィ ル ラフ ワルハ 
ムフ イ ン ナカ アンタル ガフ ー ルッ ラ ヒー ム。 

「ァッ ラーよ、 本当に 何某 ( ここに 故人の 《前を 入 
れ る ) は あなたの 庇護の もとに、 あなたを 頼みの綱 の 
としてい ます。 ですから 墓の 災難と 業火の 懲罰から 
彼を 御守り 下さい。 あなた こそ 約束を 履行す る 真理 
の お ホです。 彼を 赦 し、 彼に 慈悲を 垂れて 下さい。 
本当に あなたは よく 赦 される 慈悲 深い お ホです。」 

0-^ 於 心ら t み とに, 己一: 1 j 与 ^'))-1 59 

. ( 、ん IL-wwO (1)15* 0 レ t 4 jLwwv^ ^ 三 ^ Lwwv^ 〇ピ Oj_ t4jl 
アッ ラー フン マ アブ ドウ カ ワブヌ アマ ティ カ 
ハター ジャ イラ ー ラ ハマ ティク。 ワ アン タ 
ガ ニー ユン アン アザー ビヒ。 イン カー ナ ム 
フス ィナ ン ファ ズィ ドウ フィ ー ハサ ナー ティ 
ヒ 。ワ イン カー ナ ムス ィー アン ファタ ジヤ 

① 訳者 注： 当時の ァラブの 1 習慣と して、 旅人 や 商人な どは ある 部族の 
支配 地域を 安全に 通過したい 時、 その 部族の 長から 庇護を 得る 習慣が 
ありました。 これが ここでは 「頼みの綱」 と 意訳した レ、 ブル •ジワ 
ー リカ」 という 言葉の 由来です。 ここでは 故人が ァッ ラーの 庇護の も 
と にある こと を 指し、 それゆえに 来世に おける 諸々 の 災難 や 懲罰から 
の 彼の 安全を ネ 斤って いるので す。 
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ーワズ アン フ。 

「アツ ラーよ、 あなたの しもべ、 そして あなたの 女 
しもべの 息子は あなたの ご 慈悲を 必要と しています。 
そして あなたは 彼を 罰さず とも 済ます ことが 出来る 
お ホです。 もし 彼が 良い 人物であった のなら 彼の 善 
行 を 増やし、 も し 悪い 人であった のなら それを 見逃 
してやって 下さい。」 

5 も t く なった 子供の ためにが る 時の ドア ー 

. バ 為 1 一 lli シ ol^f ^1))-160 

アツ ラー フン マ アイ ズフ ミン アザー ビル カブ ノレ。 
「アッ ラーよ、 彼を 墓の 苦しみから お助け 下さい。」 


户三 許し i4 み ^ 之 j ムづ 夕 ^ 1 許 W: jii み 

y LiS* J t j t か j 作 ! 女 


ク / ク 


心 Ij . ミ 少三广 oj みし じ ジ 苗ら. 戸ぅ 4' 每;^ 知. 户蝴 

((；) Q / L ^ 心 み 切 j 1 若 1 み!し 如 ! シ /1 ぶ 


ザ 


そしてこう 続ければ 尚 良い： アツ ラー フ ン マジ ュ 
アルフ ファラ タン ワ ズ フラン リワ ーリ ダイ 
ヒ 。ワ シャフ イー アン ムジ ャー バー。 アツ ラー 
フン マ サッキ ノレ ビヒ マ ワーズ イ ナフ マー ワ 
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アァズ ィム ビヒ ウジ ュー ラフ マー。 ワ アル ヒ 
クフ ビ サーリ ヒル ムウ ミ ニーナ、 ワジュ アルフ 
フィ ー カ ファー ラ ティ イブ ラー ヒー ム。 ワ キ 
ヒ ビラ ハマ ティカ アザー バル ジヤ ヒー ム。 ワ 
アブ ディル フ ダーラン ハイ ラン ミン ダー リ 
ヒ 。ワ ア ハラン ハイ ラン ミン ア ハリヒ 。ア 
ツ ラー フン マグ フィ ル リアス ラー フ ィナー。 ワ 
アフラ ー テ ィナー。 ワ マン サバ カナー ビ ルイ 

ー マーン。 

「アツ ラーよ、 （夭折した 子を） 彼の 両親の 先駆 の、 
そして 来世での 報奨と し、 必ず 受け入れられる 執り 
成し 人と して 下さい。 アツ ラーよ、 彼に よって 両親 
の 善行の 稗を 重く し、 彼らの 報奨を 偉大な ものにし 
て 下さい。 また （来世に おいて） 彼を 信仰者た ちの 
中で も 敬虔な 者の 仲間に 入れ、 そして イブ ラー ヒー 
ムの 保護の もとに おいて 下さい。 あなたの ご 慈悲で 
彼を 地獄の 苦 しみ か らお 護り 下さい。 そ して 彼に （生 
前の） 彼の 住処 よりも 素晴らしい 住処 を、 彼の （生 
前の） 家族より も 素 晴ら しい 家族を、 お与え 下さい。 
マツ' 7 一 よ、 私たち の 祖先 たち、 子孫たち、 私たち 


① つまり 天国に 入る ことに おいて、 両親に 先駆ける という こと。 
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に 先駆けて 信仰に 入った 者た ちを お 赦し下 さい。」 


. (d^tj C UUjc 山 ;^ なな ^1))-1 61 
アツ ラー フン マジ ュ アルフ ラナ ー ファラ タン、 
ワ サラ ファン、 ワ ア ジュラ ー。 

「ァッフ^ 一 よ、 彼を 私たちの 先駆と し、 先人と し、 
報奨と して 下さい。」 

57. 弔問の 際の ドア ー 


夕 




oJLJ ^ み,: 占 じ 4_1 J t Lo <uj 16 2 

0 0 / 

a ゥ / 0 / 0 0 /い 


イン ナ リッ ラー ヒ マー アハ ザ、 ワ ラフ マ 
ー アァ ター ワ クッル シャイ イン イン ダフ 
ビア ジヤ リン ムサン マー •••ファルタ ス ビル ワ 


ルタ ハ タス イブ。 

「実に アツ ラーが お取りに なった ものと お与えに な 
られ たものは、 アツ ラーに 属する。 そして かれの 御 
許に ある もの 全てには、 決められた 定 命が ある。- •• 
それゆえ よく 耐え、 そこに おいて 報奨を 求めな さ 


またこう 言えば より 良い： アァ ザ マ ッ ラー フ ア 
ジュラ カ、 ワ ア ハサ ナ アザ ーアカ ワ ガフ ア 
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ラ リ マイ イ ティカ。 

「アッ ラーが あなたの 報奨を 比類な く 大きな ものと 
して 下さいます よう。 あなたの 哀悼を よき ものと し、 
故人の 罪が 赦 されます よう。」 

5 ん 遺体 埋葬 時の ドア ー 


ビス ミ ッう ー ヒ 


. ぶ j ^))-1 63 
ワ アラー スン ナティ ラス ー 


リ ッ フー。 

「アツ ラーの 御 《において、 アツ ラーの 使徒の^ ン 
ブ ぶに 従って。」 

59. 遺体 埋葬 後の ドア ー 

.バ巧 弁 1な 若 1 班! 1))-1 64 

アツ ラー フン マグ フイ ル ラフ。 アツ ラー フン マ 
サツビ トウ フ。 

「アツ ラーよ、 彼を 赦し たまえ。 アツ ラーよ、 彼を 
堅固に した まえ @。」 


① 訳者 注： 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 
人生の あらゆる 分野に おいて 示した、 ムス リ ムの 従うべき 規範 •手 
法. 道の こと。 

◎ 訳者 注： 人は 死後、 墓の 中で 彼の 主と 宗教と 使徒に ついて 質問され ま 
す。 その 際に、 堅固に 正しい 返答 （つまり 主は アッ ラー、 宗教は イス 
ラーム、 使徒は ムハンマド である、 と言う こと） が 出来ます ように、 
という 意 ホです。 
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60. 墓地を 訪問した 際の ドア ー 




Ui 〇1 じじ t CruJllllj ^ 如シ. ，じ ill ぶ f ^乂 111))- 1 6 5 


UJ 4Jlil J じ ， I 


如 方^ Llw 一 U j Lwo (j^J.iLwvi.1 431 九 j t 户 431 


. バ每 紅 1 み /j 

アツ サラーム アラ イク ム ア ハラ ッ デイ ヤー リ、 


ミナ ル ムウ ミ ニーナ ワル ムス リ ミー ン 。ワ イン 
ナ’ ー イン シャ’ ー アツ ラ^ ー フ ビ クム う ー ヒク 
ーン 。ワ ヤル ハム ツ ラー フル ムス タク デイ ミーナ 
ミンナ ー ワル ムス タアヒ リーン。 アスア ルツ ラー 
フ ラナ ー ワ ラ クム ルアー フイ ヤ。 

「信仰者と ムス リムから なる 墓の 住人たち よ、 あな 
た ホの 上に 平安 あれ。 私たら はアツ ラーの 思し おし 
とともに、 あなた ホに 追いつきます。 アツ ラーが 私 
たちの 内の 先人たち と 後人たら に、 ご 慈悲を 垂れて 
下さいます ように。 私は アツ ラーに、 私たちと あな 
た ホの ご 加護を ネ斤 ります。」 

61. 風が 吹いた 時の ドア ー 

• (( じ^ シ / み S ぶ j t お;;^ ciUbU ! ^1))-1 66 

アツ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ハイ ラ ハ 
一。 ワ アウ ーズ ビカ ミン シャツ リ ハー。 

「アツ ラーよ、 私は あなたに 風の 良き ことを 願い、 
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その 悪からの ご 加護を ホめ ます。」 

^ じ じ («ijJ し’ | t -^ l ))— 1 ら 7 

. ((女 じ Jr^J ^ 麟じ Jr^j ^ じ Jr ^ こづ 斗 

アツ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ハイ ラ ハ 
一^ 、ワ ノ 、イフ マ^ 一^ フイ ー^ ノ、^ 一^ 、ワ ノ 、イフ マ 

ー ウルス イラ トウ ビヒ 。ワ アウ ーズ ビカ 
ミン シャツ リ ハー、 ワ シャツ リ マー フイ ー 
ハー、 ワ シャツ リ マー ウルス イラ トウ ビヒ。 

「ァッ ラーよ、 私たちは あなたに 風の 良き 事と、 そ 
の 中に ある 良き ものと、 そのために 送られた ところ 
の 良き 事を 願います。 そして その 悪と、 その 中に あ 
る 悪と、 そのために 送られた ところの 悪からの ご 加 
護を 求めます。」 

62. 雷鳴の 時の ドア ー 

. ((4：^ ;V 众 j eJL；^ til e 5111 Jl^))-168 
ス ブハ^ ー ナ ツラズ イ^ ー ユサ ツ ビフ ツラァ ドウ ビ 
ハム デイ ヒ ワル マラー イカ トウ ミン ヒー ファ 
ティヒ。 

「アッ ラ^ 一 に 称賛 あれ、 雷 はかれを 讚え て唱 念し， 
また 天使たち も かれを 畏れて 唱念 する。」 
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63. 雨たい の ドア ーより 

み 作 し^ t jU ぶ じ 1 14 六 ら少 llpt ^1))-1 69 

•(が 

アツ ラー フン マ ア スキナー ガイ サン ム ギーサ 
ン マリー アン マリー アン、 ナー フイ アン ガイ 
ラ ダー ツ リン、 アー ジラン ガイ ラ アー ジル。 

「アツ ラーよ、 日延べす る ことなく、 私たちに 害の 
無い 有益な、 祝福され た 豊穫の 恵みの 雨を 降らせて 
下さい。」 

• ((Lipf ^ し lipf ^ し lipf ^1))-170 
アツ ラー フン マ アギ スナ ー、 アツ ラー フン マ ア 
ギスナ ー、 アツ ラー フン マ アギ スナ ー。 

「アツ ラーよ、 私たちに 恵みの 雨を 降らせて 下さい。 
アツ ラーよ、 私たちに 恵みの 雨を 降らせて 下さい。 
アツ ラーよ、 私たちに 恵みの 雨を 降らせて 下さい。」 

■ iilJj ; し^ら t ciLLs-j じ tciLls じみぶ j_^l ^-4^1))-1 71 

•バ巧 1 

アツ ラー フン マ スキ イ バー ダカ、 ワ バ ハー イマ 
力、 ワン シュル ラ ハマ タカ、 ワ ア ハイー バラ 
ダ カル マイ イ トウ。 
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「アツ ラーよ、 あなたの しもべた ちと 畜 獣たら に 雨 
を 降らせ、 あなたの ご 慈悲を にく 行き渡らせ、 あな 
たの 枯れ 果てた ± 地を 蘇らせて 下さい。」 

6 ん 雨が 降った 時の ドア ー 

• ((UiL 17 2 

アツ ラー フン マ サ イイ バン ナー フイ ア ー。 

「アツ ラーよ、 有益な 雨を 降らせて 下さい。」 

65. 雨が 降った 後の ドア' 一 

. (( だ :^ jj ぶ 1 こ 73 
ムテイ ルナ' ー ビフ アド ウリツ ラ' ー ヒ ワ ラ ハマ 
ティヒ。 

「アツ ラーの 恩恵と 慈悲に よって、 私たちは 雨に 恵 
まれ ま した。」 

6 ん 雨が 止んで 欲しい 時の ドア' 一 
^ 苗 t 一 1 斗 广 Li 却 お 分し が' 巧庐 神 1))- 1 74 

. 、( j (. 与 三 j'y 1 
アツ ラー フン マ ハワー ライナー ワ ラー アラ 
イナー。 アツ ラー フン マ アラ ルアー カー ミ ワツ 
ズ イラ ービ、 ワ ブト ウー ニル アウディ ヤ テイ ワ 
マナー ビティ ツ シャシャ ノレ。 

「アツ ラーよ、 私たちの 真上では なく 私たちの 周 困 
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に①。 アッ ラーよ、 山 や 丘に、 溪 みに、 苗木に。」 

67. 三日月を 見た 時の ドア ー 

t 广 o0\j 

• ( 伽 马 jj も^ぶ を a お 真 じ 

アッ ラー フ アク バル。 アッ ラー フン マ ア ヒッラ 
フ アラ イナー ビル アム ニ ワル イー マーン。 ワ 
ッサ ラーマ テイ ワ ルイス ラーム。 ワッ タウ フイ ー 
キ リマー トウ ヒッブ ラッ バナー ワ タル ダ 
一。 ラッ ブナ ー ワ ラッブ カッ ラー。 

「アッ ラーは 偉大な り。 アッ ラーよ、 私たちが 安寧 
とその 継続、 そして 平安と その 継続の 状態に ある ま 
ま、 月を 王 日月に して 下さい。 そして あなたが お 望 
みに なり 御 満悦 される ことに おける 成功 によって。 
私たちと あなたの 主は ア ッ ラーです。」 

6 も y ブ ター 冰 （斎戒 明けの 食事） 時の ドア ー 

. (な ULi 01 夕 ^ Vl 三 f j . L 三 sjill ぶに UJill 乙ぶ ))- 176 

/ ♦ 

ザハ バッザ マウ ワブ タッ ラ テイ ルウ ルーク、 ワ 
サバタ ル アジ ュル イン シャー アツ ラー。 


① 訳者 注： つまり 被害を 及ぼす ような 大雨では なく、 適度 かつ 有益な 雨 
を 願います。 


L aUI 許し お 1 7 5 
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「喉の 渴 きを 癒し、 血管を 湿らせ、 そして ァッ ラー 
の 思し おしなら ば （齋戒 の） 報奨を 確実な ものと さ 
れ たまえ。」 

• バ 己 可^ ぶ* ム ^ J み^ 过じ可 誤种 J 1))- 1 77 

アツ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ビラ ハマ 
テイ カツ ラ テイ ー ワ スイ アト ウ クツラ シャイ 
イン アン タグ フイ ラ リー。 

「ァッ ラーよ、 私は 万有に 満ちに がる あなたの ご 慈 
悲 において、 私を 赦 して 下さる ことを 析 ります。」 

69. 食前の ドア ー 


ビス ミ ッ ラー。 


.(ai 


户 ))-1 78 


「もし あなた ホが 食べ物を 食べる 時には、 『アッ ラー 
の 御 《において。』 と 唱えよ。 そしても しそれ を 最初 
に 言い 忘れた 時には、 『その 始まりと 終わりに、 アッ 
ラーの 御 《において。』 と言うの だ。」 


. ((夕 心 1 U ii ， じ ^1))-179 

「アッ ラーに よって 食べ物を 与えられた 者は、 次の 


ように 言う： 

アツ ラー フン マ バー リク ラナ ー フイ ーヒ 。ワ 
アト ウイ ムナ ー ハイ ラン ミン フ。 
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『アッ ラーよ、 それに おいて 私たちを 祝福し、 それ 
が 上に 良い ものを 私たちに 施して 下さい。』 

.(( ムに もし: 許 1)) 

また、 アッ ラーに よって ミルク を 与え られた 者は、 
次の よう に 言う： 

アッ ラー フン マ バー リク ラナ ー フイ ーヒ ワ 
ズイ ド ウナ ー ミ ンフ。 

『アッ ラーよ、 それに おいて 私たちを 祝福し、 それ 
を 私たち に 増やして 下さい。』」 

70. 食後の ドア ー 

人 _ ^シ 以^しく jJUl ； 少 1))-1 80 

' •徊 

アル ハム ドウ リッ ラー ヒッラ ズ イー アト ウア マニ 
ー ハー ザ ー、 ワ ラ ザ カ ニー ヒ 、ミン ガ イリ ハ 
ウ リン ミン ニー ワ ラー クウ ワ。 

「私の 力が 少しも 介在す る ことのな いと ころに おい 
て、 これを 私に 食べさせ、 お恵みに なった アッ ラー 
に 称え あれ。」 

庐ジ .ん i も 与每 1 ク^ ぶ 山’）)一 1 8 1 

•バを 公 お！:;: 
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アル ハム ドウ リツ ラー ヒ ハムダン カス イーラン 
タ イイ バン ム バーラ カン フイ ーヒ。 ガイ ラ マ 
クフ イー イン ワ ラー ムワツ ダイン、 ワ ラー 
ムス タグ ナン アン フ ラツ バナー。 

「限りない、 素晴らしい、 祝福され た 讚美で 私たち 
の 主アッ ラーを 称えます。 私たちの 主よ、 け^れに 対 
しての） 讚美は これで 充分と いう ことは なく、 また 
それは 途絶える こ ともなく、 かつ 不可欠です。」 

71. 食事を 振る舞った 者への ドア ー 

• (( みツ j P 若 じ t 片ち し: 誤 W - 1 8 2 

アツ ラー フン マ バー リク ラフ ム フイ ー マーラ 
ザ クタ フム、 ワグ フイ ル ラフ ム ワル ハム フム。 

「アッ ラーよ、 あなたが 彼らに 御 恵みに なった もの 
において、 彼らを 祝福して 下さい。 そして 彼らを 赦 
し、 彼らに ご 慈悲を おかけ 下さい。」 

72. 飲み物を 与える 者、 それを 行おうと する 者への 

ドア ー 

^ J^lj ^ jt-fUl))- 1 8 3 

アツ ラー フン マ アト ウイ ム マン アト ウア マニ 
ー ワ スキ マン サカ ーニ ー。 

「アッ ラーよ、 私に 食事を 施した 者に 食事を 恵みた 
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まえ。 そして 私に 飲み物を 与えた 者に 飲み物を 与え 
たまえ。」 

73. <^ブ ター 乂 ぶを 施した 者への ドア ー 

cJL>s^ J t ' .-t-SvoLJU? Jk_S1 j t 0 少^し クリ ぶ )) — 1 8 4 

• (( も 如 

アフ タラ イン ダク ムッサ ー イム ーナ 、ワ ア カラ 
タ アーマ クムル アブ ラール、 ワ サッ ラ トウ アラ 
イク ムル マラー イカ。 

「あなた 方の も とで サー イム ◎ たもが サウ ムを 解き、 
正しくよ き 人々 が あなた 方の 食べ物を 食べ、 あなた 
ホに 対し 天使たち が 祈ります よう に。」 

74 . ザ ク^ 中に 食事を 出された 場合の ドア ー 
185 - 「もし あなた 方が 食事に 招待され たら、 それに 
応じよ。 もし 斎戒 中なら ばネ斤 願して やり、 もしそう 
でないなら 食べる の だ。」 

75. 喧唾 をけ しろ^け られた 時に サ '^イ ^ が 言 うこと 



イン ニー サー イム、 イン ニー サー イム。 


① 訳者 注： イ フタ ー ルとは、 サウ ム （いわゆる 断を： 日 の 出前から 日没 
まで、 飲食 や 性行為な ど 諸々 の 行為を ア ッ ラーへの 崇拝を 意図 して 絶 
つ こと） を 行う 者が 日没後に 摂る 食事。 

② 訳者 注： つまり スイ ヤー ムを 行う 者。 上記の 脚注を 参照の こと。 
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「私は 斎戒 中です。 私は 齋戒 中です。」 

7 も 植物に 実が 付き 始めた のを 見た 時の ドア ー 

.バ しな J なん も tllpL^ 
アツ ラ' ー フン マ バ' ー リク ラナ' ー フイ' ー サマ 
リナ ー。 ワ バー リク ラナ ー フイ ー マデイ ー 
ナテ イナー。 ワ バー リク ラナ ー フイ ー サー 
イナー。 ワ バー リク ラナ ー フイ ー ムツ デイ 
ナ ー。 

「アツ ラーよ、 私たちの 果実に おいて 私たちを 祝福 
して 下さい。 私たちの 町に おいて 私たちを 祝福して 
下さい。 私たちの ザーグ （穀物の 計量 単位） におい 
て 私たちを 祝福して 下さい。 私たちの^ ツグ （穀物 
の 計量 単位） において 私たちを 祝福して 下さい。」 

77. くし やみを した 時の ドア ー 

. ((4iJu^1))-188 

アル ハム ドウ リツ ラー。 / 

「あなた ホの 誰かが くし やみを したら 『アツ ラーに 
称え あれ。』 と 言いなさい。 

. (な 1 过 ぶ) 

ヤノ レ ハム カ ッ ラー。 
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もし:; 4^1))- 187 

一/ / \ 


そうしたら 彼の 同胞、 あるいは そばに いた 者は、 
厂ア ツ ラーが あなたに ご 慈悲を 垂れます よう。』 と 言 
いなさい。 

•((み/し: な 苗/心 1 み^)) 

ヤ ハディ ー クム ツ ラー フ ワ ユ スリフ バーラ クム。 

そして そばに 居た 者が、 『アツ ラーが あなたに ご 慈 
悲を 垂れます よう。』 と 彼に 言ったならば、 『あなた 
ホに アツ ラーの お導きが あります ように。 また あな 
た ホの 状態を 正して 下さい ますよう に。』 と 言いな さ 

い。」 

78. ムス リムで ない 者が くし やみを し、 

アツ ラーを 讚え た 時に 彼に 言う こと 

. ((み/し: お 苗 式ぶ 1 み^))- 1 8 9 

ヤハ ディ^ ー クム ツ ラ' ー フ ワ ユ スリフ バ^ ー ラク 
ム。 

「あなた 方に アツ ラーの お導きが あ ります ように。 
また あなた ホの 状態を 正して 下さいます ように。」 と 
言いなさい。 

79. 結婚す る 者への ドア ー 

.バ； ^ J を 苗 み' い み/おも t 过 / 夕 がし:))- 1 9 0 
バーラ カツ ラー フ ラ カ、 ワ バーラ カ アラ イク。 
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ワ ジ ャマア バイ ナク マー フイ ー ハイル。 

「アッ ラーが （あなたの 結婚に おいて） あなたに 祝 
福を 与え、 降り注いで くれます ように。 そして あな 
た ホ ニ人を よき ものに おいて、 縁結びして 下さい ま 
すよう に。」 

80. 結婚す る 者、 及び 家畜を 買う 時の ドア ー 
心/非 j ^ じ 夕 j じ 夕 过じ 1 為 み J 1))- 1 9 1 

アツ ラー フン マ イン ニー アスア ルカ ハイ ラ ハ 
一- ワ ノ 、イラ マ^ 一^ ジ ヤノく ノレ タノ、^ 一- ア ライヒ 
ワ アウ ーズ ビカ ミン シャツ リ ハー ワ シ 
ヤツ リ マー ジ ヤノく ノレ タノ、 ー ア ライヒ。 

「アッ ラーよ、 私は そこに ある 良き ものを 求め、 あ 
なた がその よう に 創造され たと ころの 良き ものを 求 
めます。 そして そこに ある 悪から、 そして あなたが 
そのよう に 創造され たと ころの 悪しき ものからの ご 
加護を ホめ ます。」 

81. 床入り 前の ドア ー 


. ((に ijj じ jU 4^1 を 弁し 广 L ))- 1 9 2 

ビス ミツ ラー。 アツ ラー フン マ ジャジ^ ニ ブナ ツシ 
ヤイ ターナ、 ワ ジャンニ ビッ シャイ ターナ マー 
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ラザク タナー。 

「アッフ^ 一 の 御 《において。 アッフ^ 一 よ、 私たら か 
ら シャイ ターンを 退けて 下さい。 そして 私たちに 授 
けて 下さった ものから シャイ ターンを 退けて 下さ 

い。」 

82. 怒った 時の ドア ー 

. バージ J1 如 )- 1 9 3 

アウ ーズ ビッ ラー ヒ ミナ ッ シャイ ターニ ッ ラジ 
ーム。 

「私は アッ ラーに、 呪われるべき シャイ ターンから 
の ご 加護を 求めます。」 

8 义 災難に遭った 者を 見た 時の ドア ー 

J_U- 八 公 * Jp 一 少 'ら jUli t く jJ’ JL^1))-1 94 

.((%-s^ 
♦♦ / 

アル ハム ドウ リッ ラー ヒッラ ズ イー マー y 了 一二 
ー ミン マブ タラー カ ビヒ 。ワ ファ ッダ ラニー 
アラー カス イー リン ミン マン ハラ カ タフ デ 
ィー ラー。 

「あなたに 降り かかった 災難から 私を 守って 下さっ 
た、 そして 私を かれが 創造され た 多くの ものより 尊 
んで 下さった アッ ラーに 称え あれ。」 
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8 ん 集まりに おいて 言う ドア ー 

. ((j^\ 4*^を1 三!1 ciUl お : jj J 若 1 4*^ジ)- 1 9 5 
ラッ ビグ フィル リー ワ トウ ブ ア ライヤ イ 
ン ナカ アン タッタ ウワー ブル ガフ ー ル。 （X 100 回) 
「主よ、 私を お赦し 下さい。 私の 悔悟を 受け入れて 
下さい。 本当に あなたは よく 悔悟を 受け入れ、 よく 
お赦し 下さる お ホ。」 

85. 集まりの 解散に 際しての ドア ー 

aJi 'y jt c ^1 ぶ 1 9 6 

.バが がら 

スブ ハー ナカ ッ ラー フン マ ワ ビ ハム ディ カ、 ア 
シュ ハドウ アッ ラー イラ ー ハ イッ ラー アン 
夕 、アス タグ フィ ルカ ワ アト ウーブ イラ イカ。 

「アッ ラーよ、 あなたに 賞賛と 讚美 あれ。 私は あな 
たが 外に 真に 崇拝すべき ものは ない こと を 証言し ま 
す。 私は あなたに お赦 しを ホめ 悔悟し ます。」 

8 ん 「アッ ラーが あなたを 赦 して 下さります 
ように」 と 言った 者への 言葉 

. ((逝))- 197 

ヴ ラク。 

「そして あなたに 対して も。」 

143 


87. あなたに 善い ことを した 者への ドア ー 

. (0 lil 兵 ))- 1 98 

ジャザ ーカ ツ ラー フ ハイラー。 

「アツ ラーが あなたに 良き 報奨を 与えて 下さり ます 

よう。」 

8 ん 偽 メシアからの 護身 

199 - 「洞窟 章の 最初の 10 節を 覚えた 者は 偽メ シグ 
の 災難から 護ら れ る。」 そしてを 礼拝の 終わりに 悪魔 
からの ご 加護を アツ ラーに 請う こと。 

89. 「私は アツ ラー ゆえに あなたを 愛します」 と 言 

つた 者への ドア ー 

.バ な。 等 4, く！! 1 过 ^1))-2 0 0 

アハツ バカ ツラズ イー ア ハバブ タニー ラフ。 

「あなたが 私を 愛した 所がと なられた その お 方が、 
あなたを 愛され ますよう に。」 

90. あなたに 財を 施した 者への ドア ー 



バーラ カツ ラー フ ラ カ フイ ー アハ リカ ワ 
マー リク。 

「アッ ラーが あなたの 家族と あなたの 財産に 関して 
あなたを 祝福して 下さいます よう。」 
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91. 借金 返済 時の 債権者への ドア ー 



. (り邹 

バーラ カツ ラー フ ラ カ フイ ー アハ リカ ワ 
マー リク。 イン ナ マー ジャザ ーウツ サラ フイ ル ハ 
ム ドウ ワルア ダー。 

「アツ ラーが あなたの 家族と あなたの 財産に 関して 
あなたを 祝福して 下さいます よう。 貸付の 報奨は、 
その 返済と 賞賛です。」 

9 え 不信 に 恐 1 布を 抱いた 時の ドア ー 

^ d ら ^ しを 三し J of み 若 ふ 弁 1))- 2 0 3 

•(解 

アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ アン 
ウシ ュ リカ ビカ ワ アナ ー ア アラム。 ワ ア 
スタ グフ イルカ リマー ラー ア アラム。 

「アツ ラーよ、 私は あなたに、 それと 知りながら あ 
なた に 他の 者を 並べて 崇める 罪からの ご 加護を 求め 
ます。 そして、 私が 知らずに 犯した 罪への あなたの 
御赦 しを 求めます。」 


145 


93. 「アツ ラーが あなたを 祝福して 下さいます 
よう」 と 言った 者への ドア ー 


. (な 1 ii ぶ 山/。))- 2 0 4 

ワ フイ ーカ バーラ カツ ラー。 

「あなたに もアツ ラーからの 祝福が あります よう。」 
9 ん デ丫 ヤタ® にがす る 嫌悪の ドア ー 

. バ お ii! 'y j t お'^ j t ■!] な 'y! 弁 'y 識 1))- 2 0 5 

アツ ラー フン マ ラー タイラ イツ ラー タイル 
ク 。ワ ラー ハイ ラ イツ ラー ハ イルク。 ワ ラ 
ー イラ ー ハ ガ イルク。 

「アツ ラーよ、 あなたを 差し置いて （吉凶の 原因と 
なる ような） 鳥な どはいません、 あなたの 善の 他に 
善はありません、 あなたが 外に 真に 崇拝すべき もの 
はあり ません。」 

95. 乗り物に 乗る 時の ドア ー 



① 訳者 注： 「ティ ヤ ラ」 とは、 ある 種の 鳥の 出現を 物事の 吉凶と 結びつ 
ける、 イス ラームが 前の 時代の 迷信。 鳥に 限らず、 アッ ラーが 外の 何 
もの かが 何 かを 益したり 害したり すると 考える ことは、 シルクの 一種 
です け 6 ページの 訳者 注 参照)。 
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夕 


兵 ' y 每 w! 若 峰^ ご ^1 が夕 し が夕 4 ii 


ビス ミッ ラー。 ワ ノレ ハム ドウ リッ ラー。 『スブ ハー 
ナツ フズ イ' 一- サツ ノ、 フ フナ' 一^ ノ、^ 一^ iT ' 一^ ワ 

マー クン ナー ラフ ムクリ ニーン* ワ イン 
ナー イラ ー ラ ッビナ ー ラ ムン カリ ブーン』 ア 
ル ハム ドウ リッ ラー。 アル ハム ドウ リッ ラー。 
アル ハム ドウ リツ ラー。 アツ ラー フ アク バル。 


アツ ラー フ アク バル。 アツ ラー フ アク バル。 ス 
ブ ハー ナカ ツ ラー フン マ イン ニー ザ ラム トウ 
ナフ スイ ー フ ァグ フイ ル リー。 ファイン ナフ 
ラー ヤグ フイ ルツズ ヌーバ イツ ラー アン タ。 
「ァツ ラーの 御 《において、 ァツ ラーに 称え あれ。 
『これらの ものを 私たちに 服従 させた 御 ホを 讚え ま 
す。 これは 私たち 自身では 出来なかった ことです。 

* 本当に 私たちは， 私たちの 主の 御 許に 必ず 帰る の 
です。』 【金の 装飾 章： 13 〜 14】 ァツ ラーに 称え あれ。 
ァツ ラーに 称え あれ。 ァツ ラーに 称え あれ。 ァツ ラ 
一は 偉大な り。 ァツ ラーは 偉大な り。 ァツ ラーは 偉 
大 なり。 ァツ ラーよ、 あなたに 称え あれ。 本当に 私 
は 自分自身に 不正を 働きました。 ですから 私を 御赦 
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し 下さい。 本当に 罪を 御赦 しに なられる のは、 あな 
たの 他に おり ません。」 

96. 旅立ちの ドア ー 


。じじ j lii 白 /心 ,^111 J 占 liK 夕ぷ夕 加 古 お、 しお 1 4 i 1-207 


广 fUl )) 如 

班! し^ 


バ與 をみ お； 

じ 科 1 ；>5三 み 1 


夕 


J 


SJ1 lli じ jr^J dlfLU じ! ； 

政 ふ j ム じ： L ：: 呼 心 

Ji ^1 1 j_iV し i じ t みし i 4^ 包 ’ 三 ]]■ ^icolL" 

バ少 じ (^di 少 c j^\'^\Sj c >iJi ミ 技 j 心/み 

. (( J jXoL >- し^ t J jJjLp t ( I ) a-uli t l ) 9^1)) 

一 / 一 ♦ ゾ ♦/ ゾ 

アツ ラー フ アク バル。 アツ ラー フア クバ ル。 ア 


ツ ラー フ アク バル。 『スブ ハー ナツ ラズ イー サツ 
ノ 、ラ ラナ^ ^ ノ、^ ^ ザ' ^ ワ マ^ ^ 巧、 ノ卞 — ラ 


フ ムク リニー ン禾ワ イン ナー イラ ー ラ ッビ 
ナー ラ ムン カリ ブーン』 アッ ラー フン マ イン ナ 
ー ナス アル カ フイ ー サファリ ナー ハー ザル 
ビッラ ワッ タク ワー 。ワ ミナ ルア マリ マー 
タル ダー。 アッ ラー フン マ ハウ ウイン アラ イナ 
ー サフ ァラナ ー ハー ザ ー。 ワ トウ ウイ アンナ 
ー ブウ ダフ。 アッ ラー フン マ アン タッサー ヒブ 
フイ ッ サフ アル。 ワル ハリー ファ トウ フイ ルアハ 
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ル。 アツ ラー フン マ イン ニー アウ ーズ ビカ 
ミン ワ アサ ー イツ サフ アリ、 ワ カ アーバ テイル 
マン ザリ 、ワ スー イルム ンカ ラビ フィルマー リ 
ワルア ハル。 （旅から 帰って きたら これらの 言葉の 他に、 
更に 次の 言葉を 付け加える） アーイ ブーナ、 ター イブ 
ーナ、 アービ ド ウーナ、 リラ ツビナ ー ハー ミ ドウ 
ーン。 

「アツ ラーは 偉大な り。 アツ ラーは 偉大な り。 アツ 
ラーは 偉大な り。 『これらの ものを 私たら に 服従 させ 
た 御 ホを 讚え ます。 これは 私たち 自身では 出来な か 
ったこと です。* 本当に 私たちは， 私たちの 主の 御 
許に 必ず 帰る のです。』 【金の 装飾 章： 13 〜 I 4 】 アツ ラ 
一よ、 私たちは この 私たちの 旅に おいて、 善行と 敬 
虔 さを 請います。 そして あなたの ご 満悦され る 行い 
を 求めます。 アツ ラーよ、 私たちの この 旅を 容易く 
して 下さい。 そして その 距離を 縮めて 下さい。 アツ 
ラーよ、 あなたは 旅の 道連れで あり、 （残した） 家族 
の 後見人です。 アツ ラーよ、 私は あなたに 旅の 困難 
と 風景が もたらす 倦怠 さから、 そして 財産と 家族に 
万一の ことがない よう、 あなたに ご 加護を 求め ま 
す。」 （そして 帰って きたら 「私たら は 帰り、 悔悟し、 
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崇拝し ます。 そして 私たちの 主を 称えます。」 と 付け 
加える。） 

97. が や 町に 入る 時の ドア ー 
こ^ 1 こ jj . 可 じ J こ^ 1 山 じに 111 4*6 ^1))-208 

ilf じしぶ S じ j r 蝴苗 j t yUl じ J み 叫 1 お j . yiituj 
ろみ、 じ 若 U-5 ^ 之 リ <• ^ じ を J t ^4 占な’ を J ミ'^ を 



ア ツ ラ' ー フ ンマ ラ ツバ ツ サマ^ ー ワ^ ー ティ ツサ ブイ 
ワ マー アズラ ルン。 ワ ラ ツバル アラ ディーナ 
ツサ ブイ ワ マー アクラ ルン。 ワ ラ ツバ ツシ 
ヤ ヤー ティ ーニ ワ マー アド ウラ ルン。 ワ ラ 
ツバ ツリ ヤー ヒ ワ マー ザ ライン。 アスア ルカ 
ハイ ラ ハー ズィ ヒル カル ヤ ティ ワ ハイ ラ ア 

ノ 、リノ、 一一、 ヴ ノ 、ノ f フ 7 一一 7 イー ーノ 、一一 〇 ワ了 
ウー ズ ビカ ミン シャツ リ ハー、 ワ シャツ リ 
ア ハリハ^ — 、ワ シャツ リ マ^ ^ フィ ^ ハ^ ^ 。 

「アツ ラーよ、 7 層の 天と その 影が 覆う ものの 主よ、 

7 層の 大地と それが 運ぶ ものの 主よ、 多くの シャイ 
ターンと それらが 迷わせた ものの 主よ、 風と それが 
吹き飛ばした ものの 主よ、 私は この 村の 良き ものと 

その 住人の 良き ものを、 そして そこに ある 良き もの 
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を 求めます。 また 私は あなたに その 悪と その 住人の 
悪と そこに ある 悪からの ご 加護を 求めます。」 

9 ん 市場に 入る 時の ドア ー 



。ム 八以 j 夕加 ' y 间 W -209 


• ふ户 J t み' ミ 若^ 

ラー イラ ー ハ イツ ラッ ラー フ 




.ク 


夕 


し 戸 か ^-^.3 

ワハ ダフ ラー 


シャリー カ ラフ。 ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム 

ドウ。 ユフ イー ワ ユミ ー トウ ワ フワ ハイ 
ユン ラー ヤムー トウ。 ビヤ ディ ヒル ハイル、 ワ 
フワ アラー クッリ シャイ イン カ ディール。 

「 唯一の ァッラ ーが 外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 
かれに 並ぶ 何もの もありません。 主権は かれに 属し 
讚美 も かれに 属します。 生死を 司る 御 方、 かれは 死 
ぬ ことなく 永遠に 生き る お 方。 全ての 良い こと はか 
れの 手中に あり、 かれは 全てに おいて 全能です。」 

99. 乗り物の 調子が 悪い 時の ドア ー 


ビス ミ ッ ラー。 

「ァ ッ フ ' 一 の 御名 において。」 


.(Wl 


广 ^))- Z 1 0 
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100. 旅人の 居住者への ドア ー 

. ((冷 お ^ こ 'y ふ 冷:^ み f))- 2 11 
アス タウ ディウ クム ッラ^ ー ハ ッラズ ィ^ 一 う ー タ 
ディー ウ ワ ダー イ ウフ。 

「私は、 信託を 破棄す る ことのない アッ ラーの 御 許 
にあな た ホを 委ねて お別れし ます。」 

101. 居住者の 旅人への ドア ー 

• ((diUi 卜 t ぶじ Ij t 之 llo 础 ^ 三み b)-2 1 2 
ア スタ ウディ ウッラ ー ハ ディーナ カ、 ワ アマ ー 
ナ タカ、 ワ ハワー ティ ー マ アマ リカ。 

「私は、 あなたの 宗教と 信託と あなたの 行為の 集大 
成を アッ ラーの 御 許に 委ねて お別れし ます。」 

じ 心 4^ み 1 山/ も ミ S 苗 1 夕ぶ 1 iii j ジ )- 2 1 3 

X(SjS 

ザウワ ダカ ッ ラー フッ タク ワー 。ワ ガフ アラ ザ 
ン バカ。 ワ ヤッサ ラ ラカル ハイ ラ ハイス マ 
ー クン トウ。 

「アッ ラーが あなたに 敬虔 さ を 増大 させ、 あなたの 
罪を 赦 し、 そして どこに いても 善を 容易く して 下さ 
いますよ う。」 
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102. 旅の 道中に おける タク ビー 冰と 夕^ ビープ!） 
214 —ジ ヤー ビル （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言つ 
た。 「私たちは 乗り物に 乗った 時は、 タク ビー ノ 心を 口 
にした ものでした。 そして そこから 降りた 時には、 
タス ビー ブを 口にした ものでした。」 

103. ザノ VM 寺 （夜明け 前） の 旅人の ドア ー 

C ムし^ じ ジ^. じ 。火 じ :; ^))-2 15 

. (し Ul シ ぶ 此 Ju^lj 
サン マア サーミ ウン ビ ハム デ/イツ ラー ヒ、 ワ 
フス ニ バ ラーイ ヒ アラ イナー。 ラツ バナー サ 
ーヒ ブナ ー、 ワ アフ デイル アラ イナー アーイ 
ザン ビツ ラー ヒ ミ ナン ナーノ レ。 

「（天使たち よ、） 私たちへの 素晴らしい 恩寵に 対す 
る 私たちの アツ ラーへの 讚美を、 アツ ラーに 伝えて 
下さい。 主よ、 私たちの 同伴者よ、 私たちに 恩恵を 
降り注ぎ、 そして 業火からの ご 加護を お与え 下さ 

い。」 


① 訳者 注： 「タク ビール」 とは 「アツ ラー フ アク バル （アツ ラーは 偉 
大 なり）」、 「タス ビーフ」 とは 「スブ ハー ナツ ラー （アツ ラーは あら 
ゆる 不完全 性 や欠贿 から 無縁な、 崇高な お ホ）」 と 念じて 言う ことで 
す。 
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10 ん 旅に おいて 他の 家 や 場所に 消 まる 時の ドア ー 

. バ じ^ fy ) こぶ 创 こ ^ りち S ぶ )) - 2 1 6 
アウ ーズ ビ カリ マーティ ツ ラー ヒツ ターン マー テ 
ィ ミン シャツ リ マー ハ ラク。 

「私は アッ ラーの 完璧な 御言 葉に、 彼が 創造した 悪 
からの ご 加護を 求めます。」 

105. 旅から 戻った 時の ズイ クル 






4Jlll しう J ^ (, 々 L? •- lJo J (, u— ミ t し） 。■^ じ t し ） a _« oi (, ^ J— d ミ , し 

f / 》 / 0 / / (/。、い//// 夕 / 0 / / / シ タ / ° / 

. ( Ao 心ソ ー 1 户-ツ 1 广 t oJ _^ 尸 也 J 

イツ ラツ ラー フ ワハ ダフ ラー 


、 • 


イ フー ハ 


シャリー カ ラフ。 ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム 
ドウ、 ワ フワ アラー クッリ シャイ イン カ 
ディール。 アーイ ブーナ、 ター イ ブーナ、 アービ ド 
ゥーナ、 リラ ッビナ ー ハー ミ ドゥーン。 サダ カッ 
ラー フ ワァ ダフ、 ワ ナサ ラ アブ ダフ、 ワ ハ 
ザ マルア ハ ザーバ ワハ ダフ。 

「 唯一の アッラ ーが 外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 
かれに 並ぶ 何 もの も あり ません。 王権は かれに 属し、 
讚美 も かれに 属します。 かれは 全てに おいて 全能で 

す。 私たちは 帰り、 悔悟し、 崇拝し ます。 そして 私 
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たちの 主を 称えます。 アッ ラーは 御自身の お 約束を 
履行し、 その しもべを 勝利 させ、 部族 連合を 敗走 さ 
せま した。」 

10 ん 嬉しい 事 や 嫌な 事が あった 時に 言う こと 

. ((ol^UaJl ド Ju^l))-2 1 8 
アル ハム ドウ リッ ラー ヒッラ ズ イー ビ ニア マテ 
イヒ タテ イン ム ッサ ーリ ハー トウ。 

預言者は 彼に 嬉しい ことが もたらされ ると、 次の 
ように 言った： 「アッ ラーに 称え あれ。 善行は かれの 
恩恵に よって 元遂さ れ ます。」 

• ((Jli ぶぶ 4)1； 山)) 

アル ハム ドウ リッ ラー ヒ アラー クッリ ハール。 

また 預言者は、 彼に 嫌な ことが もたらされ ると 次 
のよう に 言った： 「どのよう な 状況で あれ、 アッ ラー 
を 称えます。」 

107. 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 
あれ） のために ネ斤 願ず る こと ①の徳 

219- 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「私の ために 1 回析 願した 者には、 アッ ラー 


① 具体的な ネ斤 願の 仕 ホに ついては、 本書 12 頁の 脚注 ① 参照の こと 
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が 彼のた めに 10 回ネ斤 願す る。」 

220- 預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「私の 墓を y — A のとして はならない。 私の 
ために ネ斤 願しなさい。 あなた 方の ネ斤 願は あなた ホが 
どこに いよう と 私に 届く ので あるから。」 

221- 預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
旨った。 「吝畜 な 者とは、 私の 《を 述べた 時に 私への 
ネ斤 願を しない 者で ある。」 

222 - 預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「アツ ラーの もと には 私の クン マ® からの ザ 
ブー^を 私に 伝える、 地上を 周遊して まわる 天使た 
ちがいる。」 

223 - 預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「私に 挨搂 する 者には アツ ラーが 私に 私の 魂 
を戾 し、 そ して 私は 彼への 挨搂を 返す ので ある。」 


① 訳者 注： 「イード」 とは 定期的に 訪れる ところの もの、 そして 時節 的 
な もので あれ、 場所 的な もので あれ、 何 かを 定期的に 行う ことを 指し 
ます。 それゆえ 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 人々 
が 定期的に 彼の 墓を 来訪す る こと を 諫めた ので あり、 本文の 後半 部分 
にも あるよう に、 彼への ネ斤 願は どこから でも 届く のです。 

② 訳者 注： 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 
共同体の こと。 
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108. サラーム (挨 搂） ① をに める こと 

224 - 預言者 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「あな た ホは 信仰す る ま で 天国に は 入 ら ない 
だろう。 そして あなた ホは お 互いに 愛し 合うよう に 
なる まで、 信仰した ことには ならないだろう。 だか 
らもし それを 実行 すれば、 あなた ホが お 互いに 愛し 
合うよう になる ホ 法を 教えて やろう。 あなた 方の 間 
に サラーム (挨 搂） をに める の だ。」 

225 - 「次の 3 つの 特質を 備えた 者は 信仰を 結集し 
たと 言える： まず 自 らに 公正で ある こと、 人々 に 対 
して 自分から 挨搂を 行う こと、 困窮の 中での 施し。」 
226 — アブ ドウ ツ フ^ ー ブン ウマル （彼 らに ァッフ 
一の ご 満悦 あれ） は 伝える。 「ある 男が 預言者 （彼に ァ 
ッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） に 『どのような イスラ 
ームが 最も 優れてい るので しょうか？』 と 尋ねた。 


① 訳者 注： ムス リムの 一般的な 挨搂の 言葉 「アッ サラーム アラ イク ム 
(あなた ホに 平安が あります よう）」 のこと。 あるいは それに 続けて 
「ワ ラ ハマ ト ウッラ ー （そして アッ ラーの ご 慈悲を）」、 更に 「ワ バ 
ラカー トウ フ （そして アッ ラーの 祝福を）」 と 付け足せば 尚 良い とさ 
れ ます。 そして 挨搂を 受けた ムス リムは、 それと 同様 かそれ より 良い 
サラームを 返すべき と されます。 至高の アッ ラーは 仰ら れ た： 《そし 
て あなた ホが 挨搂を 受けたら、 それより 良い 挨搂を 返す か、 あるいは 
同 じ 挨搂を 返す のた 実に ア ッ ラーは 全ての こと を 精算され る お ホで 
ある。》 （女人 章： 8 が 
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預言者は 言った。 『食事を 施し、 あなたの 知り合いに 
も 知らない 者に も ザ ブー^ (挨 搂） をす る ことで あ 
る。』」 

109. 不信仰 者が 挨 接した 時の 返事 

.((辟 j ))-227 

ワ ア ライ クム。 

「啓 典の 民が あなた 方に 挨搂 した 時には 『そして あ 
なた ホの 上に も。』 と 返しなさい。」 

110. ニワ トリと ロバの 鳴き声を 聞いた 時の ドア ー 

228 - 「あなた 方が 雄鶏の 鳴き声を 聞いたら アツ ラー 
に 彼の 恩恵を 求めなさい。 雄鶏 は 天使 を 見た の だか 
ら。 そして ロバの 鳴き声を 聞いたら、 アツ ラーに シ 
ャイ ターンからの 助けを 求めなさい。 ロバは シャイ 
ターンを 見た の だから。」 

111 •夜、 犬の がえ る 声を 聞いた 時の ドア ー 

229 - 「あなた 方が 夜、 犬の がえ る 声 や ロバの 鳴き声 
を 聞いたら アツ ラーに それらからの ご 加護を 求めな 
さい。 それらは あなた 方に 見えない ものを 見る の だ 
から。」 

112. 悪口を 言って しまった 者への ドア ー 

•(み 辟 1 お ii 為 も i な 匈 三 お U を:^ 如 お 煤; 4 如)- 2 3 0 
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アツ ラー フン マ ファ アイ ユマ ー ムウ ミ ニン サ 
バ ブト ゥフ ファ ジュ アル ザーリ カ ラフ クル 
バタン イラ イカ ヤ ウマル キヤ ー マ。 

預言者 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 「ァツ ラーよ、 私が 悪口を 言って しまった 信者に 
関しては、 それを 審判の 日 にかれ が あなたに 近付く 
ための 善行と 換えて 下さい。」 

113. 誰か 他の ムス リムを 褒める 時に 言う こと 

. ((^1 1 ^ し 'yj 占 夕 4 ^ 夕ぶ も^ ^^\))- 23 ^ 

ア ハス イブ ( ここで 《前を 言う ) ワツ ラー フ ハス 
イー ブフ 、ワ ラー ウザツ キー アラ ツ ラー ヒ 
アハ ダン ア ハス イブ フ ( ここで その 者の 誉め られ 
るべき 性質を 言う） 。 

「誰かを 誉めずに はいられない 時には こ う 言いな さ 
い。 『ァツ ラー こそ 真の 裁定を される お ホで あり、 ァ 
ツ ラーに 対して 誰の こと を 称える つも り も あり ませ 
ん が、 私は 某 （《前を 言う） を〜 （その 者の 誉めら 
れ るべき 性質を 言う） と 思います。』」 

11 ん 誰かに 誉められた 時に ムス リムが 言う こと 

じ ci Id J 与 1 ぶ'^ 户 ^1))-2 3 2 
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• バ ら 1 




アツ ラー フン マ ラー トウ アー ヒズ ニー ビ マー 
ヤ クールー ン。 ワグ フイ ル リー マー ラー ヤ 
アラ ムーン。 ワジュ アル ニー ハイ ラン ミン マー 
ヤズン ヌーン。 

「アッ ラーよ、 彼らが 言う ことに 関して 私を をめ な 
いで 下さい。 そして 彼らが 知らない ことに 関して 私 
を 御赦し 下さい。 そして 私を、 彼らが 思って いるが 
上に 良い 者と して 下さい。」 

115. ノ 、ツジ. ク^夕 中の タノ 心 ビヤ® の 仕方 


C : Jlc が 山山 4 が^ が ^1 が))一 2 3 3 

. ((处 屬じ ill 

ラッ バイ カツ ラー フン マ ラッ バイク。 ラ ツバ イカ 


ラー シャリー カ ラ カ ラッ バイク。 イン ナル ハ 
ム ダ、 ワン ニア マタ、 ラ カ ワルム ルカ、 ラー シ 


① 訳者 注： レ、 ッジ」 とは ヒ ジュラ 暦 12 月 上旬に マッカで 行われる いわ 
ゆる 大 巡礼の ことで、 イス ラームの 5 柱の 1 つです。 ー ホ 「ウ ムラ」 
もやは り マッカ 巡礼です が、 特定の 時期は 定められて おらず、 かつ 行 
われる 宗教 儀式 も ハッジ に比べて 軽減され ています。 ウ ムラは ハ ナフ 
イー. マー リキ ー学 派で スン ナ （推奨 行為）、 シャーフ イイ ー. ハン 
バリー 学派では 義務と されて います。 また 「タル ビヤ」 とは 巡礼の 禁 
忌 状態に ある 特定の 時期に 念 じる こと を 推獎、 あるいは 義務付け られ 
ている （学派に よって 相違 あり） 一連の 言葉の ことを 指します。 
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ャリ ーカ ラク。 

「アツ ラーよ、 あなたの 御 許に 馳せ参じました。 あ 
なた の 御 許に 馳せ参じ ま した。 あなたに 並ぶ 者は い 
ません。 讚美と 恩恵と 主権は、 並ぶ 者 無き あなたの 
物です。」 

11 も 黒 おの ある 柱 の に 来た 時の タク どーノ 

234 - 「預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 
は クグノ 、神殿の 周り を縣熙 に 乗って タク ー;^ し 黒 
おの ある 柱に 辿り着く たびに 持って いた 物で それを 
f 旨し 示し、 タク ビー ノ心 をした。」 

117. 王メン 姪® と 黒 おの ある 柱の 間の ドア ー 

•(し 以1 こ^ た/。 ム 心 三 CjJI J た に を))- 2 3 5 
ラツ バナー アーティ ナー フィ ツ ドウ ニヤ ー ハ 
サナ 。ワ フィ ルアー ヒラ ティ ハサ ナ。 ワ キナ 
ー アザー バン ナーノ レ。 


① 訳者 注： イ ス ラーム 第一の 聖地 マッカの ハ ラーム •モスクの 中ム にあ 
る カ アバ 神殿は 立方体に 近い 形を して おり、 その 4 つの 角には 支柱が 
あります が、 を々 の 支柱には ぶ 称が あります。 「黒 石の ある 柱」 は义 
字 通り 黒い おのは まっている 柱で、 タワー フ （下記 訳者 注 参照） する 
ときの 出発点です。 

② 訳者 注： 「タワー フ」 は 巡礼の 諸 義務 行為の 内の 1 つ。 アッ ラーを 崇 
拝す るた めに カ アバ 神殿の 周 困を 7 回 逆 時計回りに 廻る ことです。 

③ 訳者 注： 「イエメン 柱」 とは、 黒 石の ある 柱から タワー フを 始めた と 
き 最後に 通る 柱。 
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「私たら の 主よ， 現世で 私たら に 良き ものを 与え， 
また 来世で も 良き ものを 与えた まえ。 そして 業火の 
懲罰から 私たちを 守 りた まえ。」 

118. サファーと マノ// クの丘 の に 立った 時の ドア ー 

. ( ( ん夕 加み ;/ が 如 1 41^ ^ ll^l jl >)) - 2 3 6 
『イン ナッサ ファー ワル マル ワタ ミン シヤア 
ー イリ ッ ラー。』 アブ ダウ ビ マー バダ アッ ラー フ 
ビヒ。 

「預言者 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は ザ 
ブ グーの 丘に 近づいた 時、 言った。 『《本当に ザブグ 
一と マルクは， アッ ラーの みしる しの 内の 1 つで あ 
る。》 私は ァッ ラーが それでもって 始められ たものに 
おいて、 始める。] 

な おお 若 J 1; 山 あ 屋 1 な .な iL ^ 'y 

が j k o ：\4^ ぶ 兴1 

a 夕 / 0 / 

oJ^J 

ラー イラ ー ハ イツ ラッ ラー フ ワハ ダフ ラー 


シャリー カ ラフ。 ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム 


① 訳者 注： 「サファーと マル ワの 丘」 とは、 全長 約 400 m の 回廊を 挟む 2 
つの 丘。 「サファーの 丘」 から 始めて その 間を 3 往復 半す る ことは 「サ 
アイ」 と 呼ばれ、 巡礼の 諸 義務 行為の 内の 1 つです。 
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ドウ ワ フワ アラー クッリ シャイ イン カ 
テイ ー ノレ。 フー イ フー ノ、 イツ フツ フーフ ワノ、 

ダフ。 アンジ ャザ ワァ ダフ、 ワ ナサ ラ アブ ダ 
フ 、ワ ハ ザ マルア ハ ザーバ ワハ ダフ。 

こうして ザブ グーの 丘から 始め、 クグ ノタ申 殿が 見 
える と ころまで 上る と キブ 'ブの ホ 向のを 向き、 タク ど 
ーグと タク どーノ 心の 言葉 @ を 唱え、 言った。 『唯一の 
アッ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 かれに 
並ぶ 何もの もありません。 主権は かれに 属し 讚美 も 
かれに 属します。 かれは 全てに おいて 全能です。 唯 
一の アッ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは いません。 
かれは 狗 束を 履行し その しもべを 勝利 させ、 销信 
の） 徒党を 敗走 させました。』 

また マルクの 丘で も、 ザブ グーの 丘でした 通りに 
行った。」 


① 訳者 注： つま り カ アバ 神殿の 方向。 

② 訳者 注： 「タウ ヒー ド」 の 言葉とは 「アツ ラーが 唯一で あり、 かれに 
並ぶ ものは 何もない」 という ことを 示す 言葉を 念唱 する こと。 最も 一 
般的 なのは 「ラー イラ ー ハ イ ツラツ ラー （アツ ラーな 外に 真に 崇 
拝すべき ものは なし）」 という 言葉。 
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119. グ タブ グの の 日の ドア ー 
お jJj あ Ml な 峡 ^' y ))-237 

. のみ 

ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワハ ダフ ラー 
シャリー カ ラフ。 ラフ ル ムルク ワ ラフ ル ハム 
ドウ ワ フワ アラー クッリ シャイ イン カ 
ディ ー ル。 

「 唯一の ァッラ ーが 外に 真に 崇拝すべき ものは なく、 
かれに 並ぶ 何もの もありません。 主権は かれに 属し 
讚美 も かれに 属します。 かれは 全てに おいて 全能で 
す。」 

120. ^ス 、ダク ブグ® における ズィ クル 

238 - 「預言者は （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 
カ スワ ー (彼の 愛用の 駱 跪の 《前） に 乗って^^'' 夕 ''ツ 
ブグに 着く と、 キブ 'ブの 方角を 向いた （そして ドア 


① 訳者 注： 「アラ ファ」 とは ヒ ジュラ 暦 12 月の 9 日 目、 ハッ ジの 巡礼者 
たちが 赴く ことを 義務付けられ ている マッカ 近郊の 台地。 この 日 この 
地で アッ ラーを 念じ、 タル ビヤを 唱え、 ネ 斤り、 犯した 罪の 赦 しを たう 
事は、 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の レ、 ッジは ア 
ラ ファで ある。」 という 言葉が 示す 通り、 ハ ッジの メイン イベント 的 
意 ホ 合いを 持って います。 

② 訳者 注： 「ムズ ダリ ファ」 とは、 ヒ ジュラ 暦 12 月 9 日の 夜を 過ごす こ 
とに なって いる マ ッカ 近郊の 場所。 
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一を し 、 タク ビールと タハリールと タウ ヒー ドの 言 
葉のを 唱えた）。 そして 空が 明るくな るまで そのまま 
立ち 続け、 日 が 昇る 前に 出発 した。」 

121. ジ ヤマタ ー/' @ の投 おの 際の タク ビール 
239 - 「3 つの ジヤ 7 ブー/' で 小 おを 投げる たびに 夕 
ク ビー ノレを 唱える。 そ して 1 番目と 2 番目の ジャマ 
ブー/' への 投 おの 後に 立ら 止まり、 キブ 'ブの ホ 角を 
向いて 両手を 上げながら ドア^ 一 する。 グクノ 、''け 番 
目の ジ ヤマタ ー パ の投 おに 関しても 同様に タク ど 
ーノ 心しながら 投 おする が、 その後は 立ち止まらず 立 
ち 去る。」 

122. 驚嘆 や 嬉しい 時の ドア ー 

. (( 41101^))-240 

スブ ハー ナツ ラー。 

「ア ツ ラーに 称え あれ。」 

. (が ド 4 i 1))-241 

アツ ラー フ アク バル。 


① 訳者 注： 「タハリール」 の 言葉とは 「タウ ヒー ド」 の 言葉と 同義。 163 
頁の 脚注 ② 参照の こと。 

◎ 訳者 注： マッカ 近郊の 巡礼者 宿営 地 「ミナ ー」 にある、 大小 中 3 本の 
投お 塔。 ヒ ジュラ 暦 12 月 10 日に 最大の 柱に 7 個、 そして 11、 12、 
13 日 にはを 柱に 7 個ず つの 小石を 投石す る こと になって います。 
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「ァツ ラーは 偉大な り。」 

12 ん 嬉しい 事が 起こった 者が する こと 
242 - 「預言者 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 
は 彼に® しい 事が 起こった 時には、 祝福され た 崇高 
なる アツ ラーへの 感謝の ために ザ ジタ'' (平伏 礼） を 
した。」 

12 ん 体に 痛みを 感じた 者が 言 うこと 

. バ 三^ 以 心^ 1 じ 夕 J 4 ilj S j ^ l )) バ 广叫 )) — 24 3 

「体の 痛みを 感じた ところに 幸を 置き、 / こ/う 言いな 
さい： 

ビス ミツ ラー （ X 3 回）。 

『アツ ラーの 御名 において。』 

そ して 次の よ うに 7 回 言いなさい： 

アウ ーズ ビツ ラー ヒ ワ クド ウラ ティヒ ミン 
シャツ リ マ' ー アジ ドウ ワ ウノ、 ー ズィ ル。 
『私は アツ ラーと かれの 力に おいて、 私が 出 遭い、 
警戒す ると ころの 悪からの ご 加護を 求めます。』」 
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125. 邪視 （7 V >^ ① による 災難を 恐れる 者の ドア ー 
244 - 「あなた ホの 同胞、 あるいは 自分、 あるいは そ 
の 財産に 羡 望を 感じた 時には、 彼のた めに 祝福を ネ斤 
りなさい。 本当に 邪視は 真実で あるから。」 

12 も 恐怖に 見舞われた 時に 言 うこと 

. (な 

ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー。 

「アツ ラ ーが 外に 真に 崇拝す べき ものは ありませ 
ん。」 

127. 屠殺 時に 言う こと 

. ((心 誤し diSj ^ な! し 夕 f じ ^))- 24 6 
ビス ミツ ラー ヒ ワツ ラー フ アク バル。 アツ ラー 
フン マ ミン カ ワ ラク。 アツ ラー フン マ タカ 
ツバル ミン ニー。 

「アツ ラーの 御 《において、 アツ ラーは 偉大な り。 
アツ ラーよ、 これは あなたからで あなたへの もので 
す。 アツ ラーよ、 私から （この 捧げ物を） 受け入れ 
て 下さい。」 


① 訳者 注： 邪視 （アイン） とは、 妬み や 蒙 望な どを もった 他人の 視線。 
本人の 意図と は 関係な く、 それによ っ て 視線を 受 けた 者に 災難 や 悪事 
を もたらす ことがあり ます。 
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12 ん 悪魔たち の 策略を 阻止す る ドァ ー 
じ； i シ / 矣 li 'y j ち 兴 ^ 若 1 今 じ liiui 今 も 心 b い 47 

<• し こ 一^ じ 若 ot 3 <• ミ Ic^' 以 し) 夕じ iy{j <• 可ぶ <• 

し^ こ^じ C>5J ^ グ^ろ' J |> じ 若 c>5J 

. バ お^ し: み c 3 共 じ 鼻'^! も么 共シ > J / 向 j 

アウ ーズ ビ カリ マーティ ッ ラー ヒッ ターン マー テ 
ィッ ラ ティー ラー ュ ジャー ウィ ズ フン ナ バッ 
ルン ワ ラー ファー ジ ルン ミン シャッ リ 
マー ハラ カ、 ワ バラ ァ ワ ザラァ 。ワ ミン 
シャッ リ マー ヤン ズィル ミ ナッサ マー。 ワ 
ミン シャッ リ マー ヤ ァル ジュ フイ ー ハー。 
ワ ミン シャッ リ マー ザラア フィ ル アルド 
ウ 。ワ ミン シャツ リ マー ヤ フル ジュ ミン 
ハー。 ワ ミン シャッ リ フィ タニ ッラ イリ ワ 
ン ナハール。 ワ ミン シ ヤッリ クッリ ター リ 
キン イッ ラー ター リカ ン ヤ トウ ノレ ク ビ ハイ 
リン ヤー ラ ハ マーン。 

「慈悲 深き お ホよ、 私は 善人で あろうと 悪人で あろ 
う と 超える ことの 出来ない ァッ ラーの 完全なる 御言 
葉の もとに、 ァッ ラーが 創造した 悪、 天から 下りて 

くる ものに 起因す る 悪、 そこに 上昇す る ものに 起因 
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する 悪、 大地に 創造した ものに 起因す る 悪、 そこ か 
ら 出現す る ものに 起因す る 悪、 昼夜の 災難の 悪、 良 
きものを もって ドアを ノ ツク する 者が 外の 全ての 来 
訪 者の 悪からの ご 加護を ホめ ます。」 

129. 罪の 赦し をたい、 悔悟す る こと 

248 - アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 
あれ） は 言った。 「アツ ラーに 誓って、 本当に 私は 一 
日に 70 回 兴上ア ツ ラーに お/ 赦 しを 求め、 かれに 悔悟 
します。」 

249 - 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「人々 よ、 アツ ラーに 悔悟しなさい。 本当に 
私は 一日に 100 回の 悔悟を 行います。」 

. バ 4 こ 化 C 其' 共'/^'^ 闲 ふ iJl ；^1))-250 

預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 

アス タグ フィルツ ラ ー ハルア ズィ ー マ ツラズ ィー 
ラー イラ ー ハ イツ ラー フワ ル ハイ ユル カイユ 
ーム ワ アト ウーブ イ ライヒ。 

「『私は 永遠に 生き、 自存され る、 ろかの 他に 真に 崇 
拝すべき ものが 無い と ころの 偉大な ア ツ ラーに お赦 
しを 求め、 彼に 悔悟し ます。』 と 言った 者は、 例え そ 
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の 者が 敵に 背を 向けて 逃げた 者であって も、 アツラ 
' 一 が 彼の 罪を お赦 しになる であろう。」 

251- 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
旨った。 「主が しもべに 最も お近付きに なられる のは 
真夜中の 終わ りで ある。 だから その 時間に ア ツ ラー 
を念唱 する ことができる のなら、 そうしなさい。」 

252 - 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「しもべが 彼の 主に 最も 近付く のは、 彼が ザ 
ジタ'' (平伏 礼） している 時で ある。 だから その 時に 
ドア ーを が 山しなさい。」 

253 - 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「実に 私 のん は 怠慢に 襲われる の。 そして 私 
は 一日 100 回 アツ ラーに 赦 しを 求める の だ。」 

130. タス ビーフ、 タ ハミード K タハリール、 

タク どーノ W 徳 

. ((0 夕 4 il 2 5 4 

① 訳者 注： 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
非常に 多くの ズィ クル やイ バー ダ （諸々 の 崇拝 行為） などを 自らに 課 
し、 また そこに おいて 常日頃から 厳しく 自己 監視して いました。 そこ 
で それらを 不注意な どから 怠って しまった 場合には、 それを 自らの 基 
準に おいて 罪と 見なし ま した。 

② 訳者 注： 「タ ハミード」 とは、 「アル ハムド ゥリツ ラー （全ての 賞賛は 
アツ ラーに こそ あれ）」 と念唱 する ことです。 
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スブ ハー ナツ ラー ヒ ワ ビ ハム デイ ヒ 。 （xioW 

預言者 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 「一日 100 回 『ァツ ラーよ、 あなたに 賞賛と 讚美 
あれ。』 と 唱えた 者は、 例え 彼の 過ちが 海の 泡の 数 ほ 
ど あった としても、 それを 赦 される であろう。」 

ぶ 若 j 1； 山 あ屋 1 んな iL ソ i'y oil / ぶ 

•の も 

ラー イラ ー ハ イツ ラツ ラー フ ワハ ダフ ラー 
シャリー カ ラフ。 ラフ ル ムルク ワ ラフ ノレ ハム 
ドウ ワ フワ アラー クツリ シャイ イン カ 
デイ ー ル。 （ X 10) 

預言者 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 「『唯一の ァツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは 
なく、 かれに 並ぶ 何もの もい ません。 主権は かれに 
属し 讚美 も かれに 属します。 かれは 全てに おいて 全 
能です。』 と 10 回 言った 者は、 4 人の イス マー イー 
ルの 子ら ①を 解放した ような もの だ。」 


• ((尸 料 1 ぶ 1 

スブ ハー ナツ ラー ヒ ワ 


ビ 


〇ムク cjj 4 J 11 I l)L>c 一 ノ )- 2 5 6 
ハム デ < ィヒ。 スブハ 


① 訳者 注： イス マー イー ルの 子孫で ある アラブの 4 人の 奴隸 のこと 
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ー ナツ ラー ヒル アズ イー ム。 

預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 「舌には 軽い が 善行の 稗に おいては 重く、 慈悲 深 
きお ホが お 悦びに な られる 2 つの 言葉は、 『アツ ラー 
を 称え 感謝し、 偉大なる アツ ラーを 称えます。』 であ 
る。」 

. ((夕 1 / ぶ 1 ' y ! 1:^1 j c 4 ii jU 4^))-257 

スブ ハー ナツ ラー。 ワル ハム/ドウ リツ/ラー。 ワ ラ 
ー イ フー ハ イツ フツ フー。 ワツ フーフ ア クバ 
ル。 

預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 「『アツ ラーよ、 あなたに 賞賛と 讚美 あれ。 アツ 
ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは なし。 アツ ラーは 
偉大な り。』 と言う ことは、 私に とって 太陽の 下に あ 
る もの 全てより も 愛すべき もの だ。」 

258 - 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 
言った。 「『毎日 千の 善行を 積む ことの 出来ない 者が 
いよう か？』 すると そこに 座って いた ある 者が 訊ね 
た。 『どう やって 千 もの 善行を 積む こと が 出来る ので 
すか？』 預言者 （彼に アツ ラーから の 祝福と 平安 あれ) 
は 言った。 『100 回 夕^ビ ーブ （「ス ブ ハー ナツ ラー」 
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という 言葉） を 言えば 千の 善行が 書き留められ るか、 
あ るいは 千の 過ちが 放免 される。』」 

• 、♦こ 4il l)U>c^))— 2 5 9 
スブ ハー ナツ ラー ヒル アズ イー ミ ワ ビ ハム デイ 
ヒ。 

預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 「『偉大なる アッ ラーを 称えます。 アッ ラーに 賞 
賛 あれ。』 と 言った 者は、 天国に 彼のた めの ナツメ ヤ 
シの 木が 植え られ る。」 

.バぶ み 'yj j >' y ))-26 o 
ラー ハウラ ワ ラー グウ ワタ イッ ラー ビ 
ッ ラー。 

預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 「『アブ ド ウッラ ー ブン カ イス、 お前に 天国 
で 最も 素晴らしい 財を を 教えて やろう か？』 私は 言 
った。 『はい、 アッ ラーの 使徒よ。』 預言者 （彼に アッ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言った。 『至高 至大の ア 
ッ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大なる もの も ありま 
せん。』 と 唱える こと だ。」 

. ((タタ / ぶ 1 ' y ! c 4 ii ou 4 i ))-26 i 

スブ ハー ナッ ラー。 ワル ハム/ドウ リッ/ラー。 ワ ラ 
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ー イラ ーノ、 イツ ラツ ラー。 ワツ ラー フ アクノ く 
ル。 

預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言っ 
た。 「アツ ラーが 最も 好まれる 言葉は 4 つ あり、 それ 
らは 『アツ ラーに 称え あれ、 全ての 讚美は アツ ラー 
にあり、 ア ツ ラーが 外に 真に 崇拝すべき ものは 無し、 
アツ ラーは 偉大な り』 である。 そして それらの どれ 
から 始めても 害は 無い。」 

しな ^))-262 

. バ户 •ピ 為 'y! み 岭ん S 占 p 
ラー イラ ー ハ V ツラツ ラー フ ワハ ダフ ラー 
シャリー カ ラフ。 アツ ラー フ アク バル カ ビー 
ラー。 ワル ハム ドウ リツ ラー ヒ カス イー ラー。 ス 
ブノ 、ー ナツ ラー ヒ ラ ツビノ レアー ラミー ン。 ラー 
ハウラ ワ ラ' ー クウ ワタ イツ ラ' ー ビツ ラ' 一 
ヒ ル アズイ ーズイ ル ハキーム。 

「ベ ドウ インの ある 者が アツ ラーの 使徒 （彼に アツラ 
一からの 祝福と 平安 あれ） の もとに やって来て 言った。 

『私が 言うべき 言葉を 教えて 下さい。』 預言者は 言っ 
た。 『《彼に 並ぶ 者 無き 唯一の お ホア ツ ラーが 外に 真 
に 崇拝すべき ものは 無い。 アツ ラーは 本当に 偉大で 
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ある。 アッ ラーに 限りない 感謝を します。 全世界の 
主アッ ラーに 称え あれ。 至高 至大の アッ ラーの 他に 
いかなる 威力 も 強大な る もの もありません。》 と 言 



アツ ラー フン マグ フイ ル リー、 ワル ハム ニー、 ワ 
ハディ ニー、 ワル ズク ニー。 

その 男は 言った。 『それらは 私の 主の ための 言葉で 
す。 私自身の ためには 何を 言うべき でしよう か ？ J 
預言者は 言った。 『《アツ ラーよ、 私を 御赦 し 下さい、 
私に お 慈悲を おかけ 下さい、 私を お導き 下さい、 私 
にお 恵みを 与えて 下さい。》 と 言え。』」 

. バ^た Ij 苗 j c ぶ 若 1 許 1))-2 6 3 

アツ ラー フン マグ フィル リー。 ワん ハム ニー。 ワ 
ハディ ニー。 ワ アー フィ ニー。 ワル ズク ニー。 

預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は ある 
者が 入信す ると、 彼に 礼拝を 教え、 それから これら 
の 言葉で 祈願す る ことを 命じた。 「アツ ラーよ、 私を 
御赦し 下さい、 私に 慈悲を おかけ 下さい、 私を お 導 
き 下さい、 私を お守り 下さい、 私に 恵みを 与えて 下 
さい。」 
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.(( 夕ぶ 1'^^4_!!'^))^(43心1 ))-264 
アル ハム ドウ リツ ラー。 


ラー 


イ フー ハ 


イ ツフツ フー。 


「最も 良い ドア ーは 『アッ ラーに 称え あれ。』 で、 最 
も 良い ズィ クルは 『アッ ラーが 外に 真に 崇拝すべき 
ものは 無し。』 である。」 


j ;^ /；iit ぶ 1 j / ぶ 1 'y 'y j 1 以 じ. ))- 2 6 5 

スブ ハー ナッ ラー。 ワル ハム ドウ リッ ラ 乙。 ワ ラ 
ー イ フー ハ イツ フツ フー。 ワツ フーフ ア クバ 
ル。 ワ ラー ハウラ ワ ラー クウ ワタ イッ 
ラー ビッ ラー。 

「来世に 残る 報奨 高い 行いとは、 『ァ ッ ラーに 称え あ 
れ。 全ての 賞賛は ァッ ラーに あり。 ァッ ラーが 外に 
真に 崇拝すべき ものは 無し。 ァッ ラーは 偉大な り。 
至高 至大の ァ ッ ラーの 他に いかなる 威力 も 強大なる 
もの もな し。』 という 言葉で ある。」 

131. 預言者 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 

の タス ど ーブの 仕方 

266 - アブ ド ウッラ ー ブン アム ル （彼らに アッラ 

一の ご 満悦 あれ） は 言った。 「私は 預言者 （彼に ァッラ 
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一からの 祝福と 平安 あれ） が、 彼の 右手で 夕^ どーブ 
を 数える ののを 見た。」 

132. 善行と 礼儀の 集大成から 
267 - 「夜の帳が 下りたら、 あなた ホの 子供たち を 家 
に 入れる の だ。 シャイ ターンた ちは その 時に 散開す 
るので あるから。 そして 暫く たったら 彼らを 放って 
おくの だ。 そして 扉を 閉め、 アツ ラーの 御名を 唱え 
よ。 シャイ ターンは 閉じられた 扉を 開ける ことは な 
いの だ。 また 水入れの 袋を 縛り、 アツ ラーの 御名を 
唱えよ。 そして 何 かを 上に 置く だけで も 良い から あ 
なた ホの 器を 覆い、 アッ ラーの 御名を 唱える の だ。 
そして 明かりを 消しなさい。」 


私たちの 預言者 ムハンマド とその 系譜、 その 教友全 
てに アツ ラ ーの 祝福と 平安が あ ります よう。 


① 訳者 注： 本書 169 頁に あるよう な 特定の 回数の ズィ クルを する 場合、 
右手の 指を 使って 回数を 数える のが 推奨され た 行為です。 
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38 - 敵 に対する ドア ー 112 

39 - 人々 を 恐れる 時に 言う ドア ー 112 

40- 信仰心に 疑問が 生じた 者の ドア ー 112 

41- 重い 負債を 抱えた 時の ドア ー 113 

42 - 礼 拝 や 読誦 時の 悪魔の 曝き にがす る ドア ー. 114 

が一物事に 困難を 見出した 者の ドア ー 114 

44 - 罪を 犯した 者が 言い、 行う こと 115 

が一悪魔と その 曝き を 放逐ず る ドア ー 115 
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が一望まな いこ とや 止む を 得ない こ とが 起こった 


時の ドア ー 115 

47 - 出産祝いの 言葉と その 返事 116 

48 - 子供の ための 魔よ け 117 

49 - 見舞い 時の 病人への ドア ー 117 

50- 病人を 見舞 うこと の徳 118 

51- 死期が 迫った 病人の ドア ー 119 

52 — 死に 瀬した 者への 言葉 120 

53 - 災難に 見舞われた 者の ドア ー 121 

54 - 死人の 目を 閉じる 時の ドア ー 121 

55 - 死人の ために ネ 斤る 時の ドア ー 122 

56- t く なった 子供の ために ネ 斤る 時の ドア^ 126 

57 - 弔問の 際の ドア ー 128 
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58 - 遺体 埋葬 時の ドア ー 129 

59 - 遺体 埋葬 後の ドア ー 129 

60 - 墓 地を 訪問した 際の ドア ー 130 

61- 風が 吹いた 時の ドア ー 130 

62 - 雷鳴の 時の ドア ー 131 

63 - 雨乞いの ドア ーより 132 

64 - 雨が 降った 時の ドア ー 133 

65 - 雨が 降った 後の ドア ー 133 

66 - 雨が 止んで 欲しい 時の ドア ー 133 

67 - 王 日月を 見た 時の ドア ー 134 

68 - イフ タール （断食 明けの 食事時の ドア 134 

69 - 食前の ドア ー 135 

70- 食後の ドア ー 136 
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71- 食事を 振る舞った 者への ドア ー 137 

の一 飲み物を 与える 者、 それを 行おうと する 者への 
ドア ー 137 

73 - イフ タールを 施した 者への ドア ー 138 

74 - サウ ム 中に 食事を 出された 場合の ドア ー- -138 


75 — 幢 華を けし かけられた 瞒こ サーイ ムが言 うこと • 138 

76 — 植物に 実が 付き 始めた のを 見た 時の ドア ー • 139 


77 - く しやみ を した 時の ドア ー 139 

78 - ム スリムで ない 者が くし やみを し、 アツ ラーを 

讚え た 時に 彼に 言 うこと 140 

79 - 結婚す る 者への ドア ー 140 

80 - 結婚ず る 者、 及び 家畜を 買う 時の ドア ー • • 1 が 

81- 床入り 前の ドア ー 141 
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82 - 怒った 時の ドア ー 142 

83 - 災難に遭った 者を 見た 時の ドア ー 142 

84 - 集まり において 言う ドア ー 143 

が一集まり の 解散に 際しての ドア ー 1 が 

86 - 「アツ ラーが あなたを 赦 して 下さり ますよう 
に」 と 言った 者への 言葉 143 

87 - あなたに 善い ことを した 者への ドア ー-- -144 

88 - 偽メ シアからの 護身 144 

89 - 「私は アツ ラー ゆえに あなたを 愛しまず」 と 言 

った 者への ドア ー 144 

90- あなたに 財を 施した 者への ドア ー 144 

91- 借金 返済 時の 債権者への ドア ー 1 が 

92 - 不信仰に 恐怖を 抱いた 時の ドア 1 が 
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93 - 「アツ ラーが あなたを 祝福して 下さい ますよ 


う」 と 言った 者への ドア ー 146 

94 - テイ ヤ ラに がする 嫌悪の ドア ー 1 が 

95 - 乗り物に 乗る 時の ドア ー 146 

96 - 旅立ちの ドア ー 148 

97 - ネホ や 巧 に 入る 時の ドア ー 150 

98 - 市場に 入る 時の ドア ー 151 

99 - 乗り物の 調子が 悪い 時の ドア ー 151 

10 0- 旅人の 居住者への ドア ー 152 

10 1- 居住者の 旅人への ドア ー 152 


102 - 旅の 道中に おける タク ビールと タス ビーフ .153 

103 - サ ハル 時 （夜明け 前） の 旅人の ドア ー • • • 153 

104 - 旅 において 他の 家 や 場所に 消 まる 時の ドア ー- 154 
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105 - 旅から 戻った 時の ズィ クル 154 

106 - 嬉しい 事 や 嫌な 事が あった 時に 言う こと -155 

107 - 預言者 (彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ) のた 


めに ネ斤 願ず る こと の徳 155 

108- サラーム （挨 搂） をに める こと 157 

109 - 不信仰 者が 挨 接した 時の 返事 巧 8 


110 - ニワ トリと ロバの 鳴き声を 聞いた 時の ドア^ 一- 巧 8 

111- 夜、 犬の がえ る 声を 聞いた 時の ドア ー. -158 

112- 悪口を 言って しまった 者への ドア ー.- •巧 8 

113 - 誰か 他の ムス リ ムを 褒める 時に 言う こと • 159 

114- 誰かに 誉め られた 時に ムス リ ムが言 うこと • 159 

115 - ハ ツジ •ウ ムラ 中の タル ビヤの 仕方.. .160 

116 - 黒 おの ある 柱に 来た 時の タク ビール- • • .161 
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117 - イエ メ ン 柱と 黒 おの ある 柱の 間の ドア ー • 161 

118- サファーと マル ワ のをに 立った 時の ドア ー -162 


119 - アラ ファの 日の ドア ー 164 

120 - ムズ ダリ ファに おける ズイ クル 164 

121 - ジャ マ ラートの 投 おの 際の タク ビール. -165 

122 - 驚嘆 や籍 しい 時の ドァ ー 165 

123- 嬉しい 事が 起こった 者がず る こと • • • • 166 

124 - 体に 痛みを 感じた 者が 言う こと 166 

125 - 邪視 による 災難を 恐れる 者の ドァ ー- • • • 167 

126- 恐怖に 見舞われた 時に 言う こと 167 

127 - 屠殺 時に 言 うこと 167 

128- 悪魔たち の 策略を 阻止す る ドァ ー • • • • 168 

129 - 罪の 赦し をたい、 悔悟す る こと 169 
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130 — タス ビーフ、 タ ハミード、 タハリール、 タク 


ビールの 徳 170 

131- 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 

タス ビーフの 仕方 176 

132- 善行と 礼儀の 集大成から 177 

目次 179 
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